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溺愛診察室～一途な外科医に甘く迫られています～










忘れられない一生に一度の告白




　私には今も忘れられない……ううん、一生忘れられない思い出がある。

　それは十八歳の春――。

　親身に相談に乗ってくれていた先生に、高校三年間片想いをしていた。だけど、気持ちを伝えることなく終わりを迎えた卒業式の日。私はある男の子から、誰もいない校舎裏に呼び出されていた。

　そこには大きな桜の木が植えられていて、その年も柔らかい風が吹くたびに、桜の花びらが宙を舞っていた。

　幻想的な景色をバックに、私は生まれて初めて告白されたんだ。

『ずっと好きだった。……俺と付き合ってほしい』

　まっすぐ見つめられ、ストレートに気持ちを伝えてくれた彼のことを思い出すと、今でもドキドキしてしまう。

　正直嬉うれしかった。こんな私を好きになって、想いを伝えてくれて。

　でも私は当時、先生のことが大好きで、片想いのまま終わった恋だけど、この先も変わらず先生のことが好きで、諦められないと思っていた。だから……。

『ごめんなさい』

　大きく頭を下げて断った。

　彼の気持ちは受け入れられない。だって、先生以外の人を好きになれないと思ったから。

　そんな私に、彼は耳を疑うようなことを言った。

『じゃあ十年後、また気持ちを伝えてもいい？』

『えっ……？』

　十年後？　それってどういう意味？

　彼の真意が知りたくて顔を上げる。すると、彼はふわりと笑った。

『俺の気持ちは、この先もずっと変わることがないって自信があるから。……だから十年後、一人前になったら想いを伝えに行くから』

　思いもよらない告白に、私は戸惑うばかり。

　だって十年後っていったら、私たちは二十八歳。そんな遠い未来のことなんて想像できないし、十年先も彼が私を想ってくれているとは、到底思えない。

　それなのに彼は笑顔で『約束。……覚えておいて』と言って去っていった。

『覚えておいて』と言いながら、連絡先を聞いてくることもなく。

　それから毎年、桜が咲く三月になると、私は彼のことをよく思い出していた。

　あれほど好きだった先生への想いは、会えなくなると徐々に小さくなっていった。当時は本気で先生のことが好きだったと思う。でも今思い返すと、憧れと恋心を勘違いしていたのかもしれない。

　大学時代も社会人になってからも、毎日が充実していて、有意義な日々を過ごしていた。ただ恋愛に関しては、周囲が異性を好きになって恋を楽しむ中、私は誰かを好きになることもなく、年に一度彼のことを思い出すばかり。




　都内でも有数の大きな公園で、必死にシャッターを押しながら、風に揺れる梅の花を撮っていく。

「うん……いい感じ」

　カメラの液晶画面で出来栄えをチェックし、再び満開の梅の花に目を向けた。

　彼に告白されてから、十年目の春を迎えようとしていた。彼は本当に約束通り、想いを告げに来るのだろうか。

「まさか、ね」

　ポツリと漏れた声は、風に乗って消えていく。

　彼とは進学先が別で、高校を卒業してから一度も会っていない。それなのに、今も想い続けてくれているとは思えない。

　友人から、彼の噂うわさは聞いていた。進学先は有名大学の医学部。卒業後は実家の佐さ々さ木き総合病院で働いていると。

　ゆくゆくは都内でも有名な佐々木総合病院の跡取りでしょ？　家柄に見合う人と結婚するはず。……もしかしたらもう結婚しているかもしれない。

　何より彼は、高校時代から大人びていてカッコよかったし、物静かだったけどモテていた。

　そんな人が大人になったら、もっと素敵になっていて、それこそ引く手あまたじゃないかな。

　学生の頃の不透明な約束を大人になった今も忘れられず、相手は忘れていると思いながらもどこかで期待している自分がいる。

　もしかしたら彼は本当に約束を守り、想いを告げに来てくれるかもしれないと。

　この歳になると、そんなドラマチックな展開を夢見てしまう。

　静かな公園で瞼まぶたを閉じると、鮮明に思い出す。告白してくれた時の彼の表情、仕草、言葉すべてを。

　昔と同じように、ストレートな想いを打ち明けられたら、迷いなく『こんな私でよければ、よろしくお願いします』って返事をしてしまいそう。

　毎年思い出して想像して、甘酸っぱい気持ちになっていた。でもそれも今年までだ。

　今年の三月が過ぎたら、いい加減、彼のことは忘れよう。思い出の中でしか知らない彼のことは忘れて、もうそろそろ現実を見ないと。

　瞼を開けて大きく深呼吸をし、公園をあとにした。










思いがけない再会




　最寄り駅から徒歩三分のところにある七階建ての建物。その三階にある職場に通い始めて、もう六年が経とうとしていた。

「それじゃ七月号の企画は、最新の浴衣ゆかたコレクションと花火大会特集でいきたいと思います。よろしくお願いします」

　定例の企画会議を終え、グンと背伸びしてからデスクへ戻っていく私、佐さ野の環かん奈な、二十八歳。

　身長百六十三センチと、女性としてはやや高く、大きな二重の目は猫目で、少しきつい印象を持たれがち。それと低めの鼻がコンプレックス。

　背中まである長い髪を仕事中はひとつに束ね、今日も気合いを入れて勤務にあたっていた。

　大学を卒業後、私は月刊タウン情報誌を発行している、株式会社東とう葉ように入社。ここで企画編集兼ライターとして働いている。

　従業員数四十二名と少なく、アットホームな雰囲気の職場だ。

　企画発案から、地元の有名人や店舗などへの取材、カメラマン、外部ライター、デザイナーへの作業依頼、原稿のライティングや校正、進行管理まですべて自分たちで行っている。正直、大変な仕事だけどやりがいはある。

　早速今日も席について、仕事に取りかかろうとしたんだけど……。

「環奈先輩、ちょっと聞いてくださいよー!!　また笠かさ井い君ってば、私のプリンを勝手に食べたんですよ！」

　給湯室から勢いよく飛び出して駆け寄ってきたのは、三歳年下の後輩、深ふか沢ざわ薫かおる。小柄な体型で、髪はふわふわの天然パーマ。目はクリッとしており、まさにお姫様みたいな可愛らしい子だ。

　そんな薫ちゃんがこんな風に泣きついてくるのは、今に始まったことではない。むしろ私をはじめ、職場の皆には見慣れた光景だ。

「信じられますか!?　大きくしっかり名前を書いておいたのに食べるなんて……！　私、プリンを楽しみに、今日一日頑張ろうって思っていたんですよ!?」

「えっと、薫ちゃん、落ち着いて。プリンなら私が買ってあげるから」

　苦笑いしながらも彼女をなだめていると、元凶の人物が姿を見せた。

「佐野先輩、そんなヤツにプリンを買ってやることないですよ。元はといえば、先に俺のカフェオレを飲んだ、こいつが悪いんですから」

　刺とげ々とげしい声で息巻いているのは、彼女と同い年で同期入社の笠井賢けん治じ。

　イマドキの男の子だけど、薫ちゃんとともに仕事はしっかり責任を持ってやってくれている。……やってくれてはいるんだけど、このふたりの関係は少々厄介だった。

「それは先週の仕返しだから！　笠井君が、私の机の上に置いておいたチョコレートを食べたのがいけないんでしょ？」

「たったひとつ食っただけだろ？　お前はケチくさいんだよ」

「それを言ったら、そっちはガキくさいから！」

　いつの間にかお互い近づき、言い合いをしながら火花を散らしている。

　あぁ、また始まってしまった……。先輩たちも同じことを思っているようで、皆、呆あきれた様子で見守っていた。

　このふたり、とにかく喧けん嘩かが絶えない。子供じみた喧嘩を、毎日のように繰り返している。入社してからずっとだ。

　だけど驚くことに、ふたりは恋人同士なのだ。――といっても、まだ付き合って一ヵ月しか経っていないらしい。

　教育係の私にだけ、ふたりから、つい先日打ち明けられた。『仕事には支障をきたさぬよう、プライベートとしっかり区別しますので』と。

　だから目の前で繰り広げられている光景は、まさに痴話喧嘩。恋人同士になっても、なんでも言い合うふたりのスタイルは変わらないらしい。

　しかしそれが仕事中となると、教育係の私には頭の痛い問題だった。

「はい、喧嘩はそこまで！　どっちも悪いようだし、お互い奢おごり合って終わりにしなさい」

　割って入り仲裁をするのは、いつも私の仕事だから。

「はーい。……すみませんでした、環奈先輩」

「すみません」

　でも、こうしてちゃんと謝罪できる素直なふたりだから、憎めなくて困る。

「いいえ、わかったら仕事してね。やることはたくさんあるんだから」

　ふたりの背中を叩たたくと、さっきまで喧嘩していたのが嘘うそのように、仲良く取材へ出かけていった。ふたりの姿を微笑ほほえましく見送り、私も仕事に戻った。




「遅くなっちゃった」

　歩を進めながら腕時計に目をやると、時刻は二十時を過ぎていた。駅へ向かう人も少ない。

　会社から駅へと続く道は、都内では有名な桜の並木通りになっている。バスの停留所の名前にも使用されるくらいだ。

　道路の両側に植えられた桜の木が満開になると、その景色は圧巻。夜にはライトアップもされ、よりいっそう幻想的な雰囲気になる。

　ふと足を止めて桜の木を見上げると、たくさんの蕾つぼみの中で、ところどころ綺き麗れいなピンク色の花びらが開いている。

　都内でも場所によっては、そろそろ満開を迎える桜もあると、今朝のニュースで言っていた。……今年もこの季節がきたんだ。この可愛らしい蕾が満開になる頃、彼は約束通り、私に会いに来てくれるのだろうか……。

　彼の姿を思い浮かべながら桜の木を眺めていると、けたたましい車のクラクション音が響き、我に返る。

「あ、急いで帰らないと」

　おばあちゃんには、今日は早く帰れるって言ってきたのに、連絡もできなかったから心配させちゃっているよね。

　再び駅へ向かって歩を進めた。

　仲がいい両親のもとに生まれた私は、幸せに暮らしてきた。けれどそれは小学六年生まで。お母さんに病気が見つかり、二年の闘病生活の末……亡くなった。悲しくてつらくて、それはお父さんも同じだった。

『ふたりで頑張って生きていこう』

　そう言っていたのに、お父さんは二年後にあっさり再婚。相手には私より七歳下の女の子がいて、家族四人での新しい生活が始まった。

　当時の私は高校一年生で、多感な時期だった。妹はすぐに、新生活にも慣れていったけど、私は違った。

　お母さんのことが大好きだったし、お母さんは最後まで、私とお父さんの心配をしていた。そんなお母さんを献身的に支えていたお父さんのことも好きだったのに、あっさり再婚しちゃうなんて……。お母さんをかわいそうに思い、私は家に帰りたくなくて、よく遅くまで学校に残っていた。

　一年生の時に担任だった浅あさ野の先生は、私の家庭の事情も把握していて、親身になって話を聞いてくれた。帰りが遅くなった時は、家まで送り届けてもらうこともあった。

　優しくて頼りになる、十歳も年上の先生を好きになるのに、そう時間はかからなかった。

　結局実ることがなかった淡い初恋だったけど、私はお父さんとは違う。卒業したって先生に対する想いは変わらないはずだって思っていた。だけど先生への想いは、次第に消えていった。

　変わらない気持ちなんて、ないのかもしれない。だからお父さんは、お母さんが亡くなって二年後に、あっさり再婚したんだ。私だって、あれほど好きだった先生への気持ちも消えてしまった。

　大学へ進学してから、ますます家族とは疎遠になっていった。

　ちょうど大学二年生の頃、お父さんが北ほっ海かい道どうへ転勤することになった。私以外の三人は、父とともに引っ越し、私は大学に通うために残り、都内に住む母方の祖母と暮らすことにした。

　駅に向かう途中、スマートフォンを取り出して自宅にかけると、すぐに電話が繋つながった。

「あ、もしもし。おばあちゃん？」

『環奈ちゃん？　よかった、今連絡しようと思ってたのよ！』

　電話に出たのは一緒に暮らしているおばあちゃんではなく、隣の家に住むおばさんだった。

「え、おばさん？　どうしてうちに……？」

　足を止めて戸惑う私は、おばさんに耳を疑うようなことを言われ、愕がく然ぜんとなる。けれどすぐに駆け出し、タクシーが停まっている場所へと急いだ。




「すみません、ありがとうございました」

　支払いを済すませ、タクシーから降りた私の前に建っているのは、都内でも有名な佐々木総合病院。

　自宅から徒歩十五分ほどの場所で、ちょうど自宅と会社の中間くらいにある。通りかかるたびに、彼が働いているんだと意識せずにはいられなかった場所。でも今はそんなことを考えている場合じゃない。

　出入口を探しながら、電話でおばさんに聞いた話を思い出す。

『弘ひろ子こさん、さっき救急車で運ばれたのよ！』

　信じられなかった。だっておばあちゃん、今朝はいつも通り元気で、笑顔で送り出してくれたのに。

『煮物を作りすぎちゃったからおすそ分けに伺ったら、玄関でうずくまっていてね。お腹が痛いと言っていて、どうしたらいいかと慌てていたら、血を吐いちゃったのよ。もうおばさん、無我夢中で救急車を呼んで……』

　早口でまくし立てるおばさんの話を聞きながら、夢じゃないかと思った。だって、血を吐いただなんて……。

　このままおばあちゃんと会えなくなったら……と思うと、怖くて仕方ない。

『意識はあったから大丈夫だと思うんだけど……とにかく急いで病院へ行ってあげて。弘子さんも不安だと思うから』

　事情を説明してくれたおばさんにお礼を言い、おばあちゃんが運ばれた佐々木総合病院へやってきた。一般病棟は閉まっていて、別棟にある緊急外来へ向かい、受付の人に尋ねた。

「あの、すみません。岡おか本もと弘子の家族の者です」

「岡本弘子さん、ですね。少々お待ちください」

　もう二十一時になろうとしているのに、緊急外来の待合室には、数名の患者と家族の姿がある。それに、遠くから救急車のサイレンの音が近づいてくる。

　さすが大病院。時間なんて関係なく、患者はやってくるようだ。

　調べてもらっている間、受付の前に立って待っていると、背後から躊躇ためらいがちに声をかけられた。

「もしかして、佐野……？」

　私を呼ぶ、聞き覚えのある声にドキッとなる。

　ゆっくりと振り返ると、私を見ている彼――佐々木真しん太た郎ろうは顔を綻ほころばせた。

「やっぱり佐野だ。……びっくりしたよ、緊急搬送されてきた患者さんの家族欄に、佐野の名前を見つけた時は」

「佐々木君……？」

　もう十年も経っているのに、私だって気づいてくれた佐々木君にも、昔に比べて男らしくなっていて、ますますカッコよくなった彼が、すぐに佐々木君だってわかった自分にも驚いた。

　それでも本当にあの佐々木君なのか確かめたくて、首元にかけられているネームプレートを見ると、そこには『外科医　佐々木真太郎』と書かれていた。

　やっぱり高校の同級生だった、あの佐々木君だ。

　高校の時から身長が百八十センチあって、何かと目立っていた。男の人とは思えないほどなめらかな肌に、切れ長のキリッとした大きな目。すっと綺麗に通った鼻筋。

　昔よりさらに大人っぽくなって、ちょっと雰囲気が変わった気がするけれど、カッコいいのは相変わらず。……ううん、白衣を着てしっかりセットされた清潔感のある黒髪が、大人の男の色気を醸かもし出していて、ますます素敵になっている。

　十年ぶりの再会に、思わず立ち尽くしてしまう。すると彼は、受付の女性に声をかけた。

「岡本弘子さんは僕の担当なので、僕からご家族にお話しいたします」

「は、はい……！　わかりました。よろしくお願いします」

　爽やかな笑顔を見せる佐々木君に、受付の女性は頰ほおをほんのり赤く染めた。そのまま私を見た彼に、胸が高鳴る。

「佐野、こっち。……岡本さんの状態を説明させて」

「あっ……！　佐々木君、おばあちゃんは大丈夫なの!?」

　我に返り、おばあちゃんのことが心配で、咄とっ嗟さに彼の腕をつかんで聞くと、佐々木君は私の手を握り、「落ち着いて、心配いらないから」と力強い声で言う。

「岡本さんなら大丈夫。……ただ、入院が必要だから、病状も含めて説明させて」

「入院……」

　入院するほど悪いんだ。でも心配しなくていいんだよね？　命にかかわる病気じゃないんだよね？

　ホッとした途端、彼に手を握られていることに気づいて、かぁっと身体からだ中が熱くなり、慌てて手を離した。

「ごめっ……。取り乱しちゃってごめんなさい」

　それにここは病院の待合室。周囲からの視線を感じて居たたまれなくなり、目を伏せた。

「そんなこと気にしないで。家族が緊急搬送されたんだ、誰だって心配になるさ」

　顔を上げると、優しく微笑む彼と目が合う。

「こちらへどうぞ。佐野が安心できるように、ちゃんと説明するから」

「……う、ん」

　踵きびすを返し、先に歩きだした彼の背中を見つめながら、あとをついていく私の心臓は、忙せわしなく動いている。

　まさかこんなかたちで再会を果たすなんて、夢にも思わなかった。……ねぇ、佐々木君。佐々木君は昔、私に言ったことを覚えている？

　私は今でも鮮明に覚えているよ。ずっとずっと忘れられなかったから。

「どうぞ」

　面談室のドアを開けてくれた彼に、「ありがとう」と言い室内に入ると、佐々木君も中に入り、静かにドアを閉めた。










十年越しの片想い




「え……胃潰かい瘍よう？」

「あぁ」

　胃カメラの写真を見せてもらいながら説明を聞いている途中、告げられた病名に思わず声をあげてしまう。

　知識がない私にもわかる。胃潰瘍って、確かストレスが原因だよね？　もしかしておばあちゃん、私には言えないことがあったのかな。迷惑かけちゃっていた？

　そんな私の不安に気づいたのか、佐々木君は否定するように言った。

「胃潰瘍といっても、ストレスからくるものばかりじゃないんだ」

「え……違うの？」

　尋ねると、彼は大きく頷うなずいた。

「ピロリ菌って知ってる？」

「……ごめん、ちょっとわからない」

　初めて聞く言葉に首を捻ひねると、彼は丁寧に説明してくれた。

「正式名称は【ヘリコバクター・ピロリ菌】といって、胃の粘膜に侵入し、潜伏するんだ。胃潰瘍ってストレスが原因だと思っている人が多いけど、実はピロリ菌が原因の患者が大半を占めているんだよ」

「そうだったんだ……」

　意外な原因に驚くばかり。

「菌を除去しないと、再発の恐れがある。それに岡本さんの場合は貧血もひどいから、二週間前後の入院になると思う。その後は自宅で処方された薬を服用してもらう。それと、胃がんの検査も入院中にしたいと思っている。……多いんだ、ピロリ菌によって胃がんを発症する人が。だから念のために検査するよ」

「……うん」

　そう言うと、佐々木君はパソコンでカルテを作成していく。カタカタとキーを叩く音だけが、室内に響いている。

　ひと通り説明されたけど、頭がついていかない。それに、ひとつだけどうしても気になることがある。

「あの、佐々木君。ひとついいかな？」

　様子を窺うかがいながら尋ねると、彼はすぐに手を休めて「もちろん」と言うと、私と向き合った。

「なんでも聞いて」

　聞く体勢に入った彼に、不安に思っていることを問うた。

「おばあちゃんはその……命にかかわるような病気ではないんだよね？　また元気になれるんだよね？」

　恐る恐る聞くと、佐々木君は私の不安を取り除くように目を細め、穏やかな声色で言った。

「大丈夫だよ、岡本さんの症状は命にかかわるものじゃない。しっかり治療すれば、元気になるよ」

「……そっか、よかった」

　彼の話を聞き、やっと安心することができた。

　おばさんから、おばあちゃんが腹痛を訴えて血を吐き、救急車で運ばれたと聞いた時は、生きた心地がしなかったから。

「今は眠っているけど、目を覚ましたら面会もできるから。……あ、でもその前に、入院に必要なものを持ってきてもらったほうがいいかな」

　そう言うと佐々木君は、デスクの上にあるレターケースの中から、入院に関する案内書を取り、私に渡してくれた。

「これに、必要なものや面会時間などが書かれているから」

「ありがとう」

　早速パラパラと目を通す。

「あのさ、今度は俺が聞いてもいいかな？」

　声をかけられ顔を上げると、彼は探るような目を私に向けていて、ドキッとしてしまう。

　佐々木君が私に聞きたいことってなんだろう。……もしかして十年前の約束のこと？　『覚えてる？』って聞かれるのかな。

　そう思うと、妙な緊張感に襲われる。

「……うん」

　それでもどうにか声を絞り出すと、佐々木君は恐る恐る尋ねてきた。

「佐野はその……結婚しているの？」

「えっ？」

　十年前の話をされるかも……と身構えていた私は、予想外の質問に拍子抜け。

「いや、高校の友達から佐野が結婚したって聞いたから、気になって……」

　言葉を濁す彼に、慌てて否定した。

「誰がそんなことを……っ!?　結婚なんてしていないから」

　結婚どころか恋人もいない。おまけに恋愛からしばらく遠ざかっている。

「友達で結婚している子は多いけど、私はまだ結婚していないから。……そんな嘘を言っていた友達にも伝えておいて？」

「……そっか、まだしていなかったんだ」

　ポツリと呟つぶやくと佐々木君は安心した顔を見せ、身体の力を抜いた。その姿に目を疑い、ドギマギしてしまう。

　え、どうして佐々木君、そんなホッとした顔をしているの？　私が結婚していなくて安心した？　いや、そんなまさか。

　十年前のことはひと言も話してこないし、彼はきっと忘れているはず。

「わかった、今度会ったらちゃんと訂正しておくよ」

「う、うん」

　クスリと笑う彼を、ジッと見つめる。

　特に深い意味なんてないよね。同級生なのに、自分より先に私が結婚していたらどうしようって、焦あせって聞いてきたのだろうし。

　考えを巡らせていると、佐々木君はカルテに目を通しながら聞いてきた。

「今夜は緊急外来の当直だったから俺が担当したんだけど、岡本さんの症状だと、消化器内科の分野になるんだ」

「……そっか」

　じゃあこのままおばあちゃんは、佐々木君に担当してもらえるわけじゃないんだね。そう思うと、ちょっぴり心配になる。

　さっきみたいに不安に思うことを、新しい担当の先生にも聞くことができるといいんだけど……。

　考え込んでいると、佐々木君にある提案をされた。

「もし佐野と岡本さんさえよければだけど、このまま主治医として、俺に担当させてもらえないか？」

「えっ……大丈夫なの？」

「便宜上、外科と内科で分かれているけど、消化器という領域で連携しているんだ。もちろん治療方針については、内科の先生にも相談させてもらう。だけど、岡本さんや佐野との窓口は俺というかたちでどうだろう。……そのほうが佐野も、いろいろと聞きやすいだろ？」

　佐々木君には、私の不安がだだ漏れだったようだ。だけど、私の気持ちを汲くみ取ってこんな提案をしてくれたんだよね？

　彼の優しさを嬉しく思ったけれど、その言葉に甘えていいのだろうか。だって佐々木君は、自分の専門分野で忙しいはず……。

「あの、佐々木君に担当してもらえたら心強いんだけど、迷惑じゃない？」

　彼の様子を窺いながら聞くと、佐々木君はすぐに否定した。

「迷惑なわけないだろ？　むしろ担当させてもらえたら嬉しいよ」

　優しい笑顔を向ける彼に、ドキッとしてしまう。

「あ……えっと、それじゃお願いします」

　胸を高鳴らせながら、改めてお願いをすると、佐々木君はゆっくりと立ち上がった。

「了解。じゃあ今後、岡本さんは俺が責任を持って担当させてもらうから。……いろいろとよろしく」

　つられるように立ち上がり、小さく頭を下げた。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　おばあちゃんの主治医になってくれるなら、これから何度か顔を合わせることになるよね。

　そう思うと、なんでだろう……昔の記憶が蘇よみがえって、胸の奥がむず痒がゆくなる。だって彼と会うのは、あの卒業式の告白以来だから。

　これからおばあちゃんのお見舞いに来るたびに、会えるかもしれないんだ。

　じわじわと実感してくると、恥ずかしくなり逃げ出したい衝動に駆られる。おばあちゃんの容体を聞いて安心したから、余計かもしれない。

「えっと……それじゃ着替えを取りに、一旦家に戻るね」

　胸が忙しなく動き始め、ドキドキしていることに気づかれたくなくて、回れ右をする。そのまま歩を進め、ドアノブに手をかけた時。

「佐野」

　彼に呼び止められて動きが止まる。そのままゆっくりと振り返った。

「岡本さんのことは、責任を持って治療させてもらうから安心して」

「あ……うん。お願いします」

　再度おばあちゃんのことを言ってくれた彼にペコリと頭を下げると、佐々木君は眩まぶしい笑顔を見せた。

「それと佐野には悪いけど、今このタイミングで再会できて嬉しいよ」

「――え」

　嬉しい……？　それってどういう意味？

　聞こうとしたけれど、ちょうど彼の白衣のポケットに入っているＰＨＳが鳴って、それは叶かなわなかった。

「それじゃ佐野、また」

　そう言うと佐々木君はＰＨＳを取り、話をしながら面談室から出ていった。

「行っちゃった……」

　ひとり残され、ふと漏れた言葉が信じられなくて、ハッとする。

　いやいや、行っちゃったって何？　当たり前じゃない、佐々木君はお医者さんで、忙しいんだから。

　気持ちを切り替えて、緊急外来をあとにする。

　入院することになっちゃったけど、命にかかわる病気ではなくて本当によかった。しかも担当してくれるのが佐々木君だから、わからないことがあったら聞きやすいし、それに……。

　病院をあとにし、大通りに出たところで足が止まる。

　それに私も、このタイミングで佐々木君と会うことができて嬉しい。

　十年間、ずっとずっと忘れられず、今の時期が訪れるたびに思い出していた。佐々木君はあの日の約束を覚えているのかなって。

　そろそろ桜の花が満開になる頃。約束の十年目を迎える。……今度、聞いてもいいかな？　『佐々木君はあの日の約束を覚えてる？』って。

　だってずっと気になっていたもの。……聞いてもいいよね。

　おばあちゃんが入院中、佐々木君に聞いてみようと心に決め、病院近くにあるコンビニで入院に必要なものを買い揃そろえ、着替えを取りにタクシーで自宅へと急いだ。




　次の日。いつものように出勤し、同僚に事情を説明して、おばあちゃんが入院中は定時で上がらせてもらえることになった。

　迷惑をかけることになるのに、皆嫌な顔ひとつせずに、私が請け負っている仕事も手分けして手伝ってくれた。

「すみません、それではお先に失礼します」

　定時を過ぎ、同僚に挨あい拶さつをして急いでオフィスをあとにする。向かった先はおばあちゃんが入院している佐々木総合病院。

　昨夜、入院に必要なものを揃えて病院へ戻ると、まだおばあちゃんは寝ていたから、看護師さんに預けた。だから、おばあちゃんの寝顔を見ただけだった。

　大丈夫だとわかってはいるけど、会って話をしないと安心できない。

　ナースステーションで受付を済ませ、おばあちゃんが入院している病室へと向かう。

　四人部屋が並ぶ廊下の一番右奥がおばあちゃんの病室。全室ドアは開いていて、近づくにつれて、おばあちゃんの楽しそうな笑い声が聞こえてきた。その声を聞き、ホッと胸を撫なで下ろす。

　よかった、元気そうで。それに早速もう同室の人と仲良くなったのかな。近所付き合いも上手で、友達の多いおばあちゃんらしいけど。

　クスリと小さな笑い声をこぼし、廊下から中の様子を盗み見て、目を疑った。

「環奈はあぁ見えて、子供っぽいところがあるのよ。いまだにピーマンは食べられないし」

「へぇ、佐野はピーマンが嫌いなんですね。ちょっと意外です」

　おばあちゃんの話を顎あごに手を当てて興味深そうに聞いていたのは、白衣を纏まとった佐々木君だった。

「しっかりしているようで、抜けているところもあるのよ。よく忘れ物するしね」

「そうなんですか。……あ、でもそれはちょっとわかる気がします。高校時代も、そういうところがあったので」

　口元を緩める彼の姿に、恥ずかしくて身体中が熱くなる。

　もう、おばあちゃんってば、佐々木君に何を話しているのよ。居たたまれなくなり、逃げ出したい衝動に駆られたけれど、ここで割って入らなかったら、おばあちゃんに洗いざらい、私のことを話されてしまいそうだ。

　意を決して、病室に足を踏み入れた。

「おばあちゃん」

　声をかけると、ふたりは一斉に私を見る。

「あら、噂をすれば……」

　おばあちゃんは佐々木君を見たあと、再び私を見て「フフフ」と含み笑いした。

「聞いたわよ、環奈。佐々木先生とは高校の同級生だったんですって？」

「……うん」

　返事をしながら佐々木君を見ると、ニッコリ微笑んだ。

「一年から三年まで同じクラスだったんです。岡本さんには申し訳ないですけど、卒業以来なので、こうしてまた佐野に会えて嬉しいです」

　意味ありげな言葉に、ドキッとなる。

　いや、会えて嬉しいのは、ただ単に同級生としてだよね？　そう自分に言い聞かせないと、勘違いしそうになる。

「あら、それじゃ私が病気になってよかったこともあったのね」

　笑いながら話すおばあちゃんに、思わず口を挟んだ。

「もう、おばあちゃんたら、笑い事じゃないでしょ？　どれだけ心配したと思っているの？」

　お母さんを亡くした悲しみや、お父さんに対する複雑な思いも、理解してくれるのはおばあちゃんだけ。

　私にとっておばあちゃんは、かけがえのない大切な存在。……そんなおばあちゃんが緊急搬送されたと聞いた時は、生きた心地がしなかった。

「佐々木君の言うことを聞いて、しっかり治してね」

　少しだけ強い口調で言うと、おばあちゃんは私の気持ちを汲み取ったのか、申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「そうね、早く治さないと。それに環奈の花嫁姿を見るまでは安心して死ねないもの」

「そんなこと言わないでよ。まだまだ元気でいてもらわないと困るからね？　結婚の予定なんて全然ないんだから」

　いずれ人は誰しも必ず死を迎えることは、嫌でもわかっている。けれど大切な存在だからこそ、そんな日がこないことをいつも祈っているんだ。

「あら、じゃあ頑張って長生きしないと」

　笑って話すおばあちゃんに、いろいろな思いが込み上がる。

　花嫁姿も見せたいし、曾ひ孫まごにも会わせてあげたい。おばあちゃん孝行だってしたい。まだまだ元気でいてもらわないと困るもの。

　しんみりした気持ちに浸っていると、いつの間にか佐々木君は私の隣に立っていた。そして何も言わず、彼の大きな手は私の背中をそっと撫でる。

　びっくりして隣を見ると、佐々木君は優しい眼まな差ざしを向けていた。まるで『大丈夫だよ』と言うように。

　一瞬息が詰まり、胸が苦しくなる。慌てて視線をおばあちゃんに向けた。

「環奈、どうしたの？　顔が赤いけど。暖房の効きすぎかしら」

「えっ！　あっ、ううん違うの、大丈夫！」

　おばあちゃんからは、佐々木君が私の背中を撫でているのは見えない。だから、不思議そうに小首を傾かしげているわけだけど……。

　再びチラッと彼を見ると、目が合う。すると佐々木君は口角を上げて、背中から手を離してくれた。

　佐々木君は、私の気持ちに気づいて背中を撫でてくれたのかもしれないけど、ドキドキして大変だった。

　そもそも佐々木君って、こんなに大胆な人だった？　私が知っている彼は、どこか大人びていて、同級生とは思えないくらい、落ち着いた人だったはず。

　昔の彼を思い出していると、さらに佐々木君は驚くことを言い始めた。

「佐野、今日はこのあと予定ある？」

「え……このあと？　特にはないけど……」

　伝えると、佐々木君は微笑んだ。

「じゃあ食事に行かないか？」

「食事って……私と佐々木君で？」

　思わず自分自身を指差して聞くと、彼はクスリと笑う。

「当たり前だろ？　ほかに誰がいるんだよ」

「それはっ、そうだけどっ……！」

　笑われて恥ずかしくなる。でも仕方ないじゃない？　だってまさか、佐々木君から食事に誘われるなんて、夢にも思わなかったから。

　すると話を聞いていたおばあちゃんは、歓喜の声をあげた。

「よかったじゃない、環奈。ひとりでご飯は寂しいでしょ？　ぜひ佐々木先生にご一緒してもらいなさい」

「いや、でも……」

　佐々木君とは、昨日十年ぶりに再会したところだし、いきなりふたりっきりで食事だなんて、ハードルが高すぎる。どんな話をすればいいの？

　それなのにおばあちゃんは、勝手に話を進めていく。

「佐々木先生、よろしくお願いしますね」

「はい。食事のあとは、しっかりと佐野をご自宅までお送りしますので」

「まぁ、ありがとうございます」

　えっと……これはもう、断れない雰囲気だよね？

　佐々木君はたじろぐ私の肩をポンと叩き、「急いで仕事を終わらせてくるから待ってて」と言うと、病室を出ていった。

　そしておばあちゃんにも、「積もる話もあるでしょうし、楽しんできなさい」と言われ、私はそれ以上何も言えなくなってしまった。




「何が食べたい？」

「えっと……特に好き嫌いはないから、なんでも。佐々木君が食べたいものでいいよ」

　あれから少しして、仕事を終えて白衣を脱いだ佐々木君が、病室に迎えに来てくれた。おばあちゃんに見送られて病室をあとにし、ふたり並んで歩いていると、すれ違う看護師の視線が、次々に突き刺さる。

　どうやら佐々木君、病院内では有名人のようだ。当然だよね、だって彼は佐々木総合病院の次期院長でしょ？　注目されないわけがない。

　妙に納得しながら一緒に駐車場へと向かう。そして緊張しながら彼の車である、黒のセダンの助手席に乗り込んで早々、食べたいものを聞かれたが、すぐに浮かばない。

　こういう時、『なんでもいい』が一番相手を困らせるとわかっているけど、本当に思いつかないんだ。

　むしろ、食事が喉を通るか不安だ。だって目の前の席には、佐々木君が座るんでしょ？　彼と向かい合って食事なんてできるかな。

　そんなことを考えていると、佐々木君はシートベルトを締めながら唸うなった。

「うーん……それじゃ今から、レストランでも予約しようか？　せっかく再会できたことだし」

　レストランを予約って嘘でしょ。ただでさえ彼とふたりっきりの食事に緊張しているというのに、予約しないと入れないようなレストランだなんて、とんでもない！

「ごめん、佐々木君。気軽に食べられるところでもいいかな!?」

　慌ててこちらから提案すると、彼は「フフッ」と笑った。

「了解」

　まるで私がそう言うのを待っていたかのように、佐々木君はすぐに車を走らせた。

　そして迷いなく車は目的地へと向かっていく。たどり着いた先は、全国チェーンのファミリーレストランだった。

　高校時代、学校の近くにあったチェーン店で懐かしい。友達と放課後によく寄っていたから。

　ついキョロキョロしながら彼のあとに続き、店員に案内された席へ向かう。

「お決まりになりましたら、お呼びください」

　お冷やとメニュー表を置いて店員が去っていくと、ふたりっきりの空間のでき上がり。ちょうど食事時なので、家族連れやカップルで店内は賑にぎわっている。

　メニュー表を見ても、料理の名前が頭に入ってこない。

　何を食べたらいいんだろう。いや、別になんでもいいんだけど、食べづらいものは避けたい。あれ、そもそも私……男の人とこうしてふたりっきりで食事をするのは、初めてかもしれない。

　そう思うと、緊張して心が落ち着かなくなる。……だって相手は、卒業式の日に告白された佐々木君だから。

　チラチラと彼の様子を窺っていると、佐々木君はメニュー表を見ながら、感慨深そうに話しだした。

「実は高校時代、ずっと憧れていたんだ」

「憧れていたって、何に……？」

　も、もしかして、ファミレスでご飯を食べることに？　佐々木君、いいところのお坊ちゃんだから、ファミレスに来るの、初めてなの？　いや、でも確か高校時代、何度か友達といるのを見かけたことがあったと思うんだけど……。

「佐野と学校帰りに寄り道して、こういうところに来るの」

「……えっ」

　思いもよらない話にびっくりして、声をあげてしまう。

　すると佐々木君はメニュー表から顔を上げ、まっすぐ私を見つめた。

「何度か佐野が学校帰り、制服で友達とファミレスに寄っているところを見かけていたんだ。……俺が通りかかったこと、佐野は気づかなかっただろ？」

　確信を得た目で話す佐々木君には悪いけど、それは違う。だって私も見ていたから。

「ううん、気づいていたよ」

「え？」

　驚き、目を丸くする佐々木君に、当時のことを思い出しながら話していく。

「今だから言うけど、友達……ううん、ほとんどの子が皆、佐々木君に憧れていて、学校や外で見かけるたびに騒いでいたんだよ？　佐々木君、すっごいモテてたよね」

　噂で、何度も女の子に告白されていると聞いていた。佐々木君が廊下を歩いていると、歓声があがることもあった。でも佐々木君はいつもクールで、それがまた人気に火をつけていたよね。

　懐かしく思っていると、彼はボソッと言った。

「たったひとりにモテないと、意味がないけどな」

「えっ……？」

　意味深なことを言う彼と目が合うと、佐々木君は少しだけ頰を緩ませた。

「何食べたいか決まった？」

「あ、ごめん。ちょっと待ってて」

　慌ててメニュー表を見るものの、さっきの言葉が気になって決められない。

　十年前の告白があるから、自うぬ惚ぼれたことを考えてしまう。……たったひとりにモテないと意味がないって、私に……？って。

　そこに考えが行きつくと、必死に打ち消した。

　いやいや、本当どれだけ自惚れているのよ、私！　そうだとしても、それは当時の話で、今は違うと思うし！　……そうだよ、もう佐々木君に告白されて十年も経っているんだ。きっと私のことなんて、再会するまで忘れていたはず。こうして再会できて、懐かしくて言っただけだよね。

　少しずつ冷静になり、無難なオムライスを注文した。

　それから佐々木君と高校時代の懐かしい話や、おばあちゃんの話をしながら、時間は過ぎていった。




「佐々木君、ごめんね。奢ってもらっちゃって」

　店を出てすぐにお礼を言う。

　割り勘のつもりでいたのに、佐々木君がスマートに会計を済ませてくれたのだ。

　駐車場に向かいながら彼は、優しい声色で言った。

「誘ったのはこっちだから気にしないで。むしろファミレスなんかでごめん」

「そんなっ……！　ごちそうさまでした」

　手を左右に振り頭を下げる。そして顔を上げると、何か考え込んでいる佐々木君が目に入った。

「……佐々木君？」

　歩を進めながら彼の名前を呼ぶと、佐々木君は急に足を止めた。私もまた足を止めると、彼は私の様子を窺う。

「佐野、あと少しだけ時間大丈夫？」

「うん、別に大丈夫だけど……」

　明日も仕事だけど、まだ二十時過ぎだし。

「一ヵ所、付き合ってほしいところがあるんだ。そこに行ってもいいか？」

「……うん」

　どこだろう、付き合ってほしいところって。疑問に思いながらも了承すると、佐々木君は「じゃあ行こう」と言い、車へと急ぐ。

　行き先を告げることなく、彼が車を走らせて向かった先は、懐かしい私たちの母校だった。

「ここ……」

　閉まっている校門前に車を停め、先に降りた彼に続いて私も助手席から降りると、呆ぼう然ぜんと校舎を眺めてしまう。

「懐かしいよな」

　いつの間にか私の隣に立ち、同じように学校を見上げて懐かしむ彼の横顔を見つめる。どうして佐々木君は、ここに来たんだろう。

「じゃあ行くか」

「行くって……えっ!?」

　ギョッとする私を余よ所そに、あろうことか彼は閉まっている校門を登り始めた。

「ちょっ、ちょっと佐々木君？」

　大丈夫なの？　勝手に入ったりして。

　思わず周囲に人がいないかキョロキョロ見回していると、私の背丈より少し高い門を登り、彼は私に手を差し伸べた。

「大丈夫だよ、校舎内には入らないし。だからほら」

「でも……」

　差し伸べられている大きな手を、そう易々とつかめそうにない。やっぱりマズいんじゃないかな、夜の学校に忍び込むなんて。

　グルグルと考えていると、佐々木君はしびれを切らした。

「逆にこうしているところを見られたほうが、いろいろとマズいと思うけど」

　うっ……確かにそうだよね。現に佐々木君は校門によじ登っている状態だし、私はオドオドしているし。こんなところを見られたら、立派な不審者だ。

「本当にただ入るだけだよね？」

「あぁ」

　そう言うと佐々木君は、再び「ん」と言いながら手を差し伸べる。

「……ありがとう」

　戸惑いながらも彼の大きな手のひらに手を乗せると、ギュッと握られ軽々と身体を引き上げられた。

「わっ!?」

「大丈夫、ゆっくりでいいから」

　バランスを崩しそうになり、さらに強い力で手を握られ、心臓が飛び跳ねる。

　ダメだ、早く乗り越えないと、私の心臓が持たないよ。先に下りた彼に受け止めてもらい、地面に下り立つとホッとした。けれどそれも束の間、佐々木君は私の手を握った。

「暗いから気をつけて」

「え、いや、あのっ……！」

　私の手を引き、先に歩きだした佐々木君に、再び心臓が暴れだす。

　佐々木君は、私を心配して手を引いてくれているのかもしれないけど困るよ。繋がれた手が熱くて胸が苦しい。佐々木君はなんとも思わないの？　私とこうして手を繋ぐことを。

　そう思うと、なぜか切ない気持ちになる。

　でも、私も佐々木君もお互い二十八歳だもの。高校生じゃあるまいし、手を繋ぐことなんて、たいしたことないのかも。

　私は高校時代、ずっと先生に片想いをしていた。でも初恋は実ることなく、その後は一度も恋をしたことがない。

　社会人になってからは仕事に打ち込むばかりで、恋愛する余裕もなくて……。

　だからこうして男の人と手を繋ぐだけで、いっぱいいっぱいになってしまう。

　けれど、佐々木君は違うのかな。高校を卒業してから十年の間に、誰かを好きになった？　彼女ができた？　手を繋いで抱きしめ合ってキスをして、その先も経験している？　……うん、しているよね。だって佐々木君、カッコいいもの。昔に比べてもっと素敵になった。

　そんな彼を、周囲にいる女性が放っておくわけない。手を握ることくらい、慣れているのかも。だから今、私と手を繋いでいても平気なんでしょ？

　やだな、どうして卑屈になるんだろう。告白を断ったのは私なのに。

　ずっと忘れられなかったから？　毎年桜が咲く季節がくると思い出していたから？　そもそもどうして佐々木君は十年前、あんなことを言ったの？

『じゃあ十年後、また気持ちを伝えてもいい？』

　それがすべての始まりだった。

　きっと告白されただけだったら、こんなにも心の奥深くに彼の存在が残ることはなかったはず。告白してくれた人として、時々思い出すだけの存在だったと思うから。

　いろいろな思いが渦巻く私の手を引き、彼が向かった先は校舎裏。そこは十年前、佐々木君に告白をされた場所だった。

　昼間は日当たりがいいからか、ちょうど校舎裏の桜は満開を迎えていて、夜風にひらひらと舞う桜の花びらが、月明かりに照らされながら地面に落ちていく。

「ここ……」

　思わず声を漏らすと彼は足を止め、私の手を離して向かい合うように立った。

　桜の木をバックに月明かりの下、まっすぐ見つめる切れ長の瞳に射すくめられて、私は戸惑いを隠せない。何か言いたいのに声が出ない。

「佐野は十年前の約束を覚えている？」

　放たれた言葉に、ドクンと心臓が跳ねた。

　十年前の約束……それは『また気持ちを伝えてもいい？』って言ってくれたことだよね？　そして私がずっと聞きたかったこと。

　彼を見つめ返し、十年分の想いを伝えた。

「覚えているよ、忘れられるわけないじゃない。……毎年桜が咲くたびに思い出していた。どうして佐々木君は、あんなことを言ったんだろうって」

　だって十年後なんて、十八歳の私には遥はるか遠い未来の話だった。それはきっと佐々木君も同じはず。なのに、どうして佐々木君は、十年後……なんて言ったの？

　彼の真意が知りたくて、ジッと見つめる。すると彼は苦笑いした。

「それは、勝てないと思ったからだよ」

「勝てないって……何に？」

　理由を聞かされても、意味がわからず小首を傾げる。

「佐野が好きだった人に」

　ワンテンポ遅れて付け足すように言われた言葉に、焦りを覚える。

「好きだった人って……え、それって……」

　もしかして、佐々木君に知られていた？　私が浅野先生に片想いしていたことを。

　変な汗が流れそうになる。佐々木君は何も言わないけど、表情が気づいていたことを物語っているから。

　高校時代、先生への恋心は友達にも話せなかった。密ひそかに想いを寄せていたつもりだったのに、佐々木君にはバレていたの？

　そう思うと恥ずかしくて居たたまれなくなり、顔を伏せた。

「相手は大人で余裕があって、その俺じゃどんなに頑張っても勝てないと思ったんだ。……だから、先生と同い年になった大人の俺を見て、佐野に好きになってもらいたかった」

「佐々木君……」

『もらいたかった』は過去形――。そう、だよね。もう十年経つんだ。とっくに気持ちなんてなくなっているはず。だって、私がそうだから。

　なんて答えていいのかわからず、うつむいたままでいると、信じられない言葉が降ってきた。

「だからこのタイミングで再会できたのは、俺にとって佐野は、運命の相手だからだと思っている」

「……え？」

　顔を上げると、彼は愛しそうに私を見つめていた。

「悪いけど、俺の気持ちは十年前からずっと変わっていないよ」

「……う、そ」

　ずっと変わっていないだなんて、そんなのあり得ないよね？

　信じられなくてポツリと漏れた声に、佐々木君は首を横に振った。

「嘘じゃない。……ずっと好きだった。約束の日、こうして会って告白するつもりだったんだ」

　そんな、まさか。佐々木君は忘れているとずっと思っていた。あの日のことを覚えているのは私だけだと。

　でも違ったの？　佐々木君も覚えていて、十年も会っていなかったのに、私のことを想ってくれていたの？

　すぐには信じることができなくて、呆然となる。

　ずっと好きでいてくれたなんて、簡単に信じることはできない。もしかして、からかわれているとか？

　佐々木君がそんなことをする人ではないとわかっているけど、疑いたくもなる。それほど十年という月日は長いから。

　けれど彼は、真剣な面持ちでストレートな気持ちを私にぶつけてきた。

「十年前は、俺のことをよく知ろうともせずにフっただろ？　……だから今度はしっかり俺のことを知って、真剣に考えてほしい」

「佐々木君……」

　戸惑う私に、佐々木君は顔を近づけてきた。彼の端正な顔が間近に迫り、心臓は忙しなく動きだす。

「さ、佐々木君……？」

　それでもどうにか彼の名前を呼ぶと、佐々木君は顔をクシャッとさせて笑った。

「十年間、諦め切れずに募らせてきた俺の気持ちを甘く見ないで。……絶対佐野のこと、振り向かせてみせるから」

　十年越しに伝えられた彼の想いに、うまく呼吸ができなくなるほど胸が苦しくなる。

　愛しそうに私を見つめる佐々木君を、見つめ返すことしかできずにいた。










ずっと、好きだったんだ




『ずっと好きだった』

　彼の熱くストレートな告白は、十年前より私の心を大きく揺らした。

　何度も何度も自分に問うた。『信じられる？　あの佐々木君が、私のことを想い続けてくれていたなんて』って。

　それは彼に家まで送り届けてもらい、布団に入って眠るまで。そして次の日、出勤してからもずっと――。




「――輩。……環奈先輩」

「えっ、あっ、何？」

　ハッとして隣を見ると、薫ちゃんは顔をしかめた。

「もう、何じゃありませんよー！　環奈先輩どうしちゃったんですか？　今日は朝からずっと上うわの空ですよね？」

　薫ちゃんに指摘され、言葉に詰まる。彼女の言う通り、今日の私は佐々木君のことで頭がいっぱいで、仕事に集中できずにいたから。

　お昼を食べて、午後の打ち合わせが始まると同時に、気持ちを切り替えようとしたところで、いつもの如ごとく薫ちゃんと笠井君の言い争いが始まった。

　止めても無駄だと思い傍観していたら、また佐々木君のことを考えてしまっていた。

　すると、いつの間にかふたりの言い争いは終わっていたらしく、ボーッとしていた私が気になったのか、心配そうに私を見つめていた。

「佐野先輩、お疲れなんじゃないですか？　おばあさんのこともありますし、無理しないでくださいね。なんなら少し休んできてもいいですよ？」

　笠井君の優しさに頰が緩む。普段はクールだけど、意外と優しくて気遣いができるいい子なんだよね。薫ちゃんが好きになるのも納得できる。

「ありがとう、でも大丈夫だから」

　安心させるように明るい声で言い、チクリと皮肉を付け足した。

「ふたりが喧嘩しないでくれたら早く打ち合わせが終わって、少しはゆっくりできるんだけどなぁ」

　チラッと見ると、ふたりは急にアワアワし始めた。

「そ、そうですよね！　すみません！　もう笠井君と喧嘩しません!!」

「すみません」

　ふたりの慌てっぷりに思わず笑ってしまった。

「ありがとう、じゃあ再開させてもらうね」

「はい！」

「お願いします」

　今回の打ち合わせの内容は、私たちが担当している人気特集、『街角イケメンコーナー』についてだ。

　毎月、地域のいろいろな職業に就くイケメンをピックアップした記事を、見開きで掲載している。

　女性読者を中心に人気を博しており、読者からあの人を記事に載せてほしいと推薦があるほど。けれど残念なことに、情報提供がない月もある。その時は、私たちがＳＮＳなどを活用して探すのだけど……。

「次回のイケメンはどうしましょうか？　連載が長くなってくると、イケメンのネタも尽きてきますよね」

　頰ほお杖づえをつき、うーんと唸る薫ちゃんの隣で、笠井君もため息交じりに言う。

「消防士、警察官、バス・タクシー運転手、ジムトレーナー、ショップ店員……。職業も被らないようにすると、そろそろ限界がきそうですよね。それこそ情報提供がないと結構きついですよ」

「そうだよね……」

　それに、取材交渉をした相手全員が承諾してくれるわけではない。タウン誌といっても十万部以上刷っているし、顔が広く知れ渡ることになる。そうなると、取材を断る人も少なくない。

　どうしようかと悩む中、突とつ如じょ薫ちゃんが閃ひらめいたようで、パッと目を輝かせた。

「イケメンがいそうなところ、あるじゃないですか！」

「どこに？」

　すかさず笠井君が尋ねると、彼女はキラキラした目を私に向けた。

「ドクターですよ、ドクター!!　おばあさんが入院している病院に、イケメンいませんか？」

「……えっ!?」

　薫ちゃんの質問に、真っ先に頭に浮かんだのは佐々木君。佐々木君なら特集するに値すると思う。

「看護師でもいいですよ？　今、男性の看護師も多いですよね!?」

　薫ちゃんに興奮ぎみに詰め寄られ、思わずのけ反る。

「えっと……思い当たる人は、いない、かな」

「そうですか。残念」

　シュンとなる彼女に笠井君は、「バカ、佐野先輩の気持ちを考えろ」と言いながら、頭をコツンと叩いた。

「痛っ！　殴ることないじゃない！　……っと、環奈先輩すみませんでした」

　笠井君に文句を言ったものの、ハッとして薫ちゃんはすぐに謝罪してきた。

「ううん、気にしないで。……まだ一回しかお見舞いに行っていないからわからないけど、今日から病院に行った際は探してみるね」

「本当ですか!?　ありがとうございます!!」

　まるで子犬のように嬉しそうな顔を見せる薫ちゃんに、笠井君は「非常識なヤツめ」なんて悪態をつく。

　また言い争いを始めるふたりを尻目に、私は戸惑いを隠せずにいた。

　どうして私、すぐに佐々木君のことを薫ちゃんに話せなかったんだろう。医者は掲載したことのない職種だし、彼なら申し分ないのに。

「そうだ、環奈先輩！　今度おばあさんのお見舞いに行かせてください」

「そうだな、佐野先輩にはいつもお世話になっているし」

　さっきまで言い争いをしていたのに、急に息をぴったり合わせて言ってきたふたり。

「そんなっ……！　気にしないで」

　両手を振って断るものの、ふたりはなかなか引き下がらない。

「そういうわけにはいきませんよ。日頃、環奈先輩には何かとお世話になっていますし。それにほら、おばあさんを見舞いつつ、イケメンドクター探しができて一石二鳥じゃないですか」

「まぁ……確かにそうかもな。それなら佐野先輩の手を煩わずらわせることにならないし」

「でしょ？　やだ、珍しく笠井君と意見が合った！」

「……だな」

　勝手に話を進めていくふたりに割って入った。

「ちょっ、ちょっとちょっと！　勝手に話を進めない！　お見舞いは大丈夫だし、イケメンドクターは私が探してくるから」

　咄嗟に言うと、ふたりは顔を見合わせた。

「そうですか？　でもあまり無理しないでくださいね？」

「環奈先輩、なんでもひとりで背負うところがあるから心配で……。いつでも頼ってください」

「ふたりとも……」

　そう、だよね。ふたりは私のことを思って言ってくれたのに、私ってば……。

　先輩として恥ずかしくなる。

「ありがとう。つらくなった時は、遠慮なくお願いするね」

　すると、ふたりは嬉しそうに顔を綻ばせた。

　薫ちゃんと笠井君に申し訳なくなる。でも咄嗟に嫌だと思ってしまったんだ。薫ちゃんを佐々木君に会わせるのが。

　だけどなぜ？　どうして薫ちゃんと佐々木君を会わせたくなかったの？　第一薫ちゃんには、笠井君って恋人がいるのに。

　でも薫ちゃん可愛いし、佐々木君が彼女のことを好きになったらどうしようって思っちゃって……あれ、これじゃまるで、私も佐々木君のことが好きみたいじゃない……？

　ううん、そんなことない。ずっと十年前のことが気になっていたからだよね。それに佐々木君には悪いけど、やっぱりまだ信じられないよ。

　だってもう十年も会わずにいたんだよ？　それなのにずっと好きだったなんて、あり得ないと思う。

　正直、彼に好かれる要素が思い当たらないし……。特別何か優れているわけでも、容姿がいいわけでもないのに。一体どこを好きになってくれたというのだろうか。

　その後、病院関係のイケメンを特集することで話をまとめ、打ち合わせを終えた。けれどそのあとも私は、仕事の手を休めるたびに、佐々木君のことばかり考えていた。




「今日は行かなくても大丈夫だよね」

　定時を一時間過ぎて仕事を終えた。今から病院へ向かえば、面会時間に間に合う。でもおばあちゃんには、無理して毎日来ることはないって昨日言われている。洗濯物も二、三日に一度取りに行けばいい。

　病院にランドリーもあるから、自分で洗濯してもいいって言っていたし……。

　会社をあとにし、駅に向かいながら言い訳の言葉を頭の中で繰り返す。

　本当は毎日おばあちゃんの様子を見に行きたいと思っている。……だけど病院へ行ったら、佐々木君に会う可能性がある。そう思うと行きづらい。

　昨夜は佐々木君が家まで送り届けてくれた。車内ではお互い言葉を交わすことはなく、家に着いて車から降りる際に、『また今度』って言われて別れたけれど……次に会ったら、私はどうすればいい？　昨日の今日で、どんな顔をして会ったらいいの？

　歩を進めながらグルグルと考えていると、バッグの中でスマホが鳴った。

「電話だ、誰だろう」

　通行人の邪魔にならない歩道の端に寄り、電話の相手を確認すると、高校時代からの友人で、勤め先の上司と結婚したばかりの宮みや本もと砂さ羽わだった。

「砂羽……？　どうしたんだろう」

　独身時代は暇さえあれば会っていたけど、結婚が決まってからは結婚式の準備などで忙しくなって、メッセージでやり取りをするだけになった。しばらく会っていないし、電話がかかってくることもなかったのに。

　メッセージでは目をつぶりたくなるほど、ノロケばかり送られてきていたし、何より結婚して三ヵ月。今が一番幸せいっぱいな時だよね？

　もしかして、何かあったのかも……と不安に思いながら電話に出ると、陽気な声が響いた。

『環奈ー？　久しぶり、元気？』

「久しぶり。元気だけど……急にどうしたの？」

　変わらない砂羽の声色にホッとしながら尋ねると、彼女はあっけらかんと言う。

『実は旦那と喧嘩しちゃってさー。離婚する勢いで家を出てきちゃったの』

「……は？」

　陽気な声からは想像できなかった内容に、間抜けな声が漏れる。

「離婚する勢いでってどういうこと？　散々ノロケていたよね？」

　周囲の視線を感じながらも、抑え切れずに声を荒らげて問うと、砂羽は笑いながら言う。

『いや、ちょっといろいろあってね……。だからさ、環奈。悪いんだけど、しばらく泊めてもらえないかな？』

「泊めてって……嘘でしょ？」

『お願い!!　おばあちゃんのお手伝いなら、なんでもするからさ！』

　必死にお願いしてくる砂羽に、これは冗談ではなく、本気で家を出てきたということが伝わってくる。

　砂羽の旦那さんは、彼女の直属の上司だった。なんでも社内ではエリート街道まっしぐらなんだとか。砂羽の片想いが実り、結婚を機に寿退社した。

　結婚の報告をしてくれた時の彼女は本当に幸せそうで、結婚式で見たふたりからも、お互いに愛し合っているのがすごく伝わってきていたのに。何があったのだろうか。

　何はともあれ、大切な親友の一大事を放っておくことはできない。

「わかったよ。砂羽の気が済むまで、好きなだけいていいよ」

　すぐにホッとした声が届く。

『本当？　ありがとう、環奈！　やっぱり持つべきものは親友よね！　あ、いたいた』

　彼女の言葉に首を捻る。

　いたってどういうこと？　それになんだか電話の向こうが騒がしい。砂羽、もしかして今、人混みの中にいる？

　どこにいるか聞こうとした時、急に背中をポンと叩かれ肩をすくめた。

「キャッ!?」

　驚き声をあげて、すぐさま振り返ると、そこには耳にスマホを当てた砂羽が立っていた。

「砂羽？　どうしてここに……」

　呆然とする私を見て砂羽はニッコリ笑い、電話を切った。

「いやー、環奈ん家ちに行ったんだけど留守だったから、会社まで押しかけちゃおうかと思って来ちゃった」

　可愛く舌を出しておどける彼女に、軽く目め眩まいを起こしそうになる。

「来ちゃったって……。行き違いになっていたら、どうするのよ」

「まぁ、その時はその時だと思って。でもいいじゃない、こうして無事に会えたんだから」

　あっけらかんと言う砂羽は、昔から本当に変わっていない。

　頭で考えるよりも先に身体が動いちゃうタイプで、高校時代から、大胆な言動に何度も驚かされてきた。そんな彼女だからこそ、大きなキャリーバッグを引いて、家を飛び出してきたのかもしれないけど。

「本当にしばらく帰らないつもりなの？」

　聞くと砂羽はムッとした。

「しばらくじゃなくて、永遠によ！　言ったでしょ？　離婚する勢いで家を出てきたって。仕事を見つけて、ひとり暮らしする資金が貯たまるまでお世話になります！」

　敬礼ポーズをしながら話す砂羽だけど、どこまで本気なのだろうか。まさか本当に離婚するつもりじゃないよね？　まだ結婚して三ヵ月しか経っていないじゃない。一体何があったんだろう。

　聞きたくてもここは人混みの中。内容が内容なだけに、落ち着いて話せない。

「とにかく家に帰ろう。……あ、夕食まだだよね？　どうする？　食べていく？　それとも作るなら何か買っていかないと」

　ひとりだから買い物に行けていない。今日も適当にコンビニで済ませようと思っていたから。

　すると砂羽はキョトンとした。

「え、食べていくって……おばあちゃんは？　あ、もしかして旅行か何かでいないの？　だから留守だったんだ？」

　歩を進めながら聞いてきた砂羽に、一瞬、入院していることを言わないほうがいいかもと迷ったけれど、しばらく家にいてもらうなら、いずれはバレること。そう判断し、彼女の様子を窺いながら切りだした。

「実はおばあちゃん、今、入院しているんだ」

「……えっ！　入院って嘘でしょ!?」

　足を止めてびっくりする砂羽に合わせて、私も足を止めた。

「本当。あ、でも命にかかわるような病気ではないから安心して。二週間くらいで退院できるみたいだから」

　心配をかけないように、努めて笑顔で伝えたものの、砂羽の表情は硬くなる。

「二週間くらいっていっても、病気だから入院したんでしょ？　本当に大丈夫なの？」

「うん、大丈夫だよ」

　安心させるように言うと、少しだけ彼女の表情は緩んだ。けれどすぐにハッとし、詰め寄ってきた。

「ねぇ、面会はできるんでしょ？　何時まで？　まだ間に合う!?」

「えっと……うん、面会はできるし、今から行けば間に合うけど……」

「よしきた！　すぐ行こう!!」

　話を最後まで聞かず、砂羽はいきなり私の腕をつかむと歩きだした。

「ちょっと砂羽!?」

「学生時代、泊まりに行くたびにご飯をご馳ち走そうしてくれて、たくさん優しくしてもらったおばあちゃんの一大事に、顔を見せないわけにはいかないでしょ!?　環奈、病院はどこ!?」

「佐々木総合病院だけど、でも……」

　この十年間、砂羽には佐々木君のことでよくからかわれていた。

　だから砂羽も知っているでしょ？　そこは佐々木君の実家で、彼が勤務している病院だって。

「了解！　急ごう」

　あぁ、これは砂羽……佐々木総合病院が、佐々木君の勤め先だってことをすっかり忘れている。昔から何かひとつのことに向かって突っ走ると、ほかのことにまで頭が回らなくなるところがあったから。

　途中、説明する機会も与えてくれず、砂羽はキャリーケースと私の腕を引きながら、病院へと向かった。




「あら、砂羽ちゃんじゃないの。久しぶりね、元気だった？」

「お久しぶりです。私よりおばあちゃんですよ！　大丈夫なんですか？」

　病院に着くなり、詰め寄るような勢いで尋ねる砂羽に、おばあちゃんはクスリと笑った。

「心配して来てくれたのね、どうもありがとう。おかげさまでこの通り、元気いっぱいよ」

　おばあちゃんの明るい笑顔を見て、砂羽はやっと安心してくれたようだ。

「よかった、おばあちゃんが無事で」

「だ、だから言ったでしょ？」

　ホッと胸を撫で下ろす砂羽の隣で、私は乱れた呼吸を整えていた。

　体育会系の砂羽とは違い、あまり体力のない私は、砂羽のペースについていくのに必死だった。

　砂羽は呼吸ひとつ乱れていないというのに、私は心拍が上がっているし、額に汗をかいてしまっている。春らしい暖かな日ではあるけれど、さすがに恥ずかしい。

　手で顔を扇あおぎながら、火ほ照てりを取る。

「ふたりでこれから食事に行くの？　久しぶりじゃない？　砂羽ちゃんが結婚してからは、なかなか行けていなかったわよね？」

　砂羽の身体はギクリと反応した。そしてチラッと私を見たあと、覚悟を決めたように大きく息を吐き、おばあちゃんと向き合った。

「あのね、おばあちゃん……実はお願いがあって」

「どうしたの？」

　朗らかな表情で聞くおばあちゃんに、砂羽は瞼をギュッと閉じて言った。

「お願いします！　何も聞かず、しばらく家に置いてもらえませんか!?　おばあちゃんがいない間、家のことは環奈に代わってやりますので!!」

　大きく頭を下げて懇願する砂羽に、おばあちゃんは目をパチクリさせた。

「砂羽ちゃんだったらお願いされるまでもなく、いつでも気軽に泊まってくれてかまわないよ。それに私がこうして入院しているから、環奈も砂羽ちゃんがいてくれたら心強いと思うし」

「え……いいんですか？　迷惑じゃないんですか？」

　呆あっ気けにとられる砂羽に、おばあちゃんは大きく頷いた。

「もちろん。好きなだけいてちょうだい。砂羽ちゃんなら大歓迎よ」

「おばあちゃん……！」

　寛大なおばあちゃんに、砂羽は感極まり思いっきり抱きついた。

「あらあら、嬉しいわね」

　そんな砂羽におばあちゃんとふたり、顔を見合わせ笑ってしまう。

「おばあちゃんが留守の間、私がしっかり家を守りますね」

「あら、頼もしい。それじゃ私は安心して治療に専念できるわね」

　ふたりのやり取りに口元が緩む。

　砂羽はおばあちゃんから離れ、近くにあった椅子に腰掛けた。

「それにしても、環奈から聞いた時はびっくりしましたよー。おばあちゃんが入院していたなんて」

「そうよね、私自身も驚いたもの。……でもこうして砂羽ちゃんがお見舞いに来てくれたり、環奈の同級生に担当してもらえて、安心しているわ」

「同級生って……え？　あっ！」

　ここにきてやっと、おばあちゃんが入院している佐々木総合病院が、佐々木君の勤め先だと気づいたのか、砂羽は微妙な顔で私を見る。そんな彼女に苦笑い。

「そうなの、おばあちゃんの主治医は佐々木君なのよ」

「佐々木君って……あの佐々木!?」

　ギョッとして、信じられないと言うように私を凝視する彼女に、大きく頷いた。

「その佐々木君」

　顔を引きつらせながら言うと、私と佐々木君の関係を知っている砂羽は、急にアワアワし始めた。

　そして事情を知らないおばあちゃんは、ニコニコ顔で佐々木君の話をする。

「環奈の同級生に見てもらえて、本当によかったわ。佐々木先生、とっても素敵な人よね。親切だし説明も丁寧で。何よりカッコよくて」

　徐々に興奮していくおばあちゃん。

「看護師さんや患者さんにとっても人気なのよ。フフフ、環奈と佐々木先生が昨夜食事に行ったなんて知ったら、皆ショックを受けるんじゃないかしら」

　周囲に聞こえないように、ボソッと言ったおばあちゃんに驚愕。

　いや、昨夜佐々木君と食事に行ったのは事実だし、おばあちゃんに悪気がないことはわかっているけど……おばあちゃん、今それを言ってほしくなかった。

　案の定、砂羽は口をあんぐりさせている。

「砂羽ちゃんも佐々木先生のこと、知っているわよね？」

「あ、はい。それはとてもよく」

　意味ありげなことを言うと、彼女は立ち上がった。

「おばあちゃん、ちょっとすみません。環奈と話してきます」

　そう言うと砂羽は、私の背中をグイグイ押して、ドアのほうへ追いやる。

「ちょ、ちょっと砂羽？」

　チラッとおばあちゃんを見ると、不思議そうな顔をして「いってらっしゃい」と見送っている。その間も砂羽は私の背中を押してくる。

「いいから部屋の外に出よう。……おばあちゃんに聞かれたらマズいでしょ？」

　うっ……それもそうだ。何よりおばあちゃんに昔、佐々木君に告白されたことを知られるのは恥ずかしい。

　そのままそそくさと病室をあとにした砂羽と私は、人ひと気けの少ないエレベーター前のロビーへと向かった。

　そして、どういうことか説明してと詰め寄る砂羽に経緯を話すと、彼女は必死に声を押し殺して、小さく歓声をあげた。

「キャーやだ、佐々木ってばカッコいい！　それに何よ。約束の十年目に偶然出会っちゃうなんて。もしかして環奈と佐々木は、運命の赤い糸で結ばれているんじゃないの？　いや、絶対結ばれているでしょ！　でなかったら、こんなタイミングで出会わないから」

　興奮状態で一方的に話す砂羽に、たじろいでしまう。

「環奈も運命だって思ったんじゃないの？　どうなのよ」

　グッと顔を近づけて聞いてきた彼女。

「いや、その……」

　言葉に詰まる私を置いてけぼりにして、砂羽は続ける。

「思うに決まっているよね！　いいなぁ、再会ラブ！　環奈にもやっと春がきてくれて、親友として嬉しいわ」

　うっとり顔で頷く彼女に、話す余地を与えてもらえなかった。

　砂羽ってば、私と佐々木君が付き合う前提で話を進めていない？　そんなこと、ひと言も言っていないのに。

「砂羽、一度落ち着こうか」

「え、私は至って冷静だけど？」

「全然冷静じゃないから！」

　すぐに反論すると、砂羽は唇くちびるを尖とがらせた。

「何よ、もしかして告白を断るつもりなの？　佐々木ってこの病院の跡取りでしょ？　それに、昔からカッコよかったし、何より一いち途ず！　これほど結婚相手として好条件の人はいないでしょ」

「結婚相手って、飛躍しすぎだから！」

　ロビー中に自分の声が響き、慌てて両手で口を覆った。そして今度は声を潜め、砂羽に自分の思いを吐露する。

「それに、佐々木君が本気かわからないでしょ？　もしかしたら、からかわれているだけかもしれないし……」

　そうだよ、佐々木君には申し訳ないけど、彼の気持ちを素直に信じることはやっぱりできない。けれどそんな私の気持ちを、砂羽は真っ向から否定してきた。

「どうして？　今の佐々木とは会っていないからわからないけど、冗談で告白したり、からかったりするようなヤツじゃなかったと思うけど」

「それは……っ」

　砂羽の言う通りだ。少なくとも高校時代の佐々木君は、そんなことをするような人じゃなかった。

　頭では理解している。……でもやっぱり、素直に信じることはできないよ。

「佐々木は十年もの間、ずっと環奈のことが好きだったんじゃないかな？」

「そう、なのかな……」

　昔からなんでも相談してきた砂羽に言われても、すぐに納得できない。大人になった彼に再会したからこそ、余計にそう思うのかも。

　だって大人になった佐々木君は、いっそうカッコよくなっていたから。そんな人が十年もの間、私のことを想ってくれていたなんて……なんだか申し訳なくなってしまうほどなんだ。

　ウジウジ悩んでいると、砂羽はしびれを切らしたのか、私の腕をガッチリつかんだ。

「気になるなら本人に聞くのが一番！　本当に私のこと、今も好きなの!?って聞いてこい！」

「いやいやいや、そんなこと聞けないから!!」

　とんでもないことを言いだした砂羽に、必死になって抵抗をする。

「聞かなきゃ、あんたはいつまでもウジウジしっぱなしでしょ？」

「それはそうかもしれないけど……っ！」

　エレベーターホールで互いに一歩も引かずにいると、突如声が響いた。

「今もずっと好きだよ」

　通った声に、私と砂羽の動きはピタリと止まる。

　え……この声って。

　そしてふたり一緒に声がしたほうを見ると、そこには真面目な表情で私たちを見つめる、白衣姿の佐々木君が立っていた。

「え……もしかして佐々木？」

　ポカンとする砂羽に、佐々木君は眉尻を下げた。

「久しぶり木き本もと。……あ、違うか。結婚して苗字変わったんだよな？」

「あ、うん。今は宮本だけど……」

　動揺しながらも答える砂羽。その横で、私もまた戸惑っていた。

　佐々木君、さっき『今もずっと好きだよ』って言ったよね？　それはつまり、砂羽との話を聞かれていたってことだよね？

　そこまで理解すると、顔から火が出そうになる。

　やだ、恥ずかしい。恥ずかしすぎる！　どこからどこまで聞かれていたかわからないけど、ものすごく恥ずかしい！

　それに私、佐々木君が本気かわからないとか、からかわれているかも……とか話したよね？　それも聞かれていたとしたら、どうしよう。気分を悪くさせてしまったかもしれない。

　テンパる私を余所に、ふたりは話を続ける。

「やだ、佐々木ってば、立派に成長しちゃって……！　すっかりドクターじゃない！」

　近づいてきた彼の背中をバシバシ叩く砂羽に、佐々木君は苦笑い。

「宮本も変わらないな。こういうところ」

「まぁね」

「フフフ」と笑ったあと、砂羽は私を見てから、真剣な面持ちで佐々木君を見据えた。

「まぁ、再会の挨拶はここまでにして。……さっきの言葉、佐々木の本心だって信じていいの？　私たちの話を聞いていたんだよね？」

　確信に迫る砂羽に、緊張がはしる。ちょっと怖いけれど、私も聞きたい。……佐々木君の本当の気持ちを。

　トクン、トクンと胸を高鳴らせながら彼の答えを待つ。すると佐々木君は私と砂羽を交互に見たあと、迷いなく言った。

「もちろん本心だよ。……俺は佐野のこと、ずっと好きだったんだ」










会いたかった




「『俺は佐野のこと、ずっと好きだったんだ』……だって！　どうするのよ、環奈!!」

　帰り道にスーパーで買ってきたお惣そう菜ざいをテーブルに並べて乾杯したあと、佐々木君の口調を真ま似ねてそう言った砂羽は、バシバシと私の背中を叩いてくる。

「砂羽、痛いから」

「痛いからじゃないでしょ？　あんたは佐々木の熱い告白を聞いてどう思ったわけ？」

　ニヤニヤ顔で聞かれても、返答に困る。

　佐々木君は、昨日と同じように熱い想いをぶつけてくれた。

　驚く私と砂羽を見て、『困らせるつもりは本当にないんだ。ただ、俺の気持ちを知って、考えてほしいだけ』と言ってくれた。

　そんな佐々木君に砂羽は上機嫌で『私は佐々木のことを、全力で応援するから！』なんて言ったのだ。

　帰り道でもスーパーの店内でも、砂羽は佐々木君のことを勧めてきた。それは家に帰ってきてからもずっと。

「私は佐々木、いいと思うけどなー。一途に好きでいてくれて、私がいる前でも臆おくせず告白しちゃうくらい、環奈のことが好きってことでしょ？　そんな人、なかなかいないって！」

　お惣菜を口に運びながら、酔っているのか砂羽は、いつも以上に饒じょう舌ぜつになる。

「男なんてね、簡単に気持ちを変えちゃう人ばかりなの。そんな中で佐々木は、絶滅危惧種並みに珍しい男よ？　最初は優しくて理解のある素振りを見せておいて、結婚したら手のひらを返す男だっているんだから！」

　さっきまで佐々木君の話をしていたのに、いつの間にか男性の悪口に変わっている。それを証明するように、彼女の手の中にあるビール缶が、メキメキと音をたてる。

　ずっと砂羽のペースで聞けずにいたけど、一体どんな喧嘩をして家を飛び出してきたのだろうか。今の話からすると、旦那さんと何かあったのは間違いないと思うんだけど……。とうとう私から切りだした。

「ねぇ、家出の原因は何？」

　聞くと、砂羽の身体はあからさまにギクリと反応した。

　そしてキュッと口を結んだ砂羽に、今度は私が畳みかけていく。

「私は包み隠さず話したんだから、砂羽も話してよ。それに、泊める以上は事情を聞かせてほしい」

　あんなにラブラブだったのに、何があったの？

　知りたくてジッと彼女の答えを待つ。すると砂羽は、残っていたビールを一気に飲み干し、ポツリポツリと話してくれた。

「私ね、大好きな彼と結婚したら家庭に入って、仕事が大変な彼を支えたいって思っていたの」

「……うん」

　砂羽は、旦那さんと付き合い始めた頃から結婚を夢見ていた。そんな彼女から会うたびに聞かされていたこと。もしプロポーズされたら、迷いなく仕事を辞めて、家庭に入って彼を支えたいって。

「でも理想と現実は違っていてさ。……最初の一ヵ月は毎日が幸せだった。朝起きてから寝るまで、ずっと彼に尽くせる日々が。……でも朝送り出して、帰ってくるまでの時間、家事だけして過ごす毎日に、疑問を持つようになったの」

　なんかわかるな。だって砂羽は入社してからずっと、仕事が楽しいって言っていたから。

「だからね、思い切って相談してみたの。今までみたいにフルタイムじゃなくていいから、働きに出たいって。……きっと彼なら、私の気持ちを理解してくれると思ったの。でも実際は違った」

　そう言うと、砂羽は膝を抱え込んだ。

「働きに出るのを反対されて、その理由も話してくれなかった。ダメの一点張り。彼の頑かたくなな態度を見て、私は彼にとってなんなんだろうって思っちゃって。もちろん好きだよ？　でも私は、家事をするために彼と結婚したのかなって、疑問は膨ふくれるばかりで。それが昨夜ついに爆発して、喧嘩しちゃったわけ」

　乾いた笑い声をあげる彼女に、胸がキュッと締めつけられた。

　私も、砂羽のようにすごく好きな人と結婚できたら、彼を支えたいと思う。けれどその一方で、今の仕事が楽しくて、辞めることは考えられない。

「不公平だと思わない？　女は結婚したら仕事を失って家のことだけして、いずれ母親になって子供の面倒も見てさ。……あれほど憧れていた結婚だったはずなのに、なんかつらくなっちゃって」

　強がっていた砂羽も最後は声を震わせ、天を仰いだ。

　そんな彼女を見ていられなくて、私は砂羽の身体を抱きしめた。

「いいよ、いつまでいてくれても。なんならおばあちゃんと三人で暮らそうよ」

　笑ってほしくて冗談交じりに言うと、砂羽は「アハハ」と声をあげて笑った。

「いいね、それ。久しぶりにおばあちゃんの手料理食べたいし、料理も教えてもらいたい」

「おばあちゃんも喜ぶと思う。きっと張り切って砂羽に教えてくれるよ。……だから遠慮しないで、気が済むまでいつまでもいていいからね」

　砂羽の旦那さんが今、どんな思いでいるのかわからない。でも親友として、砂羽の気持ちを理解してくれないまま、彼女を家に帰したくないから。

　すると砂羽は、私の背中に腕を回した。

「……ありがとう」

　涙声でお礼を言う砂羽を、私はさらに強い力で抱きしめた。

　誰かを好きになったら、その気持ちはずっと変わらないと思っていた。……でも理想と現実は違う。私の気持ちも変わったし、お父さんの気持ちも変わった。砂羽の気持ちだって――。

　頭をよぎるのは、佐々木君の姿。

　佐々木君は嘘でも冗談でもなく、本気で告白してくれたと思う。……でも、本当に変わらない気持ちなんてあるのかな。

　それに佐々木君は、高校時代の私しか知らないよね？　自分では変わっていないつもりだけど、大人になって変わった部分もあると思う。今の私を知っても、変わらずにいてくれる？

　砂羽を抱きしめながら、私の心は大きく揺れ動いていた。




　砂羽との同居生活が始まった、二日後の昼休み。会社の休憩室で食事をとっていると、薫ちゃんがやってきた。私の隣に腰掛け、コンビニの袋からパンを取り出して頰張る薫ちゃん。

「環奈先輩、今日もおばあさんのお見舞いには行かれないんですか？」

　彼女の質問に、砂羽が作ってくれたお弁当を食べる手が止まる。

　昨日は、おばあちゃんに会いに行かなかった。砂羽が家にいるっていうのもあるけど、一番の理由は、まだ自分の気持ちと向き合えていないからだ。

　病院へ行けば、佐々木君に会う確率は高い。そう思うと足が遠のいていた。

「えっと……今日もちょっと行けないかな」

　答えると、薫ちゃんはがっかりした様子。

「そうですか、残念。じゃあ今度行く時は声をかけてくださいね！　お見舞いとイケメン探し、ご一緒しますから！」

「うん、わかったよ」

　あぁ、そうだった。特集掲載のことも考えないといけない。そろそろ決めないと、取材や写真撮影が間に合わなくなる。やっぱり今日、行かないとだよね。

　それに、いつまでも逃げてはいられない。……佐々木君の気持ちが変わらないか不安なのは私の勝手な思いで、彼は私に気持ちを伝えてくれた。だったら私も、佐々木君としっかり向き合わないと。

　薫ちゃんには悪いけど、今日はひとりで行こう。そう心に決め、午後の勤務にあたった。




「……うん、いい感じ」

　午後の勤務が始まって三時間。送られてきた最終データを見て、思わず声を漏らしてしまう。

　来月掲載用の桜の花の写真も綺麗に写っているし、問題ないよね。あとは編集長に最終チェックをしてもらうだけだ。

　ひと山越えてホッとし、両腕を上にグンと伸ばした。

　コーヒーでも飲んで休憩をしてから、ほかの作業に移ろうと席を立った時、外線に出ていた薫ちゃんに声をかけられた。

「環奈先輩、お電話です」

「了解、何番に誰から？」

　仕事のやり取りで、一日に何件も電話がかかってくる我が社は、外線が十番まである。点滅しているのは一番から三番だった。

　再び腰を下ろし、薫ちゃんの答えを待つものの、なぜか彼女は小首を傾げている。

「どうかした？」

　尋ねると、薫ちゃんは言いにくそうに答えた。

「あ、はい。あの……三番なんですけど、相手がその……光みつ山やま商事の宮本さんっていう男性の方で……」

「え、光山商事の宮本さん？」

　話を聞いて、私もまた首を捻る。

　それは私たちの仕事と関係のない商社で、相手の名前にも心当たりがないから。

「どうしますか？　知らない方ですし、編集長に出てもらいますか？」

　電話の相手を怪しむ薫ちゃんに、ハッとする。

「ごめん、薫ちゃん！　大丈夫、知っている人だから」

「え、お知り合いですか？」

「うん、ありがとう」

　滅多に聞かない会社名にフリーズしちゃったけど、よくよく考えれば、光山商事は砂羽の元勤め先。……そして男性の宮本さんといったら、砂羽の旦那さんだよね？

　すぐに三番を押し、電話に出た。

「お待たせしました、佐野です」

　すると電話越しからは、弱々しい声が聞こえてきた。

『あ、突然のお電話申し訳ありません。……私、砂羽の夫の宮本です』

「……はい、こんにちは。お久しぶりです」

　やっぱり砂羽の旦那さんだった。きっと砂羽のことで電話をかけてきたんだよね。

『お忙しい中、すみません。……砂羽から佐野さんの勤め先を聞いておりまして、お電話させていただきました』

「そうだったんですね」

　すごく丁寧な言葉遣い。結婚式の時も思ったけど、大人で紳士的な雰囲気の素敵な男性。

『はい、それでその……大変お恥ずかしい話なのですが、砂羽と喧嘩をしてしまいまして……。彼女、そちらに伺っていないでしょうか？』

　恐る恐る聞いてきた声は、心なしか震えている気がする。その声を聞き、口元が緩んだ。

　宮本さんは、ちゃんと砂羽の気持ちを理解してくれているんじゃないかな。でなかったら、こんな風に恥を忍んで、私のところに電話をかけてこないと思う。

　きっと何か行き違いがあっただけだよね。砂羽のことだから、勝手に突っ走っちゃったんじゃないの？　そんな考えが頭をよぎる。

　だったらここは親友として、ひと肌脱がないと。私の答えを待つ彼を、できるだけ安心させてあげなくちゃ。




『環奈、ありがとうね。……それと、迷惑かけちゃってごめん』

　いつになくしおらしい砂羽に、誰もいない廊下で笑みがこぼれる。

「どういたしまして。無事に仲直りできたんでしょ？」

『……おかげさまで』

　時刻は十七時半過ぎ。定時を三十分過ぎた頃、砂羽から電話がかかってきた。スマホを手に、オフィスをあとにして電話に出ると、旦那さんと仲直りできたという報告だった。

　旦那さんから会社に電話をもらい、砂羽が家にいることを伝えた。そしてきっと砂羽も強がっているけど、仲直りしたいと思っているという私の考えも。

　家の住所を教えると、旦那さんは早引きして迎えに行くと言ってくれた。宣言通り、砂羽を迎えに行ってくれたようだ。

『彼ね、私が外で働くことには反対していないけど、心配だったんだって。新しい環境で働くことで、新たな出会いがあって、自分から気持ちが離れないか。だから外で働いてほしくなかったみたい』

　すっかりいつもの調子でデレる砂羽に、聞かされているこっちは〝ごちそうさま〟状態だ。

『だから、元の職場で働けないか聞いてみようと思って。……彼と部署は違っちゃうと思うけど、ほかの部署にも気心が知れた友達もいるし』

「そっか、よかったね」

　お金を貯めてひとり暮らしをするとまで言っていたのに、たった二泊の家出に終わったことに笑ってしまう。でも何はともあれ、砂羽が幸せそうでよかった。

『それで今度改めてうちの人が、環奈にお礼をしたいって言ってるんだけど……』

「え、そんなのいいって」

『いいから今度食事に行こうよ。……できれば佐々木も一緒にさ』

　砂羽の口から出た彼の名前に、ドキッとなる。

「どうしてここで佐々木君が出てくるのよ」

　平静を装って聞くと、彼女はからかい口調で言う。

『それはもちろん、親友として幸せになるための恋を応援しているから。……ずっと気になっているんでしょ？　佐々木のこと』

「それは……」

　口籠ごもったあとに気づく。これでは『図星です』と認めているようなものだと。

『どうして環奈はそこまで頑なに、佐々木の気持ちを信じようとしないのか理解できないんだよね。……それに、思っていることはちゃんと伝えないと。私みたいに早とちりして自己完結していたら、何も変わらないと思わない？』

　砂羽に言われると、返す言葉が見つからなくなる。

『環奈の気持ちもわかるよ？　変わらない想いなんてないのかもしれない。……でも、私はずっと変わらない気持ちもあると信じているし、それは努力によって作られていると思うから』

「……努力？」

　思わず聞き返すと、砂羽は自信たっぷりに話してくれた。

『私と彼みたいに、時には喧嘩したりすれ違ったりしながらも、お互いのことを知ろうと努力してこそ、変わらない気持ちが生まれるものじゃないかな。人間だもの、気持ちが変わって当たり前。それでも変わらない想いこそ、本物だと思う』

　砂羽の話が、ガツンと胸に響いた。

　そう、だよね。私たちは、日々いろんなことを感じて生きているんだもの。気持ちなんて、その時その時で変わって当たり前なのかもしれない。

　大切なのは、相手に対する想いをどう保つかだよね。それは努力の上に成り立っているのかもしれない。

「砂羽の言う通りかも」

　ポツリと漏らすと、彼女は小さく息を吐いた。

『わかったら、さっさと仕事を終わりにして会いに行ったら？　それで今の環奈の気持ちを、素直に佐々木にぶつければいいじゃない。まずはそこから始めるべきじゃないの？』

「……うん」

　そうだよ、まずは自分の気持ちを伝えないことには何も始まらない。だって私、佐々木君に自分の想いを何も伝えていないもの。

「ありがとう、砂羽。今日、佐々木君に会ってくる」

　そうと決まったら、早く仕事を片づけないと。

　電話をしたままオフィスへと戻っていく。

『うん、行ってこい！　……まぁ私は、悩む時点で、環奈は佐々木のことが好きなんだと思うけど』

「……えっ!?」

　耳を疑うようなことを言われて足が止まり、廊下中に私の大きな声が響いた。同時に焦りを覚える。

「な、何を言っているの？　私、そんなことひと言も――」

『えー違うの？　私は毎年環奈から佐々木の話を聞かされるたびに、好意を抱いていると思っていたけど？　でなかったら、告白されてもウジウジ悩むことはないんじゃないの？』

　私の声を遮り、砂羽は鋭い指摘を続ける。

『少なからず環奈の心の片隅には、十年間ずっと佐々木の存在があったんだよ。そうじゃなかったら、毎年思い出したりしないと思う』

「そんなまさか……」

　言葉を失う。自分の気持ちなのに、わからなくなる。

　あんな告白をされたら、誰だって忘れられないものじゃないの？　違うのかな。なんとも思っていない人だったら、約束さえ忘れていた？

　毎年桜の季節が近づくと佐々木君のことを考え、彼と過ごした高校時代を思い出していたのは、会わないうちに、それだけ私の中で、佐々木君の存在が大きくなっていたから？

『とにかく会ってきなよ。……それで前向きに考えて。私は環奈と佐々木、お似合いだと思うな。付き合ったら絶対うまくいくよ』

「……もう、そんな無責任なこと言わないでよ」

『えー、本当のことだから。いいから頑張ってこい。それで遅い青春を取り戻せ！』

　砂羽なりのエールに、笑みがこぼれる。

「うん、ありがとう砂羽」

　自分の気持ちはまだわからないけれど、それはきっと佐々木君に会って目を見て話せばわかる気がする。

　電話を切ったあと、再び足を進めてオフィスへ向かい、仕事を片づけて佐々木総合病院へと向かった。




「あら、環奈。来てくれたの？　仕事は大丈夫？」

　ドキドキしながら病院へ向かうと、私の姿を見たおばあちゃんは顔を綻ばせた。

「うん、今日は早く終わったから……」

　同室の人に挨拶をしながら奥へと進み、ベッドサイドにあるパイプ椅子に腰掛けた。

「おばあちゃんはどう？　身体しんどくない？」

「えぇ、大丈夫よ。昨日も電話で報告したでしょ？」

「それはそうだけど、やっぱり心配なの」

　おばあちゃんは、自分のことより私のことを心配して、病院の公衆電話から連絡をくれていた。

　仕事は順調か、ご飯はちゃんと食べているか、砂羽とはうまくやっているかと。おばあちゃんの中で、私はいつまで経っても子供のままのようだ。

「あ、そういえば砂羽ね、今日旦那さんと仲直りして帰ったんだ」

「そうなの、それはよかったわね。……でも環奈は寂しいんじゃない？」

「……うん」

　昨日も一昨日も、おばあちゃんに代わって砂羽が家にいてくれたおかげで、寂しくなかった。朝は送り出してくれて、帰ってきたら出迎えてくれて。そしてずっと他た愛わいない話で盛り上がって。それなのに今日からまた、おばあちゃんが退院するまでひとりかと思うと、寂しくなってしまう。

「でも本当によかったわね。砂羽ちゃんが旦那さんと仲直りできて。……じゃあ今度は環奈の番じゃない？」

「――え？」

　私の番ってどういう意味？　私、誰とも喧嘩なんてしていないんだけどな。

　なんのことを言われたのかわからなくて、ジッと見つめると、おばあちゃんはクスリと笑った。

「環奈は仕事が忙しくて、昨日は来られなかったって言っていたけど、本当は佐々木先生と顔を合わせづらいから来なかったんでしょ？」

「……えっ？　やだ、おばあちゃん何言って……っ！」

　図星を突かれ、慌ててしまう。

「別に佐々木君のことが原因で、病院に来なかったわけじゃないから」

　必死に否定しているのに、おばあちゃんはニコニコ笑っている。

「そうなの？　佐々木先生、言っていたわよ？　『自分のせいで、お孫さんがお見舞いに来られないのかもしれません』って」

「佐々木君が？」

　嘘、おばあちゃんにそんなことを言っていたの？

「とても落ち込んでいらっしゃったわよ？　だから、てっきり環奈と喧嘩したものだとばかり思っていたんだけど、違ったかしら？」

　何も答えられなくなる。

　私……最低だ。自分のことばかりで、佐々木君の気持ちを考えていなかった。

　佐々木君は再会してから、二度も私に気持ちを伝えてくれた。砂羽のいる前でも。それなのに私は？　信じられないとか、からかわれているだけかもしれないとか、理由をつけて避けていた。

　もし逆の立場だったら？　好きな人に告白したのに信じてもらえず、避けられたらどんな気持ちになる？

　考えただけで、胸が苦しくてつらくなる。私は佐々木君にそんな思いをさせていたんだ。

　何をやっているんだろう、私。ひとりで勝手にウジウジ悩んでいる場合じゃなかった。思っていること、感じたことを、すべて佐々木君にぶつければよかったんだ。

「おばあちゃん、佐々木君まだいる？」

　居てもたってもいられず聞くと、おばあちゃんは眉尻を下げた。

「残念だけど、環奈が来る前に病室に来てくれて、今日はもう帰るって言っていたわ」

「……そっか」

　もう遅い時間だもの。私が来る時間に、いつも佐々木君がいるわけじゃないよね。きっとシフト勤務だろうし。勝手に病院に来れば会えると思っていた自分が恥ずかしい。冷静に考えれば、来たらいつも会えるとは限らないのに。

「でも明日も出勤だと言っていたから、環奈が来ることを伝えておくわ。……だから、明日も来てちょうだい」

「おばあちゃん……」

「フフフ」と笑うおばあちゃんに、「早く仲直りできるといいわね」と言われ、恥ずかしくなる。

　もしかしておばあちゃん、私と佐々木君の関係を勘違いしていない？

　でも佐々木君に謝りたい。会ってちゃんと彼の口から聞きたい。私が疑問に思っていることに答えてほしい。そのためにも、明日は絶対に病院に来よう。

　おばあちゃんから入院生活のことを聞いたり、砂羽が旦那さんと仲直りした経緯を話したりして、面会時間が終わる頃に病室をあとにした。

　夜の病院は病室以外、必要最低限の照明しか点ついていなくて、ちょっぴり不気味。一般通行口を抜けて病院の外に出ると、少しだけ肌寒い。春の陽気といっても、夜はやっぱりまだ冷える。

　少し歩いたところで足を止めて振り返り、佐々木総合病院を見上げた。

　六階建てで、緊急病棟や、がんセンターまである。この地域で医療の一角を担う大きな病院として、昔から有名だった。

　そんな大病院の跡取りとして、佐々木君は学校でちょっとした有名人だった。それにカッコよくて、勉強もスポーツもできて。注目されないわけがないよね。

　でも佐々木君はそれを鼻にかけることなく、むしろおとなしい人だった。

　一年生の時、出席番号が同じで、隣の席だった私たち。佐々木君は教室ではいつもひとりで、休み時間は本を読んだり、音楽を聴いたりしていて、ちょっと近寄りがたい存在だった。

　その頃の私は、お父さんの再婚があって、いろいろと悩みが尽きない時で、浅野先生に話を聞いてもらううちに、恋心を抱き始めて……。周りの子が佐々木君のことでどんなに騒ごうが、私は浅野先生のことで頭がいっぱいだった。

　そんな先生からある日、お願いをされたんだよね。『隣の席のよしみで、佐々木のことを気にかけてくれないか』って。

　当時の私は、単純に大好きな先生にお願いされたことが嬉しくて、毎日何かと佐々木君に声をかけていた気がする。

　いつの間にか佐々木君もクラスの皆と打ち解けて友達ができ、席替えをしたあとは、話す機会が減っていった。

　二年生、三年生ともに同じクラスだったけれど、ただ挨拶を交わすだけの関係だった。……だから、どうして私を好きになってくれたのかわからない。

　会わなくなって十年も経つのに、ずっと好きでいてくれた理由を聞きたい――。

「会いたい……な」

　ポツリと口から漏れた本音が、自分でも信じられなくて、慌ててしまう。

　え、やだ、何？　会いたいなんて……！　どうして私、そんなこと思ったの!?

　自分が感じた気持ちなのに、驚きのあまり立ち尽くしたまま呆然となる。

　と、とにかく今日は早く帰ろう！　明日の面会時間は十四時からだから、それまでに洗濯や掃除を済ませないと。

　明日の計画を立てながら歩きだしたものの、再び足は止まる。

「……嘘」

　だって視線の先には、こちらを見て驚いている、佐々木君の姿があったから。

「佐野……？」

　お互い立ち止まって見つめ合ったまま、動けなくなる。

　あれ、佐々木君は帰ったんじゃなかったの？　それなのにどうして？

　混乱しながら彼が立っている先を見ると、そこは関係者通用口。もしかして、今仕事が終わったところなのかな。だとしたらすごい偶然。今日は会えないと思っていたから、なおさら嬉しい。

　けれどすぐに我に返り、口を開いた。

「あ、あの佐々木君……あのね」

　そうだ、謝らないと。頭ではわかっているのに、いざ本人を目の前にすると、緊張する。

　そもそもどう切りだすべき？　告白してくれたのに、避けていてごめんってストレートに言うの？　そんなこと言ったら失礼かな？

　せっかく会えたのにうまく話せなくなる。そんな私のもとへ、彼は一歩、また一歩近づいてくる。そして、私の目の前で立ち止まった彼と目が合う。

　二日ぶりに見る、白衣を脱いだ私服姿の佐々木君もやっぱりカッコよくて、いつの間にか視線が釘くぎ付づけになっていた。

　まじまじと見つめる私に、彼は困り顔を見せた。

「……あまり直視されると、さすがに恥ずかしいんだけど」

　口元を手で覆い照れる姿にドキッとさせられながらも、自分がジッと見つめていたことに気づき、慌てて謝った。

「ごめっ……ごめんなさい。……それに、その……」

　言葉に詰まりながらも、なんとか奮い立たせる。だって佐々木君は、私に何度も想いを伝えてくれた。私も彼に、自分の気持ちをちゃんと届けたい。

　瞳を逸そらすことなく、佐々木君を見つめた。

「告白してくれたのに、ちゃんと話そうとせず避けていてごめんなさい！　私、びっくりして。……十年間、会わなかったのに好きって言われても、信じられなくて」

　素直な気持ちを吐露すると、佐々木君は大きく目を見開いた。だけどすぐに優しく目を細める。

「そうだよな、十年前も今も、俺、一方的すぎたよな。……ごめん、佐野の気持ちも考えずに、ひとり突っ走りすぎた」

　今度は佐々木君が頭を下げて謝ってきたものだから、ブンブンと手を左右に振った。

「そんなっ……！　悪いのは私だから。混乱して、ひとりで勝手にいろいろ考えちゃって、佐々木君に聞かなかった私が悪いの」

「佐野……」

　驚き顔を上げた彼と目が合い、心臓がキュッとなる。

　ずっとずっと知りたかった。十年前からずっと。

「だから、聞かせてもらってもいいかな？　……どうして佐々木君は、私のことを好きになってくれたの？　……十年間、一度も会っていなかったのに、ずっと好きでいてくれたの？」

　卒業式の日に告白されてから、今日まで聞きたかったこと。教えてほしい、佐々木君の気持ちを。

　ドキドキしながら彼の答えを待つ。すると佐々木君は、私を見つめたままふわりと笑った。

「いいよ、そんなのいくらでも教えてあげる。……佐野が飽きるほど」

　あ、飽きるほどって……！

　笑顔なのにどこか意地悪な顔をして言う彼に、私の心臓は暴れだす。……でも、なぜだろうか。佐々木君の意外な一面を垣かい間ま見て、嬉しく思う自分もいる。

「じゃあ飽きるほど教えてくれる？　……私、十年間ずっと聞きたかったから」

　普段の私なら、絶対に言わないようなことを口走るほどに。

「もちろん」

　十年間、ずっと気になっていた。あの日の約束は今も有効なのか。彼は忘れずに、想いを告げに来てくれるのだろうかと。

　一年、二年と年を重ねるごとに、私の中で気持ちは変化していったのかも。きっと私は、毎年桜が咲く季節がくるたびに、想いを募らせていったんだ。

　今、目の前にいる佐々木君に会いたいと――。










ゆっくりでいい、今の俺を好きになってほしい




「時間が大丈夫なら、座って話そうか」

　佐々木君にそう言われて向かった先は、病院の正面にある大きな公園。街灯が多く、それほど暗さは感じない。

　ブランコや滑り台、シーソーといった遊具が設置されている園内。小高い丘の下には芝生が広がっていて、周囲には季節の樹木が植えられている。家族で一日過ごせそうだ。

　彼のあとに続いて公園内を進んでいくと、佐々木君は自販機前で立ち止まり、飲み物を二本購入した。

「はい」

　差し出されたのはピーチティーだった。

「これ……」

　受け取り、まじまじと眺めてしまう。

「佐野、高校時代、こればかり飲んでいなかった？」

「……うん、飲んでた」

　懐かしい。高校にあった自販機で、毎日のように買っていた。当時はなぜかこれにハマっていて、飽きずに飲んでいたんだよね。でもまさかそれを、今も佐々木君が覚えてくれていたなんて……。

　些さ細さいなことで、心の奥が温かくなる。

「ありがとう。……あ、お金」

「いいって、これくらい」

「ごめんね、ごちそうさまです」

　お礼を言うと、佐々木君はこっちと手招きする。後ろをついていくと、彼は近くにあったベンチに腰掛けた。

　えっと……これは私も座ったほうがいいんだよね？　そもそも聞きたいとお願いしたのは私なわけだし。

　それでも並んで座るのはなんとなく照れくさい。少しだけ距離を取って腰を下ろした。チラッと隣を見ると、佐々木君は無糖のコーヒーを口に含んだ。

「あ、それも懐かしい」

「えっ？」

　佐々木君が覚えてくれていたように、私も覚えている。

「高校生の時、佐々木君もいつも無糖のコーヒーを飲んでいたよね。それを見て私、同じ高校生なのに、佐々木君が大人に見えたの」

　当時を思い出して笑いながら言ったものの、佐々木君を見て目を丸くしてしまう。

「え……佐々木君？」

　みるみるうちに彼の顔は赤く染まっていった。

「……悪い。まさか覚えてくれているとは思わなくて」

　そして口元を手で覆い、目を泳がせる。それは明らかに照れた様子で、なぜか私にまで伝染し、身体中が熱くなる。

「ううん、こっちこそごめん。その……隣の席だったし、佐々木君は何かと注目されていたから、つい目で追っていて……」

　テンパって言い訳してしまうと、彼は「フフッ」と笑った。

「そっか。……注目されるのは嫌だったけど、そのおかげで佐野にも見てもらえていたなら、悪いことばかりじゃなかったな」

「……っ」

　今度は私が耐え切れなくなり、真正面を見る。

　もう心臓に悪い。佐々木君ってば、恥ずかしいこともサラリと言うから。

　キャップを開けてピーチティーを飲むと、佐々木君はゆっくりと話しだした。

「昔からずっと、俺は〝佐々木真太郎〟ではなくて、〝佐々木総合病院の跡取り息子〟として見られてばかりいたんだ。そのことが、大きくなればなるほど苦痛になっていった」

　私はペットボトルのキャップを閉め、彼の話に耳を傾けた。

「中学に上がると、上っ面な部分だけで女子に騒がれるようになって、そのせいで同性に妬ねたまれた。友達がひとりもできない散々な中学生活だった。……だから高校では、目立たないように静かに過ごそう、そう思っていたけど、やっぱりすぐに俺が佐々木総合病院の息子だってバレたんだ」

　乾いた笑い声を漏らし、佐々木君は夜空を見上げた。

「でも中学とは違って、そこまでひどくはなかった。遠くから騒がれて、同性に妬まれることも少なかったしな。……けれど、友達を作ってクラスメイトと打ち解けたいとは思えなかった。また中学時代のような思いをしたくなかったから」

　知らなかった。中学時代の佐々木君にそんなことがあったなんて。だから佐々木君はいつも、教室にひとりでいたんだね。

「あ、じゃあ、私に散々声をかけられて迷惑だったよね」

　事情を知らなかったにせよ、あの頃の私は大好きな先生に褒めてもらいたくて、暇さえあれば佐々木君に声をかけていた気がする。

　佐々木君は、誰が声をかけてもひと言ふた言しか返さない人で、友達からは『チャレンジャーだね』なんて言われていたほど。……それだけ私は、周りが見えていなかったんだと思う。

　私の勝手な暴走で、佐々木君に嫌な思いをさせていたかと思うと、申し訳なくなる。

「ごめんね」

　だから謝ったものの、彼はそんなことないと言う。

「むしろ逆。佐野に声をかけてもらってよかった」

「え、でも迷惑じゃなかったの？」

　だって、高校では静かに過ごしたいと思っていたんだよね？

　矛盾する話に困惑していると、佐々木君は頰を緩めた。

「まぁ、正直最初は迷惑だと思ったよ」

　うっ……やっぱりそうだよね。

　落ち込む私に、彼は続ける。

「でも佐野が声をかけてくれなかったら、俺はあんなに楽しい高校生活を送れなかったと思う」

　そう言うと佐々木君は、当時を思い出しているのか、笑いながら話してくれた。

「どんなに素っ気なくしても、懲こりずに話しかけられていたら、いつの間にか佐野と交わす言葉数が増えていっただろ？　それを見ていたクラスメイトにも声をかけられることが多くなって、なんかひとりで過ごそうと頑なに思っていた自分がバカらしくなったんだ。……それに今、俺がいるのは、中学じゃなくて高校だってことにも気づいた」

「……そっか」

　自然と私の口元も緩む。

　よかった、暴走した私の言動が、少しでも佐々木君のためになったのなら。

「それからだよ。友達ができて、学校が楽しいと思えるようになったのは。……全部佐野のおかげ」

「そんな。私は別に……」

　何より佐々木君に声をかけていた理由が理由なだけに、後ろめたい気持ちになる。

「充実した高校生活を過ごしながら、俺はいつも佐野のことを目で追っていた。毎日ずっと」

　意味深な言葉に胸がトクンと鳴る。

　彼は私のほうへ身体ごと向き、甘い言葉を繰り出す。

「決して積極的な性格じゃないけど、さりげないところでリーダーシップが取れる子で、優しくて笑顔が可愛くて。そんな小さな発見や大きな発見をするたびに、佐野に惹ひかれていったよ」

　どうしよう。自分から聞いておきながら、実際に聞くと、穴があったら入りたいほど恥ずかしくなり、どこを見たらいいのかわからなくなる。

「だから気づいたんだ。俺が佐野を目で追うように、佐野がいつも目で追っている相手のことが」

　……それはきっと、先生のことだよね？

　ゆっくりと彼を見ると、街灯に照らされた佐々木君の瞳は大きく揺れた。

「大人で包容力があって、社会的地位もあって。……俺にはないものばかり持っている相手だった。それに加えて、俺のことも何かと気にかけてくれていてさ。先生には敵かなわないって思った。……佐野が好きになるのも理解できた」

「佐々木君……」

　ずっと気になっていた彼の本音を知るたびに、胸がギュッと締めつけられていく。そして向けられたのは、まっすぐで力強い眼差し。

「佐野が先生のことを本気で好きだったように、俺も本気で佐野のことが好きだった。……全部が初めてだったんだ。誰かを好きになる気持ちを知ったのも、届かない想いに胸が苦しくなったのも」

　それは私自身も経験した気持ちだった。先生への想いは友達にも話せなくて、ずっと自分の心の中にとどめていた。そして、先生に伝えることもできなかった。

「何度も佐野のことは諦めようと思った。振り向いてもらえないなら、好きでいても仕方ないって。……でもそれができなかったんだ。俺、どうしようもないほど、佐野のことが好きだから。今もずっと」

　はにかみながら告げられた想いに、心臓が鷲わしづかみにされたようにズキズキと痛みだす。これ以上、彼の話を聞いたらもっと苦しくなって、耐え切れなくなるんじゃないかと思うほど。

　それでもまっすぐ私を見つめる佐々木君の瞳から、目を逸らすことができない。切れ長の目には、彼の真剣な気持ちがこもっていた。

　ドクンドクンと脈打つ普段より速い胸の鼓動を、彼に聞かれてしまいそうで怖い。だけど、胸の高鳴りを鎮める術すべを、今の私は持っていない。

「募る想いに自信があったんだ。……俺はこの先もずっと、佐野のことが好きだって。だから卒業式の日、フられる覚悟で告白をした。十年後、先生と対等な立場になった時に、もう一度気持ちを伝えようと。……大人になった俺を見て知って、好きになってもらいたかった」

　初めて知る彼のまっすぐな想いに、言葉が出ない。

　どうしてそこまで一途でいられるの？　だって私たち、もう十年も会っていなかった。お互い大学は別のところに進学して、就いた仕事も全然違う。そこで新しい出会いもあったはず。……それに――。

「十年経った今、私たち、もう二十八歳だよ？　……私に恋人がいたり、結婚していたら、どうしていたの？」

　現に砂羽をはじめ、友人たちは次々と結婚している。中には子供がいる子だっている。もし私がそうなっていたら、どうするつもりだったの？　……そんな未来は考えなかったの？

　答えを知りたくて、彼の言葉を待つ。すると佐々木君は悩む様子も見せず、すぐに口を開いた。

「そうなっていたら、佐野とはそれまでの関係だったと受け入れるつもりだった。俺と佐野には縁がなかったんだって。でも違っただろ？　このタイミングで再会できて、お互い結婚していない。……恋人も、いないんだよな？」

　ハッとし、恐る恐る聞いてきた佐々木君に頷くと、安心した顔を見せた。

「よかった。……だったらもう、運命としか言いようがないだろ？」

「運命？」

　ロマンティックな言葉を繰り返すと、佐々木君は首を縦に大きく振った。

「あぁ。俺と佐野は、運命の赤い糸で結ばれているんだって思いたい。そうでなかったら、再会できなかったと思うから」

　そう言うと、彼の大きな手が私の手を優しく包み込んだ。

「この十年間、実は友達伝いに、佐野のことを聞いていたんだ」

「えっ？」

　どういうこと？　もしかして佐々木君は、会っていない間の私を知っていたってことなの？

　彼は言いにくそうに話してくれた。

「佐野と同じ大学に行った友達から、佐野の様子をいつも聞いていたよ。就職先も聞いて、佐野の記事をチェックしていた。俺、『街角季節』の連載が特に好きでさ。佐野が撮った写真や、綴つづられている何げない言葉がひとつひとつ優しくて、毎月見るのが楽しみなんだ」

　びっくりだ。まさか佐々木君がタウン誌を……私が手がけた記事を、見てくれていたなんて。

　じわじわと温かな気持ちが込み上げてくる。

　どうしよう、嬉しい。佐々木君が言う『街角季節』の連載は、最後のページに小さく載っている記事で、普通に見ていたら見落としてしまうようなものだから。

　だけどそれは、入社して初めてひとりで任された仕事だった。掲載予定だった記事が先輩のミスで載せられなくなり、その時、何げない街の景色を載せたいと提案し、初めて自分が撮った写真……満開の桜の写真と、桜に対する想いを綴った記事が掲載された。

　それが意外と好評で、編集長の後押しもあり、連載が決定した時はどんなに嬉しかったか。

　それに連載当初から、匿名で毎月『街角季節』に対する感想を寄せてくれる読者がいる。だからこそ、今も連載させてもらえている。

　さっき、佐々木君が言ってくれたように『写真や言葉から、優しさが感じられて好きです』という嬉しい感想が。

　送られてきたはがきは、すべて宝物として大切に保管している。そして何度も読み返しているんだけど……あれ、ちょっと待って。

「もしかして毎月感想を送ってくれているのって、佐々木君……？」

　さっきかけてくれた言葉は、何度もはがきに書かれていたものだった。だから、もしかしてって思ったんだけど……。

　ドキドキしながら佐々木君を見つめると、彼は苦笑いした。

「ごめん、どうしても伝えたくて……」

　――佐々木君、だったんだ。いつも私に、元気とやる気をくれていたのは。

「今月号の写真もよかった。梅の花弁がアップで鮮明に写っていて、綺麗だったよ」

　どこか照れくさそうに伝えられた感想に、目頭が熱くなる。

　夢にも思わなかった。この十年間、佐々木君が私のことを気にかけていてくれたなんて。

　私はただ、毎年桜の季節になると思い出すだけで、彼が医学部に進学し、実家の佐々木総合病院に勤めているという噂しか知らなかった。

　ううん、知ろうとしなかったし、確かめる機会はいくらでもあったはずなのに、敢あえて避けていた。

　約束を覚えているのは、私だけかもしれない。十年も先のことだもの、忘れて過ごしているかもしれないと思ったから。

　でも違った。……佐々木君は、お母さんが亡くなって二年で再婚したお父さんや、あんなに先生のことが好きだったのに、気持ちが消えた私とは違う。ずっと私のことを想ってくれていたなんて――。

　気持ちが溢あふれ出て、ポロポロと涙がこぼれ落ちた。

「え、佐野？」

　突然泣きだした私に、佐々木君はつかんでいた私の手を慌てて離すと、ポケットからハンカチを出して、私の涙をそっと拭ぬぐってくれた。

「ごめん、俺……嫌なこと言った？」

　そしてどこまでも優しい彼に、さらに涙が溢れそうになり、首を横に振った。

「違うの。……なんか、なんて言ったらいいのかわからないんだけど、佐々木君に申し訳なくて」

「どうして？」

　ハンカチで涙を拭いながら優しい声色で尋ねてきた彼は、それ以上何も言わず、私が話しだすのを待っている。そんな彼に、今の気持ちを素直に伝えた。

「私は佐々木君と違うの。あんなに好きだった先生のことを好きじゃなくなって、十年後の約束も、佐々木君は忘れているかもしれないって思っていた」

「……そっか」

　ポツリと呟くと彼は、ハンカチで私の涙を拭うのをやめた。

「でも、佐野が先生のことを好きじゃなくなったのは嬉しいことだし、十年先の約束を取りつけた俺のことを信じられないと思うのは、当然だと思うけど？」

　私を慰めるように放たれる、穏やかな声色の言葉。けれど、もっと伝えたいことがある。

「それに佐々木君は、高校時代の私しか知らないでしょ？　……高校時代の私のことだって、すべてを知っているわけじゃないよね？　だって私たち、そんなに頻繁に話していたわけじゃないもの」

　佐々木君は私のことをあまり知らないから、好きだって感じてくれているんじゃないのかな。そう思えてならない。それなのに、佐々木君は首を横に振る。

「言っておくけど、俺の佐野への想いはそんな生半可なものじゃないから。……それに知らないなら、これから知っていけばいい」

「えっ……？」

　彼は私の瞼に残った雫しずくを親指で掬すくうと、眩しい笑顔を見せた。

「佐野のこと、もっと知りたいし、佐野にも俺のことを知ってほしい。……昔の俺じゃなくて、今の俺を見て知って、好きになってほしいんだ」

「佐々木君……」

　何、それ。笑顔でそんなことを言うなんてズルい。

「些細なことでもいい、佐野のことならなんでも知りたい。それにどんな佐野でも、嫌いになるとは思えないし、むしろもっと好きになる自信がある。……だから俺に教えてよ、佐野のことを全部」

　甘い言葉を囁ささやきながら、そっと抱き寄せられた身体。その瞬間、鼻を掠かすめたのは消毒液の匂い。少しだけ隙間を作り、躊躇いがちに大きな手が私の背中を優しく撫でていく。

　彼の大きな手が何度も背中を行き来するうちに、次第に温かな気持ちで心が満たされる。

　私……ずっと十年後の約束は、今も有効なのかということばかり考えていた。実際に佐々木君から、もう一度『好き』って言われたらどうするつもりだったんだろう。

　好きな人はいなくて、こうして佐々木君に抱き寄せられても嫌じゃない。むしろ心地いいとさえ思っている。

　それに知りたい。私が知っているのは高校生の佐々木君だけだから。今の、大人になった佐々木君のことを知りたい。

　そして知ってほしい。今の私を全部。……それでも佐々木君は、私のことを好きって言ってくれるだろうか――。

「あの……佐々木君」

　彼の腕の中で声を絞り出すと、「ん？」と甘い声が降ってきた。

　モゾモゾと身体を動かして顔を上げると、至近距離で佐々木君と目が合い、胸がキュンと鳴る。

「何？」

　さらに目を細めて愛しそうに見つめられたら、いよいよ心臓が壊れてしまいそう。

「あ、あの……」

　それでもどうにか自分を奮い立たせた。

「ま、まずは、連絡先を交換することから始めない？」

「えっ？」

「だってほら、私たちお互いの連絡先も知らないし！　……あの時も思ったの。十年後、また気持ちを伝えてもいい？って言ったのに、どうして連絡先を聞いてくれないのかなって」

　それもまた、佐々木君が約束を忘れていると思った要因のひとつだった。連絡先も知らない状態で、どうやって想いを伝えに来てくれるんだろうって。

　だから聞いたんだけど……佐々木君からの返事がない。もしかしてこれは、聞いたらマズかったのかな。

「……どう、かな？」

　不安になり恐る恐る聞くと、彼は瞬きをせずにジッと私を見つめたまま。

「佐々木君？」

　名前を呼ぶと、今度は思いっきり抱きしめられてしまった。

「きゃっ!?」

　先ほどとは比べものにならないほど彼の温ぬくもりを感じ、驚くほど心臓がバクバク鳴っている。

「さ、佐々木君!?」

　ドキドキしているのを知られるのが恥ずかしくて離れようとするのに、彼は私の身体をますますきつく抱きしめてくる。

　その間も、私の心臓は速く脈打ったまま。少しすると、佐々木君は吐息交じりに囁いた。

「夢みたいだ」

「……えっ？」

　ドキドキしすぎて声が掠れる。ゆっくりと離されていく身体。そして向けられたのは、惚ほれ惚ぼれするような笑顔だった。

「佐野から連絡先を交換しようって言ってくれて嬉しい」

「そんなっ……」

　何それ。だって普通のことでしょ？　お互いを知るために、連絡先を交換するのは。それなのに、そんな嬉しそうな顔で言うなんて反則だ。

　私のドキドキ事情なんて知る由もない佐々木君は、まるで少年のように喜びながらスマホを取り出した。

「じゃあ交換」

「……うん」

　ただ連絡先を交換するだけなのに、どうしてこんなに胸がキュンと痛んで、苦しくなるんだろう。メモリに入った佐々木君の名前を見るだけで、胸がいっぱいになる。

「これで佐野と、いつでも連絡が取れるな」

「う、うん」

　そんな風にストレートに言われると困ってしまう。

　再会してから佐々木君は、たまに不意打ちでドキッとするようなことを言うよね。彼の口から出たとは思えないくらい甘い言葉を囁いたり、さっきみたいに抱きしめてきたり。

　スマホから彼のほうに目を向けると、私の連絡先が入ったスマホを、愛しそうに眺めていた。

　こうやって知らなかった一面を次々と見せられていったら、私……どうなっちゃうんだろう。

　未来のことはわからない。でも今は、佐々木君のことをもっと知りたいし、この先も関わっていきたいと思っている。

「あの、佐々木君」

「ん？　今度は何？」

　佐々木君はすべて話してくれた。だからこそ私も、彼に正直な気持ちを伝えるべきだよね。

「私はまだ佐々木君と同じ気持ちじゃないし、正直その……この先、佐々木君のことを好きになれるかわからない」

「……うん」

　少しだけ彼の瞳が揺れた。でも、伝えないわけにはいかないよ。佐々木君には正直でいたいから。

「でも佐々木君と話がしたいし、佐々木君のことをもっと知りたいと思っている。今はそれだけでもいいかな？　……そばにいる理由」

　私が誰かを好きになったのは先生が初めてで、だけど今思うと、本物の恋心だったのか自信がない。

「正直その、私は先生以外の誰かを好きになったことがなくて、それも本物の恋だったのかわからなくて。それにこれまでいろいろあって、正直私は変わらない気持ちなんてないと思っているの。……怖いのかもしれない、誰かを好きになることが」

　つらい時に支えてくれた先生のことを好きになって、もう先生以外好きになれないとさえ思った。

　それなのに、私の気持ちは変わってしまったから。結局私も、お父さんと同じなんだって。だからずっと、臆病になっていたのかもしれない。

　今でも当時のことを思い出すと切なくなり、唇をキュッと噛かみしめた。

「じゃあ俺が、佐野の気持ちを変えてみせるよ」

「――え」

　顔を上げると、まっすぐ私を見つめる彼と視線が重なり合う。

「佐野に好きになってもらえるように頑張る。……変わらない気持ちもあるんだって証明してみせるよ」

「佐々木君……」

　自信に満ち溢れた表情で言われ、呆気にとられる。

「約束」

　そう言うと彼は小指を立てて、私に指切りをしようと促してきた。

「えっと……」

　戸惑いながらも彼の小指に自分の小指を絡ませると、力強く指切りされた。

「俺はどんな佐野でも、ずっと好きでいるから。……だから早く佐野も、俺のことを好きになって」

　甘いセリフに、息が詰まりそうになる。

　だけど想像してしまった。佐々木君のことを好きになる未来の自分を――。

　もしかしたらそんな日が訪れるのは、そう遠くないのかもしれないと……。










好きって気持ちの境界線




　佐々木君と連絡先を交換したものの、初日にお互い【よろしくね】とメッセージを交わしただけ。その後は一度も連絡を取ることはなかった。

　それというのも次の日から五日間、毎日おばあちゃんに会いに病院へ行くと、佐々木君にも会えたから。

　わざわざ病室に顔を出して、おばあちゃんの病状を説明してくれる。そのあと三人で他愛ない話をして、すぐに仕事に戻っていくけど、手が空いている時は、仕事の合間に自宅まで送ってくれる。

　忙しい仕事なのに申し訳ないと思いつつも、毎回断るたびに『俺が佐野と一緒にいたいだけだから』と言われ、私との時間を作ってくれるのが嬉しかった。

　何げない会話や些細な言動で、彼の性格が垣間見られ、初めて気づくこともあった。

　佐々木君は高校時代のイメージとは違い、実は話し上手でいつも話題を振ってくれる。よく笑い、笑顔が似合う人。

　車で家に送ってもらう際、少しのブレーキでも、私の身体が前のめりにならないよう気遣ってくれる。歩道を歩く時はいつも彼は車道側。さりげない紳士ぶりに、私はドキドキさせられている。

　あれほど病院に行くのを躊ちゅう躇ちょしていたのに、今では定時で仕事を終わらせ、すぐに病院へ向かっている。だからってわけではないけれど……。

「環奈先輩、まさかお忘れじゃないですよね？」

　疑いめいた目で見られ、内心ギクリとしたけど、平静を装う。

「そ、そんなことないよ？」

「本当ですかぁ？」

「もちろん」

　とは言うものの、正直すっかり忘れていた。薫ちゃんたちにイケメンドクターがいないか探しておくと言ったことを。

「それならいいですけど……本気で忘れていたら怒るところですよ？　おばあさんのお見舞いにも行きたいのに、ずっと我慢しているんですから」

「ごめんね」

　そうなんだよね。毎日定時で上がるたびに、薫ちゃんは『一緒に行きます』って言ってくれているんだけど、そのたびに私は理由をアレコレつけて断っていた。

　薫ちゃんが病院に来たら、佐々木君と会うことになるかもしれない……と思うとモヤモヤした。やっぱり会わせたくないって思っちゃったから。

「まぁ、いいですけど。それで、どんなイケメンがいたんですか!?　もしかして、もう交渉しています？」

　パッと目を輝かせて聞いてきた薫ちゃんに、思わず顔が引きつる。

「えっと……ね」

　ど、どうしよう。今さらすっかり忘れていましたとは言えそうにない。

「ちょうど今、交渉中で……」

　苦し紛れに嘘を口にすると、薫ちゃんはホッとした表情を見せた。

「よかったです～！　私のほうでも探していたんですけど、特集に掲載できるような若くてイケメンのドクターってなかなかいなくて。さすがは大きな病院ですね！　どんな素敵なドクターなのか、楽しみにしています。あ、撮影やインタビューの時は、ぜひご一緒させてくださいね」

「……うん」

　一方的に言うと、薫ちゃんはスキップしそうな勢いで自分の席へと戻っていく。

　彼女の背中を見つめながら、ため息がこぼれた。

　薫ちゃんの言う通り、若くてさらには掲載できるようなイケメンなドクターなんて、なかなかいないのが現実だ。

　でもそろそろ取材を始めないといけない時期だし……。頼るのは気が引けるけど、今度佐々木君に会ったら聞いてみようかな。佐々木総合病院にイケメンドクターがいるかどうかを。

　そう心に決め、飲食店への取材のためオフィスをあとにした。




「街角イケメンコーナー？」

「うん、私が担当しているんだけど、その……今度、お医者さんを掲載できたらなって思っていて。誰かいないかな？」

　この日の夜。おばあちゃんの病室を訪れたものの、佐々木君に会うことはできなかった。

　毎日来れば必ず会えるわけではないし、おばあちゃんの様子を見られたから、諦めて帰ろうと病室を出たところで、佐々木君に声をかけられた。どうやら先ほどまで手術に入っていたようだ。

「家までは送れないけど、エントランスまで送る」と言われ、お言葉に甘えて病院の廊下を歩いている途中、思い切って尋ねてみた。

「イケメンドクターを探しているんだけど、なかなか見つからなくて。大きい病院だし、誰かいるかなと思って……」

　頼みの綱に聞いてみると、なぜか佐々木君は途中で足を止めた。

「佐々木君？」

　私も足を止めて振り返ると、なぜか彼は不満げな表情。

　どうしたんだろう。あ、やっぱり聞いたらマズかった？　でもよく考えればお医者さんって忙しいし、気軽に雑誌に掲載できるような職業じゃないもの。軽はずみだったかもしれない。

　薫ちゃんには申し訳ないけど、ドクターではない職種のイケメンに変更したほうがいいかも。そんな考えが頭をよぎった時、佐々木君は思いもよらぬことを口にした。

「どうして俺に相談してくれないわけ？」

「――えっ。どうしてって……」

　だって迷惑かなと思ったから。それなのに佐々木君は、面白くなさそうにそっぽを向いてしまった。

「言っただろ？　佐野が担当する記事は毎月読んでいるって。……だからいつも思っていたんだ。いつか取材に協力できたら……って」

　チラッと私を見た彼は、まるで拗すねた子供みたいな顔をしていて、胸を鷲づかみにされてしまった。

「俺じゃダメかな。医者でいいなら協力させてほしい」

　もちろん佐々木君にお願いできたら、反響は大きいと思う。記事を見た読者は皆、佐々木君目当てに病院へ押し寄せそう。

　――あ、そっか。……私、それが嫌なんだ。薫ちゃんに会わせたくないのも、佐々木君を記事にしたくないのも、誰かが彼に好意を寄せるのが面白くないのかも。でもあれ。これってつまりヤキモチ……だよね？

　いや、ヤキモチっていうのは好きな相手に焼くものであって……じゃあ私は佐々木君のことを……？

　そこまで考えが行きつくと、尋常じゃないほど心臓が暴れだす。

　嘘、そんなっ……！　だってまだ再会して間もないし、私は大人になった佐々木君のことを、それほど多くは知らない。

　それなのにどうしてヤキモチを？　告白されて意識しているから？　でも私と佐々木君は付き合っているわけではないし、ましてや私は返事を曖昧にしたままだというのに。

　子供みたいな感情に嫌気がさす。

「佐野……？」

　何も言わない私の様子を窺うような、彼の声に我に返り、慌てて口を開いた。

「あっ、えっと佐々木君さえよければ、お願いしたいんだけど……いいかな？」

　個人的な感情で依頼しないのは間違っている。佐々木君なら編集部全員がオッケーを出してくれると思う。

　自分のワガママな感情を払拭して聞くと、佐々木君は嬉しそうに顔を綻ばせた。

「喜んで。もちろん取材は佐野がしてくれるんだろ？」

「うん」

　頷くと、ますます彼は嬉しそうに笑う。

「そっか。……楽しみだな、仕事をしている佐野の姿を見られるの」

「えっ！　別に何も変わらないよ？」

　職場でも私は普段通りだと思うから。それなのに、彼は声を弾ませて言う。

「誰だって、自分では変わらないって思うだろうけど、第三者が見たら違うって。俺のこと、仕事中も今と変わらないと思っている？」

「それは……思わない、かな」

　仕事中の佐々木君は医者の顔になっているもの。私やおばあちゃん、患者さんの前では穏やかだけど、看護師やほかの医者と話している時は厳しい表情で、まるで別人のようだから。

　一瞬迷いながらも正直に答えると、彼は得意げな顔で「そうだろ？」と言いながら、白い歯を覗のぞかせた。

「だから、佐野の新たな一面を見られるかと思うと、楽しみで仕方ないよ。それに俺ばかり仕事中の姿を見られているんじゃ、フェアじゃないだろ？」

「フェアじゃないって……。フフフ、だってそれは仕方ないじゃない。佐々木君はおばあちゃんの主治医なんだもん」

　おかしくて笑いながら言うと、なぜか佐々木君はキョトンとしている。

「……どうかした？」

　さっきまであんなに笑っていたのに、と思い聞くと、彼は再び笑った。

「いや。ただ、やっぱり佐野は笑った顔が、最高に可愛いなって思って」

「なっ……！」

　とんだ殺し文句に焦ってしまう。

　言葉が続かず、ただアワアワする私を見て、彼はますます愉快そうに笑う。少しすると佐々木君は、私の顔を覗き込みながら言ってきた。

「笑顔が可愛いところは、昔と変わっていないよな」

「もう……！　からかうのはやめて」

『可愛い』と言われ、恥ずかしいけれど嬉しくて、でもそんなことを素直に言えるはずもなく、可愛げのないことを言ってしまう。

「からかってなんかいないよ。俺は本当のことしか言わないから」

　自信たっぷりに言われ、徐々に顔の熱が上昇していく。でも佐々木君は至って通常運転で、私だけが心をかき乱されていて……なんだか面白くない。

　これ以上笑われないよう唇をキュッと結び、バッグの中からスマホを取り出した。

「引き受けてくれてありがとう。早速で申し訳ないんだけど、皆にも了解を得るために、写真を一枚撮らせてもらってもいい？」

「いいよ」

　彼の許可を得て、カメラを起動し写真を撮ろうとしたものの……。

「え、ちょっと佐々木君？」

　なぜか佐々木君は私に寄り添った。それも、肩と肩が触れるほどに。

　思わぬ近さに、すぐさま距離を取ると、すかさず彼は詰めてくる。

「ほら、早く撮ってよ」

「いや、でも私は……」

「写真を撮るなら、佐野と一緒じゃなきゃ嫌だよ」

　意味不明のワガママを言いながら、佐々木君はぴったりと私に寄り添い、早く撮るよう急かしてくる。

　私は一緒に写る必要はないのに……。でも一緒じゃないと、撮らせてくれないって言うし。

「じゃ、じゃあ……撮るね」

「あぁ」

　緊張しながらもカメラに視線を向け、パシャリと一枚撮る。

　きっと佐々木君はカッコよく写っていると思う。問題は私だ。変な顔して写っていそう。写真を撮るのは好きだけど、撮られるのはあまり好きじゃない。昔から写りが悪いから。

「見せて」

「……えっ!?　ダ、ダメ！」

　咄嗟にスマホを後ろに隠す。

「どうして？　いいだろ？」

「とにかくダメ！」

　だって私、変な顔をしていそうだもの。見られたくない。

　けれど頑張って死守しようとしても、男性である佐々木君の力に敵うわけもなく、一瞬の隙を突かれてスマホを奪われてしまった。

「あっ……」

　奪われていくスマホを目で追う。すると彼は写真を見たあと、何やら操作し始めた。

「佐々木君？」

　どんな操作をしているのか見たくても、身長差があって画面を覗くことができない。少しすると、スマホを返された。

「はい、ありがとう」

「……何をしたの？」

　受け取ったスマホを見ながら尋ねる。

「撮った写真を俺のスマホに送っただけだよ。疲れた時に癒やされるために。……っと、悪い」

　突然彼のＰＨＳが鳴り、すぐに医者の顔に戻った佐々木君は、私に背を向けて電話に出た。

「はい。……わかった、すぐ戻る」

　そう言うと彼は通話を切り、申し訳なさそうに私を見る。

「ごめん佐野、仕事に戻らないと」

「うん、全然大丈夫！　むしろ仕事中にごめんね」

　手術後で疲れているのに、玄関までとはいえ申し訳ない。

「仕事、頑張ってね」

　何げなく発した労ねぎらいの言葉。だけど佐々木君は目を丸くさせたあと、嬉しそうに口角を上げた。

「ありがとう。佐野に頑張れって言われたら、なんでもできそうな気がする」

「えっ!?」

「それだけ俺にとって佐野の言葉は、パワーになるってことだよ」

　サラリと恥ずかしいセリフを言うと、佐々木君は「記事について詳細がわかったら連絡して」と言い、足早に戻っていった。

「……もう」

　彼の姿が見えなくなって漏れた、ため息交じりの声。

　恥ずかしくて、佐々木君がいなくなった今も、顔は火照ったまま。……でもそれ以上に、嬉しいと思う自分がいる。

「あ、写真」

　手にしていたスマホを見ると、そこにはやっぱりカッコよく写っている佐々木君と、彼の隣で顔全体から緊張が伝わってくる私が写っていた。

「……やっぱり」

　この写真が佐々木君のスマホにも入っているのかと思うと、複雑な気持ちになる。こんなので癒やされるの？　もしかして笑って癒やされるって意味？

　あり得る話に顔が引きつる。

　病院をあとにし、最寄り駅へと向かっていく。ここから自宅まではひと駅で、歩いても帰れるけど、今日はなんだか疲れてしまった。

　改札口を抜けてホームにある電車の時刻を確認すると、あと五分ほどある。

　立って待っているのがつらくて、ベンチに腰掛けてスマホを操作する。

　会社では佐々木君の写真だけ見せればいいから、写真を切り取って、佐々木君だけが写ったものを、自分のパソコン宛にメールで送った。

　そのまま元の写真データは削除しようと思ったんだけど、手が止まる。

　高校生の時はふたりで写真を撮る機会なんて一度もなかった。一緒に写っているのは、クラスの集合写真だけ。

　ジッと眺めていると、彼の隣で緊張して写っている自分の姿に、思わず笑ってしまった。

「アハハッ。……確かにこれは癒やされるかも」

　削除することなく、フォルダへ写真を移動した。

　私も仕事で疲れた時に、この写真を見よう。

　ちょうどホームに電車が到着し、私は家路についた。




　次の日、佐々木君の写真を皆に見せると、反対する人は誰もおらず、すぐさま佐々木君の街角イケメンコーナーへの起用が決定した。

　あまり日がないこともあり、すぐに佐々木君にメッセージで都合のいい日があるか聞くと、来週の月曜日の午後に時間が取れると返事がきた。まずは、写真撮影だけ先にさせてもらうことになった。

　インタビューのほうは、私がいつでもできる。でも写真撮影だけはそうはいかない。機材も持ち込まないといけないし、ひとりでは無理だから。




「うわぁ、改めて見るとでっかい病院ですね。俺、初めて来ましたよ」

　週が明けた月曜日の午後。約束の時間は十四時。その三十分前に、私とともに機材を持ち病院へやってきたのは笠井君。

　いつもだったら予定がない限り、薫ちゃんも同行するのだけど、今回の撮影場所は病院。

　編集長から迷惑になってはいけないから、必要最低限の人数で行くように言われ、ふたりだけでやってきた。

　病院のエントランスを抜けると受付ロビーがあり、午前中で一般の診察は終了したはずなのに、そこには会計を待つ多くの患者がいた。

　ロビーを抜けながらエレベーターホールへ向かう間、隣を歩く笠井君の横顔を思わずチラッと見てしまう。

　そういえば、こうして笠井君とふたりで取材に出るのは、初めてかもしれない。

　笠井君って普段はあまり感情を表に出さない子だから、ちょっと緊張する。

　エレベーターに乗り、待ち合わせ場所に指定された、入院病棟の五階から出られるルーフバルコニーへ向かう。

　患者と家族なら誰でも立ち入ることができ、安全面を考慮して高いフェンスで周囲を覆い、テーブルや椅子、日よけの屋根までしっかり設置されているらしい。

　バルコニーに出ると、春のポカポカ陽気のもとで、患者とその家族が団らんしていた。周囲を見回すが、佐々木君の姿はまだない。

「まずは機材の準備をしちゃおうか」

「はい、わかりました」

　ふたりで手分けしながら準備を進めるものの、なんとなく気まずい。いつもだったら薫ちゃんがいて、話題を振ってくれていたからかもしれない。

　薫ちゃんがいない今、私から何か話しかけるべきだよね。……だけどすぐには思い浮かばず、無言で作業を進めていると、彼から話しかけられた。

「あの、佐野先輩。ひとつ聞いてもいいですか？」

「もちろん！　なんでも聞いて」

　笠井君から話題を振ってくれてよかった。なんだろう、仕事のことかな。

　聞く体勢に入る私に、彼はどこか照れくさそうに聞いてきた。

「恥を忍んでお聞きします。……俺とあいつって佐野先輩の目から見て、付き合っているように見えますか？」

「えっ？」

　意外な話の内容に、目が点になる。そんな私に彼は、胸の内を明かした。

「どうもあいつに好かれている自信がなくて……。この間も出勤するなり、佐々木さんの写真を見てカッコいいって連発していましたし。好きなのは自分だけのような気がするんです」

　面白くなさそうに言う笠井君の姿が信じられなくて、つい彼をまじまじと眺めてしまう。

　知らなかった。笠井君も普通の男の子なんだね。好きな相手には不安になって、ヤキモチ焼いちゃうんだ。

　そう思うと笠井君に対するイメージが変わり、なんというか、微笑ましく思える。

「だから今日は、編集長から俺と佐野先輩のふたりで行ってこいって言われて、正直ホッとしました。……あいつと佐々木さんを会わせたくなかったので」

　最後にボソッと付け足すように言った笠井君が可愛くて、思わず「フフッ」と笑ってしまった。

　すると彼は「笑うことないじゃないですか」と言いながら、みるみるうちに頰を赤く染めていく。

　その姿がまた可愛いなと思いつつも、これ以上笑ったら笠井君に怒られそうだ。キュッと口を結び、私から見たふたりの姿を話した。

「私は、ふたりはお互いのことが本当に好きなんだなーって思っているけど？」

「えっ？」

　驚く笠井君に自信を持ってほしくて、まっすぐ彼の目を見て伝えた。

「薫ちゃんは笠井君のことが大好きだから、言いたいことをなんでも言えちゃうんじゃないかな？　そんなふたりの関係が、私にはうらやましく思えるよ」

　普段何げないことで言い合えるのも、お互いのことを信頼しているからこそだと思う。気心が知れているからだよね？

「それに好きなら、佐々木君に会わせたくないって思って当然じゃない？　心配になって当たり前だよ」

「佐野先輩……」

　目を瞬まばたかせることなく私を見つめる笠井君に、自分が言った言葉を思い返す。

　あれ……ちょっと待って。笠井君の気持ちと私の気持ちって同じじゃない？　だって私も、薫ちゃんと佐々木君を会わせたくないと思ったから。

　これじゃ私、やっぱり佐々木君のことが好きみたい。佐々木君とはまだ再会したばかりなのに、そんなことあり得ない。……あり得ないけど、じゃあどうして笠井君と同じように、佐々木君と薫ちゃんを会わせたくないって思ったの？

「ありがとうございました。……なんか、自信つきました。佐野先輩に話を聞いてもらって」

「あ、ううん。そんな……。よかった、少しでも笠井君の力になれたなら」

　答えの出ない問題に悩まされている途中で笠井君にお礼を言われ、慌てて笑顔を取り繕う。

「あまり仕事とは関係のない話はしないほうがいいと思って聞けずにいましたけど、佐野先輩はこうして俺にアドバイスできるほど、いい恋愛をされているんですね」

「――え」

　いい恋愛をしている？　二十八年間生きてきて、好きになったのは先生だけで、仕事に没頭するだけの毎日だった私が？

「あれ、違いましたか？　俺はてっきり……。じゃあ今、まさに気になる人がいるとかですか？」

　探るような目で見られて、瞬時に脳裏をよぎるのは佐々木君のこと。

　好きかわからない。……でも確かに気になる人。再会してから、ずっと考えちゃっているもの。

　何も言わない私を見て図星だと悟ったのか、珍しく笠井君は笑った。

「なるほど、納得です。だから最近の佐野先輩は、上の空の時があったんですね。……わかります。仕事中でもふと考えてしまいますよね、好きな人のことを」

「え、わかりますってことは、笠井君もなの？」

　思わず聞き返すと、彼は焦った声をあげた。

「そりゃまぁ……。好きなら常に考えて当たり前じゃないですか？　気づいたら目で追っていたとか、何げない時に相手のことを想ったりとか」

　そう、だったかも。私も先生に恋している時は、常に先生のことを考えていた。恋愛について考えるのが久しぶりすぎて、すっかり忘れていた。

「そろそろ佐々木さん来ますよね？　急いで準備しちゃいます」

「あ、うん」

　お互いすっかり手が止まっており、再び撮影の準備に取りかかる。だけど考えてしまうのは、佐々木君のこと。

　もしかしたら私は、自分では気づいていないだけで、佐々木君に恋をしている？　もしそうだとしたら、いつ、どうやって、その気持ちに気づくのだろう。――でも。

「悪い、佐野。遅くなった」

　聞こえてきた彼の声にトクンと胸が鳴る。顔を上げれば、急いで駆け寄ってくる佐々木君の姿が目に飛び込んできた。

　それだけでドキドキして胸が苦しい。それは、さっきまで笠井君と、佐々木君の話をしていたから？

「初めまして、本日撮影を担当させていただきます、笠井と申します」

「初めまして、医師の佐々木です」

　名刺を差し出して挨拶をする笠井君に、佐々木君も応える。

　そうだ、今は仕事中。撮影の時間は限られているんだから、集中しないと。

　その後、始まった写真撮影。笠井君がカメラを回していく中、手伝いをしながら白衣姿の佐々木君を見つめて考えてしまう。

　好きの境界線があるとしたら、どこからどこまでなんだろう。

「すみません、セッティング変えます」

　笠井君がせっせと作業をしている間に、ふと佐々木君と目が合う。すると彼の唇は、優しい弧を描いた。

　それだけでドキドキする私は、やっぱりもう佐々木君に惹かれているんじゃないだろうか。

　私を見る笑顔の彼を前に、その答えがあと少しで出そうな気がした。










眩しいあなた




「キャー！　なんですか、この爽やかスマイルは!!　めっちゃイケメンじゃないですか！」

　次の日。仕上がった写真を見て、薫ちゃんは悲鳴にも似た声をあげた。

「半分は俺のカメラの腕だから」

　薫ちゃんの反応が面白くないようで、笠井君はブスッとした顔で言う。

「そんなわけないじゃない！　明らかに被写体がいいだけだし！」

「いいや、俺の腕もいいからだ」

　軽快なふたりのやり取りを、微笑ましく思いながらも間に入る。

「写真はこれでいいよね？　インタビューは明日私が取ってくるから、ふたりに取材内容を考えてもらってもいい？」

　インタビューの内容は、その時の仕事の状況で、手が空いている人が考えるようにしている。

「喜んで！　笠井君、気合い入れて考えるよ！」

「うるさい」

　悪態をつきながらも、薫ちゃんを見る笠井君の眼差しは甘い。

　微笑ましいふたりを見ながら、自分の仕事に取りかかった。




　そして翌日、佐々木君への取材の日。彼から指定された時刻は十二時。午前の診察が終わり、午後の診察までの空き時間に、話を聞かせてもらうことになっている。

　佐々木君に会うのは仕事だと言い聞かせても、いざ会うとなると緊張する。自分の気持ちがわからないからこそ余計に。

　カンファレンス室で待っていると、ドアのほうからこちらに駆けてくる足音が聞こえてきて、すぐにドアが開かれた。

「ごめん、佐野。遅くなって」

「あ、ううん。忙しいのにごめんね。今日はよろしくお願いします」

　立ち上がって頭を下げると、佐々木君も「こちらこそ、よろしくお願いします」と言う。

　向かい合って座り、テーブルの上にＩＣレコーダーを置いてメモ帳を手に取り、早速インタビューを始めた。

「それじゃまず、佐々木君が医者になろうと思ったきっかけを教えてください」

　ペンを手に取り視線を向けると、彼は考えながら答えてくれた。

「きっかけは、やっぱり父さんかもしれない。子供ながらに憧れていたんだ。人の命を救う仕事をしている父さんに」

　佐々木君らしいエピソードに頰が緩む。

「では、医者になって大変だったこと、嬉しかったこと、仕事に対する思いを聞かせてください」

「医者になるための勉強を始めてから、今もずっと毎日が大変かな。医者としての勉強に終わりはないから。医学は常に進化しているしな。……嬉しいことはやっぱり、患者が元気になって退院していく瞬間。医者の仕事は正直つらく思うことも多いけど、その姿を見ると、また頑張ろうって思えるんだ」

　ペンを持つ手はすっかり止まり、佐々木君の熱い言葉に耳を傾けた。

「人の命を預かる仕事は決して楽なものじゃない。だからこそ日々、緊張感を持って仕事にあたっている。患者の病気を見落とすわけにはいかないからね。それと、できるだけ患者の話を聞くようにしている。病気を治すだけじゃなく、病気に対する不安も取り除くことも含めて、医者の仕事だと思っているから」

　そういえば佐々木君、私にもおばあちゃんの病気のことを、事細かに説明してくれたよね。不安に思うことも全部、親身になって聞いてくれた。

　きっと患者やその家族、誰に対しても同じ姿勢で向き合っているんだと思う。……仕事に真しん摯しに打ち込む佐々木君が、眩しく見えるよ。

　その後も仕事に関する質問を中心に、時折好きな食べ物や苦手なこと、趣味や休日の過ごし方など、プライベートに関する質問まで、佐々木君は嫌な顔ひとつせず、丁寧に答えてくれた。




「今日は忙しい中、時間を作ってくれて本当にありがとう」

　インタビューを終えカンファレンス室を出て、ふたり肩を並べて廊下を進みながら、改めてお礼を言う。

「いや、こういうことは初めてだったから新鮮だったよ。どんな風に記事になるのか楽しみにしている」

「でき上がったら、確認のためにゲラを送るね」

　エレベーターホールに着くと、彼は呼び出しボタンを押した。

「佐野、もう少し時間ある？」

「え？　あ、うん。特に午後は予定ないから大丈夫だけど……」

　不思議に思いながら答えると、ちょうどエレベーターが来たので乗り込んだ。ドアが閉まると彼は、二階ボタンを押す。

「だったらお昼、一緒にどう？　病院の食堂は、一般の人も利用できるようになっているんだ。記事作りの参考になるんじゃない？」

　確かに何かの役に立つかも。佐々木君が普段、どんなものを食べているのか撮影して載せてもいいし。

「じゃあ、一緒にいいかな？」

「もちろん」

　佐々木君に案内されて向かった食堂は広々としていて、彼の言う通り、病院関係者だけではなく、一般の人も多数いる。コンビニやパン屋も併設されていて、テーブルはほぼ埋まっていた。

　食堂のメニューも豊富で、券売機の隣にあるメニュー表を見ながら迷っていると、佐々木君は券売機にお金を入れた。

「俺のオススメは日替わり定食なんだけど、佐野も同じものでいい？」

「うん、じゃあそれで」

　バッグからお財布を取り出すより先に、佐々木君は私の分の食券も買ってくれた。

「あ、佐々木君、お金っ……！」

　スタッフに食券を二枚渡した佐々木君にお金を払おうとすると、すぐに止められた。

「いいから、これくらい。ほら、すぐできちゃうからトレーを持って」

　佐々木君の言う通り、カウンターには定食の品が次々と置かれていく。それらを自分でトレーに載せるようだ。

「いつもごめんね、ありがとう」

「どういたしまして」

　今日の日替わり定食はハンバーグだった。サラダにお味み噌そ汁しる、それにカボチャの煮物もついている。お茶もトレーに載せて、佐々木君と空いている席に向かい合って座った。

　食べる前に写真を一枚撮り、ふたりで手を合わせた。そしてお箸はしを手に取りハンバーグをひと口食べると、口いっぱいに美お味いしさが広がり、目を見開いた。

「うわぁ、美味しい」

「だろ？　働くスタッフには栄養があって味もいいものを食べて、頑張ってほしいっていう父さんの意向で、食堂の料理には食材からとことんこだわっているんだ。だから、どれも美う味まいんだよ」

「そうなんだ」

　ハンバーグはもちろん、カボチャの煮物もサラダにかかっているドレッシングさえも美味しい。栄養バランスも取れているし、こんな素晴らしい食事を毎日食べられたら、仕事も頑張ろうって思える。

　さっきの佐々木君の話も、ちゃんと記事に書こう。

　そんなことを考えながら食べ進めていると、ふと感じる視線。チラッと周囲を見回せば、看護師たちがこちらの様子を窺っていた。

　そうだった、佐々木君はこの病院の跡取り。この前も一緒に歩いているだけで見られていたよね。いつもこうなのかな？　病院を歩くたびに注目を集めていて、佐々木君は疲れたりしないのかな？

　目の前に座る彼の様子を窺うと、目が合ってしまった。すると佐々木君は、はにかむような笑顔を見せた。

「不思議な気持ちになるな。いつも働いている病院で、こうして佐野と一緒に食事をしているのが」

「……うん」

　それは私も同じ。佐々木君が毎日働いている職場にいて、こうして一緒に食事をともにしているのが信じられない。

「佐野、予定のない日はここでご飯を食べたら？」

「えっ？」

「こうやって、佐野と一緒にご飯を食べられたら幸せだから。……午後も頑張ろうって思える」

「なっ……！」

　甘いセリフに言葉をなくしていると、佐々木君は口元を手で覆い、笑いをこらえている。

「もう、からかわないでよ」

　ムッとなり刺々しい声で言うと、彼は「ごめん」と謝りながらも、口元は緩んだままだ。

「でも本当。病院にいる限り、落ち着く時間がないからさ。結構ストレスがたまるんだ。でもこうして佐野と一緒にいると癒やされるから、できることなら、毎日でも一緒に食事がしたいよ」

　それはこうして昼食をとっている時でさえ、何かと注目されてしまうから？

　喉まで出かかった言葉を呑み込んだ。きっとそうだよね。私が佐々木君の立場だったら、食事をしているだけで視線を感じるなんて、気が滅入ると思うもの。

　それに佐々木君、以前言っていたよね。中学時代、何かと注目されて嫌になっていたって。それはやっぱり、大人になっても変わらないんだ。

　佐々木君の気持ちが理解できるからこそ、言わずにはいられなくなる。

「あの、佐々木君。連絡先も交換しているし、何かあったらいつでも連絡をくれていいからね」

「え、どうしたの急に」

　突然そんなことを言いだした私に、佐々木君は目を瞬かせた。

「その……何か嫌なこととか、愚痴とかあったら、遠慮なく話してほしいと思って」

　しどろもどろになりながらも、正直な思いを吐露する。

　ただ、佐々木君の力になりたいと思ったの。

　昔、私が一方的に話しかけることで彼の気持ちが和らいだように、誰かに話すことで、少しでも気分が晴れることもあると思うから。

　その思いを伝えると、佐々木君は柔らかい笑顔を見せた。

「ありがとう。……じゃあ、何かあったら佐野に甘えるよ」

「う、うん。いつでも……！」

「頼りにしている」

　優しく微笑み、まっすぐ見つめて放たれたひと言に、胸がトクンと鳴る。

　この感覚、覚えている。……先生に片想いしていた時も、なんでもいいから先生の力になりたくて、頼りにされると嬉しくて仕方がなかった。

「佐野、まだ大丈夫なら、午後の診察まで時間あるし、病院内を案内しようか？」

「え、いいの？」

「あぁ、せっかくだし。それに俺が普段働いている場所を、佐野にも知ってもらいたいから」

　佐々木君……。

　さっきまで感じていた周囲からの視線が気にならないほど、佐々木君から目を逸らすことができなくなる。

　私も佐々木君のことを、もっと知りたい。そして今、彼に対して抱いている気持ちの正体を知りたい。

　食事を済ませて、佐々木君は病院内を案内してくれた。

　緊急病棟の屋上には、ドクターヘリが離着陸できるヘリポートがあった。また、がん患者が終末期を過ごすためのケアセンターも併設されている。入院病棟には各階に患者と家族が寛くつろげる、広々とした談話スペースが用意されていた。

「最後に佐野に見せたいところがあるんだ」

　そう言って彼が向かったのは小児科病棟。手の消毒を済ませてプレイルームに入ると、遊んでいた子供たちが佐々木君を見るなり、駆け寄ってきた。

「あー、佐々木先生だ！」

「先生一緒に遊ぼう！」

　あっという間に佐々木君は子供たちに囲まれて、部屋の中央へと連れられていく。

　すごい、佐々木君大人気だ。

　だけど佐々木君の周りにいる子たちは、当たり前だけど皆何かしら病気を抱えているんだよね。マスクをしている子、腕に点滴が繋がっている子、髪が抜け落ちて帽子を被っている子もいる。

　あんなに明るくて、佐々木君に本を読んでもらって嬉しそうにしていても、皆病気と闘っているんだ。

　しんみりとした気持ちで眺めていると、ひとりの女の子が私の服の裾を引っ張った。

「あ、こんにちは」

　戸惑いながらも目線を合わせるようにしゃがむと、女の子は恥ずかしそうに、一冊の本を私に差し出した。

「えっと……読んでほしいのかな？」

　様子を窺いながら聞くと、女の子は目を輝かせて大きく頷いた。

　あぁ、なんて可愛いんだろう。すっかり胸を鷲づかみにされた私は、慣れないながらも必死に女の子と一緒に絵本を読み、ページをめくっていった。




「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　佐々木君は、一階にある自販機でコーヒーを購入すると、私に差し出した。それを受け取り、近くにあったベンチに並んで腰掛けた。

「さっきはありがとうな。あの子に本を読んでくれて」

「ううん、そんな。……うまく読めたか自信はないけど、私も楽しかった」

　最後に『ありがとう』って言ってくれたあの子の笑顔を、忘れられそうにない。

　コーヒーを飲みながら思い出していると、佐々木君はゆっくりと話しだした。

「どうしても佐野に見てほしかったんだ。……俺が医者を続ける、やる気の源を」

　そう言うと彼は、ベンチの背もたれに体重を預けた。

「あの子たちは、俺たち大人より強い。……どんなにつらい治療も、泣かずに頑張っている。いつか元気になって、友達と遊んだり、学校に通うことを夢見て」

「……そっか」

　幼稚園や小学生くらいの子が多かった。中にはまだ一歳前後の子もいたよね。……あんなに小さいのに、入院をしなくてはいけないほどの病気を抱えているんだ。

「佐野が絵本を読んであげた子は愛あいちゃんっていって、入院生活も長い。外との繋がりをなかなか持てないから、今日は佐野に会えて嬉しかったと思う」

　佐々木君の話を聞き、泣きそうになってしまった。

　学校に通って友達と遊んで、休日には家族と出かけたりすることは、決して当たり前のことじゃないんだ。

「中にはかなり重い症状の子もいる。だけど本当に皆明るくて、いい子たちでさ。……この子たちのためにも、もっと医者として腕を磨いて、ひとりでも多くの命を救いたい。あそこは初心に返らせてもらえる、大事な場所なんだ」

　そう言うと佐々木君は、真剣な面持ちで私を見た。

「それを佐野にも知ってほしかった。……ありがとうな、今日は付き合ってくれて」

「ううん、こちらこそありがとう。……嬉しかった、病院のこと、佐々木君のことをたくさん知ることができて」

　佐々木君の仕事に対する思いを見て聞いて、そして肌で感じることができて、本当によかった。

「それに思い知らされた。私が過ごしてきた日常は、決して当たり前のものじゃないんだって。今だってそうだよね。こうして好きな仕事をして毎日元気に過ごせるのは、幸せなことだと痛感したよ」

　だからこそ、一日一日を大切に暮らしたいと思う。そして幸せに過ごせる毎日に感謝したい。

　感じたことを伝えると、佐々木君は愛しそうに微笑み、私の耳元に顔を近づけて囁いた。

「佐野のそういうところが、昔から好き」

「――えっ？」

　すぐに彼は離れていき、変わらず甘い瞳を向けてくる。

　恥ずかしくて、だけどなぜかたまらなく嬉しくて、自分が今どんな顔をしているのかわからなくなる。

「ありがとう。……もしよかったら、また遊んであげて。きっと皆喜ぶから」

「う、うん……。私でよければぜひ」

　胸をギューッと締めつけられながらも目を逸らさずに答えると、また佐々木君は優しく微笑むものだからたまらない。

「っと、悪い。そろそろ午後の診察の時間だ」

　腕時計を見ると、佐々木君は慌てて立ち上がった。

「あ、今日はありがとう」

　私も立ち上がりお礼を言うと、佐々木君は首を横に振る。

「こちらこそありがとう。佐野と一緒に過ごせて嬉しかったよ。気をつけて帰って」

「うん、仕事頑張ってね」

　足早に去っていく、佐々木君の背中を見送りながら思い出すのは、彼が子供たちと遊ぶ姿。

　子供の扱いに慣れていて、時にはわんぱくな男の子たちと一緒に走り回って。無邪気な笑顔で子供たちの話を聞きながら、全力で遊ぶ姿に、ドキドキしっぱなしだった。

　仕事に対する思いを聞いたあとだからこそ、彼の姿が眩しく見えて仕方なかったんだと思う。

　今日だけで、いろいろな佐々木君を知ることができた。思い出すと、胸の奥が熱くなる。

　確実に私の中で、佐々木君の存在は大きくなるばかりだった。










唯一無二の存在




「うわぁ、佐々木さんってば、イケメンな上に心まで素敵ドクターだなんて、最強じゃないですか！」

「本当だな。この記事を読んだら、佐々木総合病院に患者が殺到しそう」

「絶対殺到するよー」

　薫ちゃんと笠井君に、私がまとめたインタビュー記事をチェックしてもらいながら、聞こえてきた感想に頷く。

　今回の記事は、今までのイケメンコーナーの中で、一番力を入れられたと思う。ひとりでも多くの人に、佐々木君の仕事に対する思いを知ってほしかったから。

　ふたりの感想を聞きホッとした時、スマホが鳴った。確認すると、佐々木君からだった。電話の相手が相手なだけに、ドキッとしてしまう。だけど、佐々木君は何か急用がない限り、きっと私の仕事中に電話なんてしてこないはず。

　もしかして何かあった？　おばあちゃんの容体が急変したとか？

　不安になり、ふたりに断りを入れて急いで席を立ち、静かな廊下に出た。

「もしもし、佐々木君？」

　はやる気持ちを抑えて電話に出る。すると、申し訳なさそうな声が聞こえてきた。

『仕事中に電話して悪い。……今、少し大丈夫か？』

「うん、大丈夫だよ」

　焦った声ではない。ということは、おばあちゃんが急変したわけではない？

　それでも不安を払拭できなくて、スマホを持つ手が震えてしまう。

「どうしたの？」

　小さく深呼吸をして尋ねた。

『あぁ、先週受けた岡本さんの検査結果が出たんだ。仕事が終わってからでもいい、岡本さんも交えて説明をしたいから、今日病院に来られないか？』

「うん、わかった。今日行けると思う」

　よかった、急変したわけではなくて。でも、検査結果はどうだったんだろう。改めて説明するってことは、何か悪いものが見つかったりしたの？

　新たな不安に襲われる。

『よかった。面会時間までに来てくれれば大丈夫だから。悪かったな、急に。それじゃ、またあとで』

「……うん、電話ありがとう」

　通話が途切れたスマホを耳から離し、眺めてしまう。

　佐々木君、優しい声色だった。検査結果に異常があったわけではないんだよね？

　そう自分に言い聞かせても、落ち着かない。今日は定時で上がろうと決め、オフィスへと戻った。




「えっ、本当に？」

「あぁ」

　定時で上がったあと、急いで病院へと向かった。病室を訪れると、ちょうど佐々木君がいて、三人でカンファレンス室へ移動した。

　そこで彼から告げられたのは、すべての検査結果に異常が見られなかったこと。おばあちゃんの容体も安定しているし、今後しばらく通院は必要だけど、最後にもう一度血液検査などをして、何もなければ明後日にも退院できるとのことだった。

　佐々木君から話を聞き終えると、おばあちゃんはホッとした表情を見せた。

「安心しました、どこにも異常がなくて。これでやっと環奈の待つ家に帰れます。佐々木先生、本当にお世話になりました」

「いいえ、そんな」

　深々と頭を下げるおばあちゃんに、恐縮する佐々木君。

　病院に来るまで、いろいろなケースを考えていたから拍子抜けしてしまった。でもそっか、よかった。おばあちゃんが元気になって。退院できることになり、本当にホッとした。

「佐々木君、本当にありがとう。だけど明後日は仕事で迎えに来られそうにないから、退院は土曜日にできないかな？」

「ちょっと待ってて、聞いてみるから」

　佐々木君はそう言うと、カンファレンス室にある電話を使って聞いてくれた。

　どうだろう、土曜日まで延ばしてもらえるかな。ここは大きな総合病院だもの、本当は元気になったらすぐに退院するべきだとわかってはいるけれど……。

　通話中の佐々木君の様子を窺っていると、電話を終えた彼は笑顔を見せた。

「土曜日に退院で大丈夫だよ。じゃあ、手続きを進めておくよ」

「ありがとう。よろしくお願いします」

　よかった、土曜日まで入院させてもらえて。

　佐々木君は、カタカタとパソコンキーを軽快に叩いていく。

　するとおばあちゃんは、佐々木君の邪魔をしないよう、小声でコソッと耳打ちしてきた。

「環奈、あとで佐々木先生にお礼を言っておいて」

「えっ？」

「佐々木先生、夜勤明けだったのよ。それなのに、早く環奈に私の検査結果を話したいからって、仕事をしながら待っていてくれたの」

「嘘……」

　そのまま視線を彼に向けると、どうやらおばあちゃんの声が、佐々木君の耳にも届いたようで、困った表情をしている。

「岡本さん、それは言わない約束でしたよね？」

「あら、約束をした覚えはありませんよ」

　情けない顔の佐々木君に、おばあちゃんはクスクスと笑う。

「佐々木先生、私が退院したあとも、どうか環奈と仲良くしてやってくださいね」

　おばあちゃんが深々と頭を下げてお願いした内容に、ドキッとする。

「ちょっと、おばあちゃん！」

　小声で抗議するものの、おばあちゃんは顔を上げてニッコリ笑う。

「どうしたの？　慌てちゃって。だって環奈も寂しいでしょ？　私が退院しちゃったら、佐々木先生と今までのように会えなくなるんだもの」

「……っ！」

　もうおばあちゃんってば、やめてよ……！

　恥ずかしくて、佐々木君の顔が見られない。すると彼は、躊躇いがちに言った。

「それは僕も同じです。……なので、岡本さんが退院後も、会う機会を作っていただけると嬉しいです」

「――え」

　咄嗟に佐々木君を見ると、彼はどこか照れくさそうにしていて、その姿に何も言えなくなる。

　おばあちゃんの退院は嬉しいけど、今後は佐々木君と会う機会が減るのかと思うと、正直寂しくもある。

　でもそんなこと、私は素直に言えないけれど、佐々木君は言ってくれるんだ。

　じわじわと嬉しい気持ちが込み上げてきて、ついニヤつきそうになり、キュッと口を結んだ。

　私も佐々木君に対する気持ちの正体がわかったら、ちゃんと伝えることができるのだろうか。正直に、佐々木君に会えなくなるのが寂しいって言える？

　自分の姿を想像してみるけど……ダメだ。想像の中だけで、もういっぱいいっぱい。

　そんな私の隣で、佐々木君の話を聞いたおばあちゃんは大興奮。

「まぁ！　それは嬉しいわ。そうだ、佐々木先生、今日はもうお上がりになるのよね？　でしたら環奈と食事に行っていただけませんか？」

　あぁ、またおばあちゃんってば勝手に……！

「おばあちゃん、それは迷惑だから」

　それに夜勤明けなんでしょ？　きっと早く帰ってゆっくりしたいはず。

「佐野さえよければ、ぜひ」

　おばあちゃんを気遣ってか、佐々木君は断ろうとしない。ますます申し訳ない気持ちになる。

　今ここで断ることなんて、できない雰囲気だよね。病院を出たところで『今日は帰ろう』って言えばいい。

　そう思って私も了承し、上機嫌のおばあちゃんを病室に送り届けたあと、エントランスで佐々木君が来るのを待つ。少しすると、私服姿の佐々木君が、駆け足でやってきた。

「待たせて悪い」

「ううん、お疲れさま」

　そして私の隣に並ぶと、彼は「行こうか」と促してきた。

「あ、佐々木君！」

「ん？」

　慌てて呼び止めると彼は振り返り、「どうした？」と私を見る。

「おばあちゃんのことは気にしないで。疲れているでしょ？　食事なんていいから」

　佐々木君のことを気遣って言ったものの、彼は悲しげに瞳を揺らした。

「岡本さんに気を遣っているわけでも、疲れているわけでもないから。……俺は佐野に会いたくて待っていたし、もっと一緒にいたいから、食事に行きたいんだよ」

「えっ……」

　そう言うと、佐々木君はちょっぴり呆れ顔を見せた。

「もっと自覚してくれない？　俺が佐野を好きだってことを。……好きだから、できるだけ長い時間、一緒にいたいと思うんだ」

　佐々木君……。

　そっか、そうだよね。……好きなら少しの時間でもいいから、一緒に過ごしたいと思うよね。

　私もそうだった。学校で先生に会えるのが楽しみで仕方なくて、ふたりっきりになると嬉しくて……。なんとなく、今の私の気持ちと似ている気がする。

　彼の体調を気遣いながらも、本音を言えばもう少し一緒にいたい、またふたりで食事に行きたいと願っているから。

「予定がなければ、何か食べに行こう」

「……うん」

　少しだけ戸惑いながらも頷くと、佐々木君は嬉しそうに笑った。

　彼の隣を歩くだけでドキドキする。やっぱり私はもうすでに、佐々木君に恋しているのかもしれない。

　食事中もずっとドキドキしていたけれど、それ以上に彼と話をしながら過ごすひと時が心地よくて、時間を忘れて楽しんだ。




「久しぶりの我が家はやっぱりいいわね。落ち着くわ」

　自宅に着くと、おばあちゃんは畳の居間を見回し、しみじみ言う。台所まで聞こえてきた声に笑いながら、ふたつの湯ゆ呑のみにお茶を注いでお盆に載せた。

「私も、おばあちゃんが家にいると落ち着くよ。この家はひとりでは広すぎるから」

　居間のテーブルに湯呑をふたつ置き、私も腰を下ろした。

　うん、やっぱり家はこうでなくちゃ。おばあちゃんがいてこそだよ。

　今日は土曜日。おばあちゃんは無事に退院することができた。佐々木君は主治医として、エントランスまで見送ってくれた。

　最後に『何かあったら、いつでも連絡して』と言って。

　お茶を啜すすりながら、いただきものの羊よう羹かんがあったのを思い出した。

「そうだ、おばあちゃんの入院中に、隣のおばさんから羊羹をもらったんだ。今食べない？」

「そうだったの。あとでお礼を言わないとね」

　再び台所へ向かい、羊羹を切ってお皿に載せて居間に戻ると、なぜかおばあちゃんは神妙な面持ちで私を待っていた。

「どうしたの？　おばあちゃん」

　それぞれの前にお皿を並べて腰を下ろし、早速食べようと爪つま楊よう枝じを手にする。

　おばあちゃんは、私の様子を窺いながら言った。

「あのね、一応入院のことを知らせておこうと思って、病院で隆りゅう一いちさんに連絡をしたの」

　手を止め、爪楊枝を持ったまま、ゆっくりと視線を上げた。

　おばあちゃんの言う〝隆一さん〟は、私のお父さんだ。今は再婚相手と、その連れ子の妹、彩あや音ねと三人で北海道に暮らしている。

　大学二年生の時に別々に暮らすようになって以来、一度も会っていない。

　おばあちゃんは、私とお父さんたちが疎遠になっていることを心配している。

　だけどそれは、向こうが私に会いたいと言ってこないのと、年末年始も私から北海道には行かないと連絡をしているから。大学の卒業式だって、『出席するよ』と言ってくれなかった。

　いくら遠く離れて暮らしているからって、そんなの家族っていえる？

「ごめんね、なかなか環奈に言えなくて」

「あ、ううん。私のほうこそごめん。……むしろおばあちゃんが入院したこと、私から連絡するべきだったよね」

　平静を装い羊羹を口に運ぶ。甘くて美味しいはずなのに、あまり味を感じられない。

「お父さんたち、元気だった？　変わりないって？」

　明るく尋ねると、おばあちゃんは頰を緩めた。

「えぇ、三人とも変わりないって。私のことも、すごく心配してくれたわ。……それと、環奈のことも気にかけていたよ」

「……そ、っか」

　気にかけていたって、そんなの建たて前まえでしょ？　私にとっての家族は、今となっては亡くなったお母さんと、一緒に暮らしているおばあちゃんだし、お父さんにとっての家族は、新しいお母さんと妹だよね。

　そんな皮肉めいたことを思っていると、おばあちゃんが言いにくそうに言う。

「それでね、隆一さん……私のことを気遣って、こっちに来てくれるって言うのよ」

「――え」

　お父さんが来る……？　嘘でしょ？

　信じられなくて、爪楊枝で刺していた羊羹をお皿に落としてしまう。

「でも、すぐには来られないようで」

　その話にホッとしたのも束の間、おばあちゃんは続ける。

「それで、彩音ちゃんが来てくれるって言うの。東京で就職したいみたいで、下見も兼ねて、環奈に代わって私の面倒を見てくれるって」

「彩音が……？」

「えぇ」

　彩音は私の七歳下の妹だ。そうなるとそっか、ちょうど就職活動の時期に入るんだ。

　彩音と最後に会ったのは、彼女がまだ中学一年生の時。彼女は明るくて天真爛らん漫まんで、可愛くて。人に甘えるのが上手な子だった。だから年頃にもかかわらず、新しい家族にもすぐに馴な染じんでいた。

　お父さんもすっかり彩音のことを気に入っていたし。……きっと心を閉ざしたままの私より、可愛かったんじゃないかな。

　それに比べて私は、新しいお母さんを受け入れることができなかった。一度も『お母さん』なんて呼べなかった。

　だって私にとってお母さんは、たったひとりしかいないから。

　それらすべてが態度に出ていたんだと思う。お父さんも新しいお母さんも、まるで腫れ物にさわるように、私に接していたから。

　その中で彩音だけは違った。私を『お姉ちゃん』と慕い、家でべったりくっついてきた。そんな彩音が可愛いと思う反面、素直になれない私は、どこか彼女と距離を置いていた。そのままお父さんの転勤が決まり、それ以来会っていない。そんな彩音が来るの……？

「やっぱり断ろうか。私ならひとりでも平気だし、朝晩は環奈がいてくれるしね」

　私を気遣い、明るい声で言うおばあちゃんの言葉に心が揺れる。

　本音を言えば、会いたくない。……でも、彩音がこっちで就職するなら下見は必要だろうし、それに退院できたといっても、おばあちゃんの体調は万全ではない。

　しばらく定期的な通院が必要だし、日中、私が仕事でいない間のことが、心配でもあったから。

「そうとなれば、隆一さんに断りの電話をしておかないと」

　そう言いながら立ち上がり、電話がある廊下へ向かうおばあちゃんを慌てて止めた。

「おばあちゃん、待って！」

　そのまま私も立ち上がり、おばあちゃんのもとへ向かう。

「彩音に来てもらおう。彩音だって家に泊まれたほうが、いいだろうし」

「でも……環奈はそれでいいの？」

　心配するおばあちゃんを安心させるように、笑顔で言った。

「もちろんだよ。彩音がいてくれたら私も安心できるし。……それに、もういい加減ちゃんとしないとだよね」

　このままずっと、逃げてばかりいてはダメだと思うから。

「彩音だけじゃなくて、お父さんたちも来るの？」

「えぇ、あとから来るって言っていたわ」

「そっか。じゃあ部屋の整理をしないとね。彩音の部屋を作らないと」

「……そうね」

　私につられるように笑うおばあちゃんだけど、その表情は硬い。私が無理しているのが、バレバレなのかもしれない。

　それでも強がるしかない。向こうから出向いてくれるんだもの。ここで向き合わないと、このまま逃げ続けることになりそうだから。

「今日の晩ご飯は私が作るね。おばあちゃんはゆっくりしていて」

「ありがとう、楽しみだわ」

　おばあちゃんを座らせ、私は台所へ向かった。エプロンをつけて冷蔵庫を開けたものの、複雑な思いに心が埋め尽くされていく。

　久しぶりに家族と会うんだもの、普通は喜ぶべきだよね。それなのに私は、憂ゆう鬱うつな気持ちになっている。……これでも家族といえるのだろうか。

　考えても答えの出ない疑問にため息をひとつこぼし、料理に取りかかった。




『え、今から妹を迎えに行くの？』

「……うん」

　数日後。仕事を終えて、夕方の飛行機でやってきた彩音を、近くの駅まで迎えに行く途中で、久しぶりに砂羽から電話がかかってきた。

『何よ、しばらく連絡取らないうちに、いろいろなことが起こりすぎなんですけど』

「ごめん、ちょっと忙しくて。……でも砂羽だって、旦那さんと幸せな毎日を過ごしていて、私に連絡するどころじゃなかったんでしょ？」

　その様子を想像しながら言うと、電話からは砂羽の『えへへ』という可愛い笑い声が聞こえてきた。

『環奈のおかげだよ、ありがとう。旦那と、環奈にお礼をしたいねーって話していて、それで連絡したんだけど……それどころじゃなさそうね』

「そうだね、ごめんね」

　大学の単位をほぼ取り終えている彩音は、二週間ほどこっちにいると聞いている。

『それよりあんたは大丈夫なの？　家族と会うの、久しぶりなんでしょ？』

「まぁ……」

　砂羽は高校以来の友人。私の家庭の事情もよく知っている。

「ずっと逃げてばかりいたけど、このままじゃいけないと思って」

『それもそうね。……でもそういう気持ちの変化が現れたのは、やっぱり佐々木のおかげなの？』

　からかい口調で聞いてきた砂羽に、すぐさま「違うから」と否定した。

　思いの外、大きな声が出ていたようで街を歩く人の注目を集めてしまい、恥ずかしくて背中を丸めた。

「家族の話は佐々木君にしていないし」

　声を潜めて抗議した。

『そうなの？　もうてっきり話しているのかと……。佐々木と再会したことで、心境の変化でも起こったのかなーと思ったけど』

　佐々木君のことをもっと知りたいと思うし、私のことも知ってほしいと思う。でも、自分から家族の話をしたいとは思えない。

『じゃあ相談してみたら？　私より佐々木のほうが、親身になって話を聞いてくれそうじゃない？』

「冗談。……佐々木君には話したくないもの」

『どうして？』

　間かん髪はつを入れず聞いてきた砂羽に、素直な思いを吐露した。

「だって、こんな話をされたって迷惑でしょ？　家族の話って特に重いと思わない？」

　中学生の時に母親を亡くして、父親はあっという間に再婚し、新しくできた家族とは疎遠になっているなんて聞かされても、困ってしまうと思うから。

　だけど砂羽からは、違った答えが返ってきた。

『なるほどね。環奈は佐々木に嫌われたくないんだ』

「え、ちょっとどうしてそうなるの？　そんなこと、ひと言も言っていないよね？」

　勝手に決めつける砂羽に、焦りを覚える。

　通行人の邪魔にならないよう、歩道の端に移動した。

「それに、家族の問題と佐々木君は関係ないし」

　ボソッと言うと、砂羽は盛大なため息を漏らした。

『これだから恋愛初心者は。……いい？　私たちもう二十八歳なのよ？　これから付き合っていくのなら、なんでも話せるような家族になる未来も見据えなきゃいけないんじゃないの？　結婚後も迷惑だから……って、佐々木に何も話さないつもり？』

「結婚って……！　飛躍しすぎだよ！」

　まだ好きかもわからないというのに、結婚の話を持ち出してきた砂羽に、ついていけない。だけど砂羽は、強い口調で畳みかけてきた。

『飛躍なんてしていないでしょ？　学生じゃないんだから、結婚を意識して当たり前じゃない』

　そう言われたって、頷くことなんてできない。結婚だなんて、私にはまだまだ先の話だから。

『それに環奈は気づいていないようだけど、話を聞く限り、もう佐々木のことを好きになっているようにしか思えないんだけど』

「……えっ？」

　私が佐々木君を？

『だって、佐々木の話をする環奈の声色がいつもと違ったし、幸せそうだった。……環奈、好きになるのに時間や理由なんて必要ないんだからね？』

　ひと呼吸置くと、彼女は先ほどとは違い、穏やかな声で言った。

『困ったことや悩み事、つらいことがあったら、佐々木に相談してみたら？　結婚した身としては、いつまでも環奈の面倒を見てあげられないからね』

　最後はいつもの砂羽節に戻り、クスリと笑い声がこぼれた。

　でも砂羽の言う通りだよね。砂羽はもう結婚している。いつまでも彼女ばかりを頼っていられない。だからこそ、彼女に聞きたいことがある。

「砂羽はさ、旦那さんになんでも話せるの？　もしそうなら、最初からそうだった？」

　家族ってなんでも話せる存在だと思う。実際に私はおばあちゃんに、なんでも話せているから。

　その存在が結婚相手になるわけだよね？　未婚の私には、正直想像できない。

　家族といっても、旦那さんは他人でしょ？　それなのに、なんでも話せる存在になるの？

　すると砂羽は『うーん……』と唸りながら、言葉を選び選び話してくれた。

『私の場合は彼が直属の上司だったから、いろいろと相談しやすかったとは思う。でもね、付き合って結婚して、環奈には悪いけど、彼は私にとって唯ゆい一いつ無む二にの存在なの』

　唯一無二の存在……。

『親や親友に話せないことも、彼にならなんでも話せるの。……きっと環奈もそういう人と出会ったらわかると思うよ。まぁ私としては、その相手は佐々木であってほしいけど』

　なんでも話せる相手、か。今の私にとって、その存在はおばあちゃんや砂羽だけだと思う。

　でも砂羽のようにいつか私も、どんなことでも話せる相手と出会うことができるのかな。もしかしたらその相手は佐々木君、なのだろうか。

　砂羽に言われるがまま想像したけれど……ダメだ、佐々木君になんでも話せる気がしない。それはやっぱり私にとって彼は、運命の相手ではないのだろうか。

　また答えの出ない無限ループに陥りそうになると、電話越しからは砂羽の陽気な声が届いた。

『とにかくあんたは、しっかり佐々木と向き合いなさい！　それと家族とも。……さっきはあんなこと言ったけど、何かあったらいつでも頼ってくれていいからね。遠慮しないで連絡して』

「うん、ありがとう」

　砂羽は昔から私のよき理解者で、私のためを思って時には厳しいことも言ってくれる。それと同時に、こうして優しい言葉もかけてくれるんだ。

　だからこそ、砂羽がうらやましくなる。家を飛び出すほど喧嘩をしても、仲がよくて唯一無二の存在だと言い切れる旦那さんがいて。

『まずは妹と頑張ってこい。おばあちゃんにもよろしくね』

「……うん」

　近々会う約束をして電話を切ったあと、スマホに向かい、心の中で感謝の気持ちを唱えた。

　ありがとう、砂羽。おかげで元気が出た。

　考えること、向き合わなくちゃいけないことがたくさんある。でも私には、強い味方がいるって再認識できたから。

　まずは家族としっかり向き合おう。ずっと背を向けてきた問題を解決したい。

　お父さんたちとこのままでいいわけがない。一生会わずに生きていくことなんて、できないもの。

「……よし！」

　歩道にはたくさんの人が行き来している。その波に乗り、彩音との待ち合わせ場所である駅に向かっていると、再びスマホが鳴った。

　歩を進めながら確認すると、佐々木君からメッセージが届いていた。

「え、佐々木君？」

　再び足を止め、端に寄る。

　ドキドキしながらスマホをタップすると、絵文字ひとつない文字が綴られていた。

【岡本さんの体調はどう？　変わりない？　何かあったらいつでも連絡して。もちろん何もなくても連絡してほしい】

「佐々木君……」

　メッセージ文を読み、胸がキュンとなる。

　そして砂羽の話を聞いたあとだからか、ある思いが頭をよぎった。

　もしかしたら佐々木君は、私に歩み寄ろうとしてくれているのかな。私が自分自身の話をするのを、待ってくれている？

　そう思うと、トクントクンと胸の鼓動が速くなる。

　私、もっと自分に自信を持ちたい。もっと佐々木君に近づきたい。今、家族の問題から逃げずに立ち向かえたら、それができる気がする。

【ありがとう。おばあちゃんは変わりなく元気です。佐々木君、今度私の話を聞いてくれる？】

　ドキドキしながらメッセージを送る。すると、すぐに返信が届いた。

【もちろん。いつでも待っている】

　また絵文字ひとつないメッセージ文だったけれど、彼の優しさを感じ、頰が緩んだ。

　砂羽の言う唯一無二の存在といつか出会うことができるのなら、それは佐々木君であってほしい。そう、願ってしまった。










誰にも取られたくない、身勝手な想い




　帰宅ラッシュの時間と重なり、待ち合わせ場所である駅の改札前は、たくさんの人で溢れていた。彩音が着いたら電話をくれることになっている。

　周囲をキョロキョロと見回すものの、肝心なことに今さらながら気づく。そういえば私、最近の彩音の姿を知らない。

　私の中の彩音は、幼さが残る十三歳の姿のまま。今はえっと……もう二十一歳だよね？　どんな風に成長しているんだろう。

　いつでも電話がかかってきてもいいようにスマホを握りしめて待っていると、前方から歩み寄ってくる女性がひとり。遠目からでもわかるほど可愛くて、ひと際目を引く人物。

　もしかして彩音……？

　ドキドキしながら姿を目で追うと、彼女はキャリーケースを引きながら、まっすぐ私のほうへ向かってくる。

　近づくたびに鮮明に見える、色白の肌にクリッとした二重瞼の目。サラサラのショートヘアは、彼女の魅力をいっそう引き立てている。現にすれ違う若い男性は、彼女を振り返って見るほど。

　でもどことなく、幼い頃の彩音の面影がある。やっぱり彩音なの？

　確信が持てず、自分から声をかけることができない。彼女のほうも、私の様子を窺っている。

　そしてお互いの距離が一メートルのところで彼女は足を止め、恐る恐る聞いてきた。

「あの、人違いだったらすみません。……もしかして、環奈お姉ちゃん？」

　懐かしい呼び方に、彼女が彩音だと確信した。

「うん。……久しぶり、彩音」

　照れくさくなりながらも言うと、彩音の表情はパッと明るくなり、勢いよく私に抱きついた。

「やっぱり環奈お姉ちゃんだった！　会えて嬉しい!!」

　ギューッと私に抱きついて喜びを爆発させる彩音に、タジタジになってしまう。こういう天真爛漫なところは、本当に変わっていない。

　懐かれて甘えられるたびに、私はどう対応していいのか困り果てていた。

　今も、行き場を失った手が宙で止まる。そしておもむろに彼女越しに周囲を見れば、私たちはかなり注目を集めていた。

「彩音、ちょっと放してもらっていいかな？　周りから見られちゃってる」

　恥ずかしくなり早口で言うと、やっと彩音は離れてくれた。

「ごめんなさい、会えたのが嬉しくてつい……」

　舌を出して笑う彼女は可愛らしくて、同性なのにドキッとしてしまう。

「お姉ちゃん、綺麗になったね。最初、本当にお姉ちゃんかわからなくて、声かけるのにドキドキしちゃったよ」

「それを言ったら私も同じ。彩音が大人っぽくなっていてびっくりした」

　私のほうこそ彩音じゃない気がして、自分から声をかけられなかったから。

「本当!?　お姉ちゃんにそう言ってもらえて嬉しいな」

　また彼女は人目を気にすることなく、私の腕にしがみついてきた。

「少しの間でも、一緒に暮らせるなんて夢みたい」

　本当に不思議なほど、彼女には出会った頃から懐かれていた。どうしてここまで慕ってくれるのかわからないほどに。

　そのたびに、どんな顔をして何を言えばいいのかもわからなくなるんだ。

「行こうか、おばあちゃんが待っているから」

「うん」

　血は繋がっていないとはいえ妹なのに、うまく接することができない。こんな調子でお父さんたちと会って大丈夫なのだろうか。

　一抹の不安を抱えながら、彩音とふたり、おばあちゃんが待つ家へと向かった。




　しばらくは私が家事を請け負うと伝えていたのに、家に帰るとおばあちゃんは、食事の準備をしてくれていた。

　でも、久しぶりに食べるおばあちゃんの料理はどれも美味しくて、食べ進めるほどにジンとなる。そんな私の横で、彩音は無邪気に言う。

「うわぁ、この煮物美味しい！　おばあちゃん、北海道に帰るまでにレシピを教えてください！」

「あら、嬉しいこと言ってくれるわね。もちろんよ」

「やったー！」

　おばあちゃんと彩音は、お父さんが再婚する時に一度会ったきり。ほぼ初対面に等しい。それなのに、この打ち解けよう……。

　ふたりで料理について楽しそうに話していて、私はすっかり蚊か帳やの外状態だ。

　日中、私が仕事でいない間はおばちゃんと彩音、ふたりっきりになるし、早く打ち解けるに越したことはないけれど……。

「おばあちゃん、この魚の煮付けはどうやって味付けしたの？」

　煮魚を食べながら質問する彩音に、おばあちゃんは嬉しそうに答えている。ふたりの様子が、昔の彩音とお父さんに重なる。

　会ってすぐに彩音は『お父さん』と呼び、抱きついた。そしてあっという間に、本当の親子のような関係になっていった。

　私だって、人と話すのが苦手なわけじゃない。でも彩音のように、すぐに仲良くなることはできない。そういうところはうらやましく思う。




　それから彩音は、就職活動をしながら積極的に家のことを手伝ってくれて、おばあちゃんを助けてくれた。

　帰宅すると、家の外にまでふたりの楽しそうな笑い声が聞こえてきて、帰るのがちょっぴり憂鬱になるほどに。

　彩音が家に居候し始めて早一週間。今日は街角イケメンコーナーの最終稿チェックで、十時からミーティングルームで薫ちゃん、笠井君と三人でくまなく確認していた。

「環奈先輩、今日何度目のため息ですか？」

「えっ？」

　急に薫ちゃんに言われ、首を傾げる。

「私、そんなにため息ついてた？」

　自覚がなくて聞き返すと、薫ちゃんは深く頷いた。

「数え切れないほどたくさんです」

「ちなみに眉間の皺しわもすごいですよ」

　ボソッと笠井君にも付け足され、咄嗟に眉間を手で押さえた。

「嘘っ!?」

「本当です」

「本当です」

　息ぴったりなふたりを前に、何も言えなくなる。

　わかっている、ため息も眉間の皺の原因も。彩音としばらく離れて暮らしていたから忘れていたけど、私……昔から彩音にコンプレックスを抱いていた。彼女は私にないものを持っているから。

　それにヤキモチを焼いているのかも。大好きなおばあちゃんと楽しそうに話していて、帰宅後、ふたりからその日の出来事を嬉しそうに聞かされて。私のおばあちゃんなのに……って変な独占欲を抱いている。

　二十八歳にもなって、何をやっているんだろう。おばあちゃんと彩音が仲良くなれて、姉としては喜ぶべきなのに。

　つい、またため息をこぼすと、すかさず薫ちゃんがツッコんできた。

「ほらまたー！　何か悩み事でもあるんですか？　私でよかったら聞きますよ」

「ありがとう、薫ちゃん。でも大丈夫、たいしたことじゃないの」

　笑って平気なフリをするものの、内心情けない気持ちでいっぱいになる。

　仕事中に後輩に心配されて、私ってば何をやっているんだろう。しっかり家族と向き合うって決めたじゃない。それなのに、彩音とはまだうまく話せないまま。

「本当ですか？　あまり無理しないでくださいね。……あ、笠井君、コーヒー淹いれてきてよ」

「なんだよ、急に」

「だって笠井君が淹れてくれたコーヒーって美味しいじゃない。それを環奈先輩に飲んでもらって、元気出してほしいなと思って」

　無邪気な笑顔で言う薫ちゃんに、笠井君は面食らいつつも、どこか嬉しそう。

「とか言って、本当はお前が飲みたいだけだろ？」

　なんて言いながら彼は立ち上がった。そしてミーティングルームを出る際、薫ちゃんの頭をコツンとした。

　途端に薫ちゃんは顔を真っ赤にさせる。ふたりのやり取りを目の前にして、こっちが照れてしまう。あぁ、本当に付き合っているんだって、小さなやり取りから伝わってくるから。

　ふたりの関係をうらやましく思いながらも、心配させてしまったことに、先輩として申し訳なくなる。いい加減、しっかり現実と向き合わないと。

　笠井君が淹れてくれた美味しいコーヒーを飲みながら、そう心に決めた。




　お昼近くにチェックを終え、三人ともグンと身体を伸ばして疲れを取る。数点気になるところを見つけ、修正を済ませた。あとはこれを入稿すればいいだけ。

「お疲れさま。じゃあ私、外に出る用事があるから、ついでに原稿を印刷所に届けちゃうね。ふたりは休憩に入って」

　原稿を手に立ち上がると、ふたりは慌てだした。

「え、私が行きますよ？」

「そうですよ、俺でもいいですし」

　先輩に行かせまいと気遣うふたりに、手を左右に振った。

「ううん、大丈夫。今度取材させてもらう予定だった飲食店から、急に今日打ち合わせできないかって言われたの。印刷所に届けて、そのままランチミーティングしてくるから気にしないで」

　そう言うと、ふたりは顔を見合わせて渋々了承。「では、お願いします」と送り出され、オフィスをあとにした。




「これでよし、と」

　原稿を納品し、ホッとした。時計を見ると時刻は十三時半前。お昼時は混んでいるだろうから、約束は十四時にしている。今頃の時間ならピークは過ぎたよね。

　お世話になる飲食店には必ず訪れ、食事をするようにしている。

　タウン誌で取り上げさせていただく以上、少しでもお店の売り上げに貢献したいから。そのためにも自分で食べて、しっかり美味しさや魅力をアピールしたい。

　今いる場所から飲食店までは、それほど距離がない。歩いて向かっている中、スマホが震えた。

　日中かかってくるのは、主に仕事関係のはず。すぐにバッグからスマホを取り出すと、彩音からの着信だった。

「え、彩音……？」

　どうして急に電話なんて？　もしかして、おばあちゃんに何かあった？

　不安を覚え、慌てて電話に出た。

「もしもし彩音、何かあったの？」

　はやる気持ちを抑えながら尋ねると、すぐに声が返ってきた。

『それはこっちのセリフだよ。お姉ちゃん帰ってこないんだもん。おばあちゃんと心配していたんだよ？』

　心配って……？　今はまだ仕事中。こんな時間に帰れるわけがないのに、何を言っているの？　けれどすぐに思い出す。

「あっ、病院っ……！」

　足を止めてスマホを頰と肩で挟み、急いでバッグの中から手帳を取り出して確認すると、今日の十四時に病院の予約が入っていて、さっと血の気が引く。

「ごめん、今すぐ行くから……っ！」

　手帳をバッグにしまい走りだしたものの、すぐに彩音に止められた。

『大丈夫だよ、もうおばあちゃんと病院に来ているから』

「えっ？」

　彼女の言葉に再び足が止まる。

『お姉ちゃん、仕事が忙しいんでしょ？　だったら私が付き添うから大丈夫』

「でも……」

　そこまで言いかけたところで、このあと打ち合わせが入っていることを思い出し、頭を抱えた。

　ダメだ、今さら断ることなんてできない。それに、ここからどんなに急いでも、佐々木総合病院までは三十分以上かかる。とてもじゃないけれど、予約の時間には間に合わない。

「ごめん、彩音。やっぱりお願いしてもいい？」

　申し訳ないけど、ここは彩音に任せるしかないよね。

『もちろんだよ。しっかり先生の話を聞いてくるね！』

　力強い声で言うと、彩音は『じゃあ、受付を済ませちゃうから』と言い、電話を切った。通話の切れたスマホを眺めたまま、途方に暮れる。

　私……何をやっているんだろう。大事なおばあちゃんの通院日を忘れるなんて。でも今日、彩音が家にいてくれてよかった。佐々木総合病院は大きな病院だから、そう簡単に予約の変更もできないだろうし。

　今日、本当は午前中の打ち合わせを終えて、半休をもらうつもりでいた。無理そうだったら、中抜けして受診後、おばあちゃんを家に送り届けて、また仕事に戻るつもりだった。それなのに……。

　スマホをバッグにしまい、トボトボと重い足取りで飲食店へと向かっていく。

　病院に行けば、久しぶりに佐々木君に会えていたんだよね。お互い仕事が忙しくてずっと会っていなかったから、顔を見たかったな。

「あっ……」

　次の瞬間、今さらながら重要なことに気づいた。

　彩音に付き添いをお願いしたってことは、彼女は佐々木君と会うことになるんだ。そう思うとモヤモヤする。彩音は誰が見ても可愛くて、性格もいい。私が男だったら、間違いなく好きになっていたと思う。

　どうしよう。……彩音と会って話をして、佐々木君が好きになったりしたら。

　子供じみた不安に襲われながらも、打ち合わせの時間が迫っていることに気づいた。

「ダメだ、今は仕事中なんだから」

　そう自分に言い聞かせて歩調を速める。バカげた考えを必死に頭の中から追い出しても、ふとした瞬間に思い出し、モヤモヤした不安は膨れ上がるばかりだった。




　打ち合わせが終わったのは十七時前だった。

「それではよろしくお願いします」

　店主に深々と頭を下げて、お店をあとにした。

　今日は会社に戻って急いでやらないといけない仕事はないし、直帰でもいいよね。会社に電話をし、薫ちゃんに直帰することを伝え、自宅へと急ぐ。

　居てもたってもいられない。気になって仕方ないから。

　駆け足で自宅に向かうと、いつものようにふたりの楽しそうな笑い声が外まで聞こえてきた。

　きっとおばあちゃんの身体には、特に問題は見つからなかったんだよね。でも佐々木君と会った彩音はどう思ったんだろう。佐々木君は彩音のことをどう思った？　知るのが怖いけれど、気になってしょうがない。

　できるだけいつも通りを心がけて、玄関のドアを開けた。

「ただいま」

「あ、おばあちゃん、お姉ちゃんが帰ってきたよ！」

　すぐに彩音の陽気な声が聞こえてきて、ドキッとする。

「そうみたいね、ご飯の用意をしちゃうわね」

　次におばあちゃんの声が聞こえてくると、こちらに向かう足音が聞こえてきた。

「お姉ちゃん、お帰りなさい。お仕事お疲れさま」

「ただいま。……彩音、今日はありがとうね」

　靴を脱いで家に上がると、彩音は嬉しそうに首を横に振った。

「全然だよ。むしろお姉ちゃんの役に立てて嬉しい」

　どこまでも純粋で可愛い彩音に、醜い感情を抱いた自分が嫌になる。

　本当、私ってば心が狭すぎる。彩音は私の代わりに、おばあちゃんの病院に付き添ってくれたというのに。

「本当にありがとう。……今度何かお礼をするね」

　そう言って廊下を進むと、すかさず彩音がついてきた。

「本当に!?　やったー！　楽しみ～」

　子供のように両手を上げて喜ぶ彩音に、つい笑みがこぼれ落ちる。

　けれど、次に彼女の口から出た名前に身体は強張り、足が止まった。

「あっ、ねぇねぇ！　お姉ちゃんって佐々木先生と同級生なんでしょ？」

　そのまま視線を彩音に向ける。すると彼女は、うっとり顔で話す。

「佐々木先生、すっごくカッコいいね！　しかも優しくて、私にもわかるように丁寧に説明してくれて！　笑顔も素敵だったなぁ」

「……っ」

　彩音が言ったことは、誰もが抱く感情だと思う。私だってそう思うもの。でもなぜこんなにも面白くないんだろう。イライラしちゃうんだろう。

「ねぇ、お姉ちゃん、今度佐々木先生と会わせてくれない？　お礼はそれがいい！　三人でどこか出かけようよ！」

　三人でって……。そんなの無理。だけど彩音は、楽しそうに話を続ける。

「どこがいいかなー。あ、そういえばこの間、ネットで美味しそうなパンケーキ屋を見つけたの！　そこに行かない？　あ、甘いものじゃないほうがいいかな？」

「えっと……」

　矢継ぎ早に聞かれ、返答に困る。それに私、このままじゃ彩音にひどいことを言っちゃいそうで怖い。

「ごめん、彩音。ひとつ忘れていた仕事があって。会社に戻らないと」

「えっ？　今から？」

　踵を返し、玄関へと急ぐ。すると、すぐに彩音もあとを追ってきた。

「帰ってきたばかりなのに？」

「うん、急いで戻らないと……。おばあちゃんにごめんって言っておいて」

　脱いだばかりの靴を履き、玄関のドアに手をかけた。

「今日は遅くなるかもしれないから、先に寝ていてね」

　彩音を見ることなく一方的に言い、家をあとにした。歩道を進み、あてもなく駆けていく。

　何やっているんだろう、私。佐々木君には返事を曖昧にしたままなのに、勝手にみっともなく嫉しっ妬として、彩音を避けて逃げた。

　きっと彩音、気にしているよね。帰ってきて早々、また仕事に戻るなんて、明らかに不自然だったもの。

　でも、あれ以上は家にいられなかった。彩音の口から、佐々木君の話を聞きたくなかったから。

　大きく呼吸を乱しながら無我夢中で走り、気づけば佐々木総合病院に来ていた。

　病院の前で足を止め、肩を上下させながら呼吸を整える。

　私……何をずっとグルグル考えていたんだろう。何年経っても佐々木君を思い出していたのも、薫ちゃんと佐々木君を会わせたくないと思ったのも、彩音に嫉妬したのも……身勝手な想いを抱くのは、佐々木君が好きだからだ。

　答えはこんなにも簡単だったのに、何に迷っていたんだろう。

　呼吸も落ち着き、大きく深呼吸をした。

　恋愛がご無沙汰すぎて、何もかも見失っていたのかも。一度気持ちを認めれば、怖いくらい好きって気持ちが溢れてくるのに。

「今はまだ、仕事中……だよね？」

　夜の静かな病院前で呟き、バッグの中からスマホを取り出す。

　まだ勤務中かもしれない。もしかしたら今日は当直かも。……わかっているのに、会いたい気持ちが強くなる。

「少しだけ……」

　三回コールを鳴らしても出なかったら、すぐに電話を切ろう。そう心に決め、電話帳から佐々木君の電話番号をタップした時だった。

「……佐野？」

　私の名前を呼ぶ声に、身体は過剰に反応してしまう。そのまま振り返ると、十メートルほど先に立っていたのは、私服姿の佐々木君だった。

「佐々木君……」

　会いたいと願った人が突然目の前に現れ、頭の中が真っ白になる。

「やっぱり佐野だ。どうしたんだ？　こんな時間にひとりで」

　私だと確認すると、彼は少し怒った様子で駆け寄ってきた。

「危ないだろ？　いくら車の通りが多いといっても、何があるかわからないんだから」

「……ごめん」

　佐々木君が本気で心配してくれているのが伝わってきて、素直に謝罪の言葉が出た。すると佐々木君は、困ったように眉尻を下げる。

「いや、こっちこそごめん。言い方がきつかった。……それよりもどうしたんだ？　もしかして、岡本さんに何かあったのか？」

　急に焦りだした彼に、首を横に振る。

「ううん、違うの」

　自分でも不思議だ。気づいたらここに来ていた。……佐々木君に会いたかったから。

「……佐野？」

　何も言わない私を心配そうに見つめてくる佐々木君。

　佐々木君はどんな気持ちで、十年もの間、私のことを想ってくれていたんだろう。どうして私は、もっと早く自分の気持ちに気づかなかったんだろう。

　考えれば考えるほど、熱い想いが込み上げ、それは涙となって溢れ出た。

「え、佐野？」

　突然泣きだした私に、佐々木君は慌てだす。

「ごめっ……」

　言葉は最後まで続かなくて、途中で途切れてしまう。

　すると佐々木君は、そっと私の身体を抱き寄せた。一瞬にして包まれた彼の温もりに、さらに涙が溢れて止まらなくなる。

「何があったかわからないけど、つらいなら我慢しなくていい。……ずっとこうしているから、泣きたいだけ泣いていいよ」

　佐々木君……。

　さらにギュッと強い力で抱きしめられ、胸が苦しくなる。

　そのまま私も彼の背中に腕を回す。佐々木君の温もりを感じながら、いろいろな感情に覆われていき、わんわん声をあげて泣いてしまった。










キミが教えてくれた




　どれくらいの時間、佐々木君の腕の中で泣いていただろうか。涙も止まった頃、少しだけ身体を離して、彼が私の顔を覗き込んできた。

「落ち着いた？」

　問いかけに頷くと、佐々木君は安心した顔を見せ、ゆっくりと私から離れた。それでもまだ至近距離なのには変わりなく、ドキドキする。

「……ん、涙も止まったみたいだな」

　そう言うと、彼の長い指が躊躇いがちに私の目元に触れた。その瞬間、思わず目をギュッとつぶってしまう。

　けれどすぐに目を開ければ、優しい瞳で私を見つめる佐々木君と目が合い、会ってからの出来事が頭の中を駆け巡った。

　私……突然泣きだして、しかもさっきまで佐々木君に抱きしめられていたよね？

　事の重大さに顔が熱くなる。

　でもそれと同時に、この気持ちがますます確かなものになった。私は佐々木君のことが好きなんだって。

　こうして今も、優しい眼差しを向けてくれる彼のことが好きなんだ。

　自覚してしまうと、今度は緊張してくる。

　あれ、佐々木君と話している時、私はいつも、どんな顔をしていた？

　そんなことさえ思い出せないほど、ドキドキしている。そして次第に、佐々木君の顔が見られなくなっていく。

「じゃあ帰ろうか、送るよ」

「――え」

　顔を上げると、佐々木君は数歩先を進んでいた。

　送っていくって……家にってことだよね？

　すぐに彩音の顔が浮かび、思わず彼の腕をつかんだ。

「え、佐野どうしたの？」

　どうしよう、なんて言えばいいの？　子供みたいに家に帰りたくないなんて、言えないよ。

　素直に本当のことを言えず、ふと気になったことを尋ねた。

「えっと……佐々木君、仕事は？」

「大丈夫。今日はもう仕事が終わって、ちょうど家に帰るところだったんだ」

「え、じゃあ疲れているでしょ？　送ってもらわなくても大丈夫だから。ごめんね、付き合わせちゃって。それじゃ私はここで……」

　一方的に言い、つかんでいた腕を離したものの、すぐさま今度は私が彼に腕をつかまれ、引き留められた。

「待って。悪いけど、このまま帰せないから」

　すると佐々木君は、私と向かい合うように立ち、言い聞かせる。

「それに、何かあったから泣いたりしたんだろ？　……何があったのか聞いたりしない。だけどその代わり、心配だからちゃんと家まで送らせて」

「佐々木君……」

　彼の優しさに、唇をキュッと噛みしめた。

　佐々木君はいつも優しい。泣いた理由を聞かないし、心配だから家まで送るって言ってくれる。だからあれほど言えずにいたのに、素直な気持ちが自然と口から出た。

「家に帰りたくないの」

「帰りたくないって……どうして？」

　すかさず聞いてきた彼に答えた。

「佐々木君も今日、病院で私の妹と会ったでしょ？　妹とは血が繋がっていないの。それに、離れて暮らしていたからずっと会っていなくて。……その妹と、ちょっといろいろあって帰りたくないの」

　言葉を濁すと彼は「そっか」と呟いたあと、何やら考え込んでいる。

「……佐々木君？」

　どうしたんだろうと思い声をかけると、彼はある提案をしてきた。「帰りたくないなら、俺の家に来ない？」って。




「おいおい、真太郎やるじゃないか！　こんなに愛らしいお嬢さんを捕まえるとは」

「お義に兄いさん、真太郎は俺の息子ですよ？　素敵な女性を捕まえて当然です」

「何を言う！　健けん太た郎ろうのくせに生意気な。内心小躍りしているんじゃないか？　このむっつりめ」

「お義兄さんにだけは言われたくありませんね。聞きましたよ？　お孫さんを溺愛しすぎて、お嫁さんに迷惑がられているそうじゃないですか。そのうちお孫さんにも嫌われますよ？」

「な、なんだと～!?」

　目の前で繰り広げられる兄弟喧嘩に、箸を持つ手が止まる。

　えっと……どうして私、ここにいるんだろう。

　思い返すと、あれよあれよという間に、佐々木君に連れてこられた気がする。

『俺の家に来ない？』と言われ、驚く私の腕を引いて向かった先は、佐々木総合病院の近くの高級住宅街。

　その中でも特に目を引く三階建ての豪邸が、佐々木君の実家だった。

　外観以上に内装はもっと豪華で、玄関に入るなり、その広さに驚愕した。三階まで吹き抜けになっていて、ガラス張りの天井からは星空が見えた。

　そして、アンティークの小物がオシャレに飾られている廊下を抜けると、二十畳以上はあるリビングダイニング。

　大きな窓ガラスからは、手入れの行き届いた庭がライトアップされているのを眺めることができて、幻想的な光景に目を奪われた。

　そして突然来訪した私を熱烈に歓迎してくれたのは、佐々木君のご両親と、お母さんのお兄さん夫婦。

　どうやら今日はホームパーティーを予定していたようだ。テーブルにはすでにたくさんのご馳走が並べられていた。

　状況が呑み込めないまま、私を交えてのホームパーティーが始まったわけだけど……ほどなくして、佐々木君のお父さんと伯お父じさんの喧嘩が勃発した。

「どうしてお前は昔からそう可愛くないんだ！」

「男に可愛らしさは不要です。第一俺が可愛かったら、気持ち悪いでしょう？」

「むっ。それもそうだが、いやっ！　そういう問題じゃない!!」

　目の前で繰り広げられている光景に唖あ然ぜんとしていると、隣に座っている佐々木君が、コソッと耳打ちしてきた。

「ごめん、気にしないで。いつものことだから」

「え、でも……」

　止めなくていいの？　徐々にヒートアップしていってる気がするんだけど、大丈夫かな？

　ひとりハラハラしている間も、佐々木君は我関せず状態で、ご飯を口に運んでいく。

「大丈夫、現に母さんたちだってほら、あの調子だし」

　斜め向かいに座っている佐々木君のお母さんたちは、ふたりの喧嘩が見えていないかのように、楽しそうに話している。

　本当だ、全然動じていない。じゃあこれが本当にいつもの食事風景なのだろうか。

　そんなことを考えている間も、ふたりの言い合いは盛り上がっていき、お互い椅子から立ち上がった。

　これにはさすがにお母さんたちも見兼ねて、ふたりの間に入った。

「もうケンちゃん、いい加減にして！」

「和かず臣おみさんもですよ！」

　あれほど言い合いをしていたのに、奥さんのひと言にふたりは口を結んだ。

　す、すごい。誰にも止められない雰囲気だったのに。

「せっかく真太郎が彼女を連れてきてくれたのに、どうするの？　こんな家にはお嫁に行きたくないって言われたら」

「和臣さんみたいな伯父がいる親戚とは、付き合いたくないって思われるかもしれませんよ!?」

　えっ！　彼女？　お嫁!?

　もしかしてお母さんたち、勘違いしている？　私が佐々木君の彼女だって。

　でも、勘違いされて当然かも。私だってびっくりしたもの。突然家に招待されて。……佐々木君はどういうつもりで、私を実家に連れてきてくれたんだろう。

　ただ単に、私が帰りたくないって言ったから？

　隣に座る佐々木君を見ると、両親や伯父さん夫婦のやり取りを、呆れた表情で眺めている。

「お義兄さんのせいですからね？　環奈ちゃんが家に嫁に行きたくないと言ったら」

「何を言う！　お前が悪いんだろう！　いちいち俺に突っかかってくるから！」

「そうさせているのは、お義兄さんでしょう」

　せっかく止まったはずの言い合いが、再び始まってしまった。

　最初はびっくりして、ハラハラしながら見ていたけれど……ふたりの話の内容に聞き耳を立てると、ちょっと……いや、かなり子供じみたことで言い合っているよね？

　まるで歳があまり離れていない、幼い男兄弟の喧嘩のよう。聞けば聞くほどそう思えてならない。

　賑やかな食卓。佐々木君は呆れているけど……ダメだ、お父さんたちの話がおかしくて我慢できない。

　つい声をあげて笑うと、お父さんたちは口を閉じ、一気に視線を集めてしまった。まじまじと見つめられ、慌てて口元を手で覆う。

　あぁ、もう私ってば何をやっているのよ。笑うなんて失礼すぎる。

「す、すみません」

　すぐに謝ると、お父さんたち四人は顔を見合わせ、嬉しそうに顔を綻ばせた。

「笑えるわよね、ふたりとも大人げなくて。……あ、真太郎はふたりとは違うから安心してね」

　お母さんはニッコリ笑ってそう言うけれど、なんて返したらいいのかわからない。

「おい灯あか里り。それはどういう意味だ」

「そうだぞ、灯里！　お兄ちゃんに向かって失礼じゃないか！」

　今度は息ぴったりにお母さんに抗議してきたお父さんたちに、思わずまた笑ってしまった。私につられるように佐々木君も。

　それからはお父さんたちが言い合いすることなく、穏やかな雰囲気でホームパーティーが進んでいく。

「環奈ちゃんのご家庭は、うちみたいに賑やかを通り越してうるさくはないわよね？」

「あっ……えっと……」

　なんて答えるのが正解だろう。返答に困っているとすかさず佐々木君が言う。

「佐野、無理して答えなくていいから」

　私にだけしか聞こえないように言うと、佐々木君はお母さんたちを見据えた。

「うちがあまりに賑やかだから、佐野がびっくりしちゃったじゃないか」

　私が答えやすいように間に入ってくれたんだ。

　本当にどこまでも優しい彼に胸をときめかされる。

　確かに佐々木君の言う通り、賑やかさに驚いている。でもそれだけじゃない。

　彼の優しさに勇気をもらい、素直な思いを伝えた。

「えっと、あの……さっきは笑ってしまいましたけど、正直うらやましく思います」

「え、うらやましい？」

　私の答えにお母さんたちは、意外そうに顔を見合わせた。

「はい。……母は私が中学生の時に亡くなりました。その後、父は再婚したのですが、私だけ家族に馴染めなくて。こんな風に大勢で食事をするのは久しぶりなんです」

　お母さんが病気になるまでは、うちもこんな風に食事中は笑いが絶えなかった。お父さんとお母さんは、喧嘩をするほど仲がいいって言葉がぴったりな夫婦だったから。

　だから、小さなことでよく言い合いをしていた。……さっきの佐々木君のお父さんたちのように。

「まぁ、そうだったの。じゃあ環奈ちゃんは今、ひとりで暮らしているの？」

「あ、いいえ。父の転勤で家族は北海道に引っ越しまして。私は母方の祖母の家にお世話になっています。祖母にはとてもよくしてもらっているのですが、いつもふたりっきりだったので、こんなに賑やかな食卓は久しぶりで楽しいです」

　だからうらやましくなった。佐々木君にとってはこれが日常なんでしょ？

　とはいえ、ちょっとしゃべりすぎたかもしれない。あまりに正直になりすぎた。

　あれほど賑やかだった食卓は、シンとしちゃっている。明らかに私のせいだよね。

　すぐに謝ろうとした時、すすり泣く声が聞こえてきた。

「うっ、うっ……。なんて健気ないい子なんだ……！　真太郎、お前いい人を見つけたな」

「ちょっと伯父さん、何泣いてるんだよ」

　佐々木君の言う通り、私の話を聞いて泣きだした伯父さんに、私はもちろん、お母さんたちもびっくりしている。

　そんな中、伯父さんは立ち上がり、ズカズカと私のもとへ来ると跪ひざまずき、ガッチリ私の手を握った。

「え、あっ、あのっ……!?」

　ダンディな伯父さんに手を固く握られ、ウルウルした目で見つめられると、妙にドキドキしてしまう。

「環奈ちゃん、ぜひ真太郎のお嫁においで！　俺たち家族が、全力で環奈ちゃんのことを幸せにしてあげるから!!」

「えっと……」

　どうしたらいいのか困り果てていると、握られている伯父さんの手を、佐々木君はすぐさま払い除けた。

「伯父さん、いつまで握っているつもり？」

　そう言うと佐々木君は、伯父さんをギロリと睨にらんだ。

「それに佐野は、俺が幸せにするから」

　プロポーズとも取れる彼の言葉に、お母さんたちは歓声をあげた。

「やだ、真太郎ってば。自分の息子ながらカッコいい」

「よく言った。それでこそ男だ」

　両親たちは、一気に盛り上がる。

　そんな中で私は、彼のセリフが何度も頭の中でリピートされ、心臓が痛くなる。だってあんなの、プロポーズみたいじゃない。それを自分の両親や親戚の前で言っちゃうなんて。

　次第に身体中の熱が上昇していく私に、佐々木君は両親たちに聞こえないよう、そっと耳打ちしてきた。

「言っておくけど、嘘でも冗談でもないから。……佐野のことが本気で好きだから、家にも連れてきたんだよ」

「……っ」

　声にならず、ただ彼を見つめることしかできない。すると佐々木君は満足げに笑った。その笑顔が眩しくて、ご両親たちが盛り上がる中、心臓はますます苦しく痛むばかりだった。




「どうぞ」

　ドアを開けて招き入れてくれる佐々木君。

「お邪魔します」

　おずおずと足を踏み入れた先は、彼の部屋。

　病院から近いのもあって、ずっと実家暮らしと聞いた。そこは彼の、完全なるプライベート空間だった。

　十二畳ほどの部屋は黒を基調とした家具で統一されていて、必要最低限の物しかない。でも本棚には、たくさんの医学書が所狭しと並べられている。

　佐々木君らしい部屋をまじまじと眺めていると、彼は部屋の真ん中にあるソファに座るよう促してきた。

「立っていないで座ったら？」

「……うん」

　言われるがままソファに腰掛けようとしたものの、すでに佐々木君が座っていて、隣に座っていいのかと躊躇する。

　でも彼はソファを手で叩いて「ここにどうぞ」と言う。

　そう言われては、座らないわけにはいかない。「失礼します」なんて他人行儀なことを言いながらそっと腰掛けると、案の定、佐々木君に笑われてしまった。

「何？　失礼しますって」

「いや、だってなんか……」

　こうして彼の部屋で、ソファに並んで座るのって恥ずかしい。それを最後まで言えず、口籠もる。そしてふたりっきりの部屋には、沈黙の時が流れた。

　どうしよう、何か話さないとドキドキしているのがバレそうで怖い。そんな思いで慌てて口を開いた。

「あの、家族同士、仲がいいんだね。今日みたいなホームパーティーって頻繁にやっているの？」

「あぁ。姉貴や従い兄と妹こたちが結婚するまでは、週に一度はやっていたかも。今は皆結婚して家から出ていったから頻度は減ったけど、それでも月に最低一度はやっている気がする」

　何げなく聞いた質問の答えにびっくりした。

「え、佐々木君ってお姉さんがいるんだ」

「もう結婚して滅多に家に帰ってこないから、なかなか会う機会がないけどな」

「そうなんだ……」

　ちょっと意外かも。佐々木君ってしっかりしているし、お兄ちゃんタイプだと思ったから。

「従兄妹とも仲がいいの？」

「そうだな、親しいほうだと思う。幼い頃はよく泊まったり、遊びに行ったりしていたから。歳も近いんだ」

「そうなんだ」

　いいな、従兄弟同士仲がいいのって。私もお母さんが生きていた頃は、従兄弟と仲良く遊んだりしていたけど、お父さんが再婚してからは親戚からも、お母さんが亡くなって間もないのに……って冷たい目で見られて、疎遠になっていったから。

「今日は悪かったな、急に家に連れてきたりして」

「ううん、そんな。楽しかったし、むしろ私が帰りたくないって言ったから、連れてきてくれたんでしょ？　……ありがとう」

　最初はびっくりしちゃったけど、楽しい時間を過ごせた。家を飛び出してきた理由も忘れるほどに。

　すると、佐々木君は言いにくそうに切りだした。

「あのさ……今日、岡本さんが受診に来た時、妹さんから聞いたんだ。……ふたりの血が繋がっていないこと」

「……そう、だったんだ」

　そういえばさっき、私が彩音とのことや親の再婚の話をしても、佐々木君はそんなに驚いていなかったよね。それは、彩音から聞いていたからだったんだ。

　妙に納得している間も、佐々木君は続ける。

「妹といろいろあったって言っていただろ？　だから家に招待したんだ」

「……どういう意味？」

　意味がわからず尋ねると、佐々木君はその理由を話してくれた。

「俺の母さんは幼い頃、伯父さんたち家族に施設から引き取られたんだ。だから、伯父さんと母さんの血は繋がっていない」

　まさかの話に驚きを隠せない。だってお母さんと伯父さん、初対面の私から見ても、本当に仲がいい兄きょう妹だいにしか見えなかったから。

「俺も最初聞いた時はびっくりしたよ。子供の俺から見ても、ふたりは仲がよかったから。……伯父さんとだけじゃない、母さんは祖じ父いさんや祖ば母あさんとも、本当の親子のように仲がいいんだ」

　そう言うと佐々木君は、切れ長の目を細め私を見つめた。

「だから、佐野を家に呼んだんだ。……母さんと伯父さんの関係を見て知ってほしかった。血の繋がりなんて、それほど大きな問題じゃないと、俺は思う」

「佐々木君……」

　確かに佐々木君のお母さんたちは、そうかもしれない。でも私は、彩音とうまく関係を築いていける自信がない。

　さっきだって私、彩音のことを傷つけてしまった。ずっと離れて暮らしていて、お互いのことをほとんど知らない。それなのに、今さら仲良くなんてできるの？

　頷くことができずにいると、佐々木君は「実は……」と、ある話をしてくれた。

「今日、妹さんから話を聞いたって言っただろ？」

「……うん」

　そういえば彩音は、佐々木君にどんな話をしたんだろう。気になって、彼の話に耳を傾けた。

「妹さんから、佐野のことが大好きなんだって気持ちが伝わってきたよ」

「えっ？」

　佐々木君は今日のことを思い出したのか、喉元を鳴らした。

「すごかったよ、佐野への愛が。……妹さん、佐野のことが好きで好きでたまらないんだろうね」

　嘘……本当に？　だけど、すぐには信じることができない。

「俺と佐野が同級生だと知ったら、佐野のことをオススメされたよ。ふたりはお似合いだって。なんなら、私がふたりの仲を取り持ちますからとも言われたよ」

「やだ、本当に？」

　彩音がそんなことを言っていたの？　だって、佐々木君のことをすごく気に入っているみたいに話していたのに。

　仲を取り持つって……もしかしてさっき、私と佐々木君と三人で出かけたいって言ったのは、そういうこと？

　やだ、どうしよう。それなのに私……っ！

　勝手に勘違いして彩音を傷つけて、家を飛び出してしまった。

　後悔に襲われて、拳をギュッと握りしめた。

「なぁ、佐野。……これはふたりの問題だし、俺がどうこう言えることじゃないってわかっているけどさ、ちゃんと話してみたらどうかな。佐野って高校生の時もそうだったけど、我慢して抱え込むタイプだろ？　それが佐野のいいところかもしれないけど、周りの人間は寂しくもあると思う。話してほしい、もっと頼ってほしいって」

　彼の思いに、胸がトクンと鳴る。

　思い返せば私、佐々木君の言う通り、昔から勝手にひとりで抱え込んで、我慢してばかりだった。

　お父さんから再婚すると聞かされた時も、内心再婚してほしくないと思っていたくせに、反対することもせず、勝手に拗ねて家族と疎遠になって……。一度も向き合ってこなかった。

　だから今、こんな風になっちゃっているんじゃないかな。彩音はいつだって、私と打ち解けようとしてくれていたのに。お義か母あさんとだって……。

「今からでも、間に合うかな……」

　不安になりボソッと呟くと、すぐに佐々木君は大きく頷いた。

「もちろん。家族なんだから、きっと佐野の気持ちをわかってくれるよ」

　力強い声で言われると、勇気が出る。彼が言うように、今からでも遅くないって思えるから不思議。

「でもいいよな、姉妹って。ほら、俺は姉貴だから、一方的に怒られてばかりでさ。喧嘩なんてしたことないかも」

「そうなの？」

「あぁ、男同士なら喧嘩が絶えなかったかもしれないけど、姉貴は強かったから。子供の頃は、母さんより姉貴のほうが怖かったくらい」

　意外な話に思わず笑ってしまった。

「ちょっと想像できないかも。佐々木君がお姉さんに逆らえないって。……会ってみたいな」

「いいよ、今度会わせてあげる。でもきっと最初は猫を被ると思うよ」

「えー、でもますます会ってみたくなる」

　佐々木君と家族の話をしていることが不思議だ。あんなに佐々木君には、話したくないって思っていたのにな。

　一度話したら、もっと彼に聞いてほしい、そして私も知りたいと思ってしまう。

「佐野は妹さんと喧嘩したことないの？」

「うん、ないかな。七つも歳が離れているし。……いつもどこかで私が避けていたから。……今回も私が彩音の話を聞いて、嫌な気持ちになっちゃって。それで気まずくなって家を飛び出してきたの」

「そっか。どんなことを言われたの？」

「それは、彩音が佐々木君のことをカッコいいって話していたから、面白くなくて」

「――え」

　途端に佐々木君は目を丸くさせ、私を凝視してくる。

　あれ、やだ私ってば、何をバカ正直に話しちゃったの？

「あっ……違うの！」

　すぐに我に返り、両手を顔の前で左右に振り、必死に否定をする。

「ごめん、今のは忘れて」

　恥ずかしくなり、身体の向きを彼とは反対方向に変える。けれどすぐに肩をつかまれ、向かい合わされてしまった。

　真剣な瞳で私を見つめる彼に、息を呑む。

「無理、忘れられないよ。……ちゃんと教えて」

　ちゃんと教えてって……言えないよ、そんなの。

　でも佐々木君は、私の肩をつかんだまま離してくれない。私が話すのを待っている。

　本当はこのまま逃げ出したい。けれど、佐々木君を好きって気持ちは、どんなにごまかしても隠し切れないよ。

　胸が早鐘を打ち続けている。

　好きって自覚したんだもの、気持ちを伝えるべきだよね。だって佐々木君は伝えてくれたもの。

　ずっと私の返事を待ち続けてくれている佐々木君に、意を決して話しだす。

「嫌だったの。彩音が佐々木君の話をするのが。……佐々木君のことを気に入ったのかもしれないって思ったら、これ以上彩音とは一緒にいたくなかった。ひどいことを言ってしまいそうで、怖くて家を飛び出してきたの」

　一気にまくし立てるように言うと、肩から彼の手がゆっくりと離れていく。

　もしかしたら引かれちゃったかもしれない。彩音は佐々木君と私の仲を取り持とうとしてくれたのに、なんて心の狭いヤツなんだろうって。

　これ以上佐々木君と向き合っていられなくて、目を伏せた。

　でもこれが私の本音だから。佐々木君にはどんな私も知ってほしい。だから言いたかった。

　けれどやっぱり言ったあと、後悔に襲われる。佐々木君が何も言わないから余計に。

　恐る恐る顔を上げると、彼の意外な姿にびっくりして目を瞬かせてしまう。だって佐々木君、顔を真っ赤にさせていたから。

「え……佐々木君？」

　すると彼はハッとし、私に顔を見られないよう腕で隠した。でも隠し切れず、赤くなった顔が見える。次第に耳まで赤く染まっていく。

　どうして佐々木君が赤面するの？　引いたんじゃないの？　こんな話を聞いて。

　目を白黒させる私に、彼はか細い声で言った。

「今のは佐野が悪いから」

「え……私？」

　思わず自分自身を指差してしまう。

「あぁ。……可愛いことを言う佐野が悪い」

「なっ……に、言ってっ」

『可愛い』と言われ、私まで恥ずかしくなる。すると佐々木君は、恨めしそうな目で私を見る。

「何？　あんなこと言って俺が引くとでも思った？　……悪いけど逆だから。嬉しいに決まっているだろ？　好きな子にヤキモチ焼かれたら」

　何それ。拗ねた子供みたいな口ぶりに、不覚にもキュンとなる。いつもの佐々木君らしくないから。

　いまだに頰を赤く染めている彼は、まっすぐ私を見据えた。

「俺だって、昔も今もヤキモチ焼いているよ。……高校生の時は先生にいつも嫉妬していたし、この前だって写真撮影の時、笠井さんは佐野と毎日一緒に仕事をしているんだと思うと、悔しくて妬やけた」

「……嘘」

　佐々木君が笠井君に？　え、だって撮影の時、いつも通りだったよね？　そんな素振り、一度も感じなかったのに。

「嘘じゃないよ」

　そう言うと佐々木君は、私の手をギュッと握りしめた。

「さ、佐々木君!?」

　咄嗟に手を振り払おうとしたものの、強い力で握られてしまう。

「佐野は俺のことをどう見ているかわからないけど、意外と俺、独占欲強いから。……できるなら、俺以外の男と話してほしくない」

　手を握られたまま、ゆっくりと距離を縮める佐々木君に、胸が苦しくてたまらなくなる。

「なぁ、佐野……。ヤキモチ焼いてくれたってことは、俺にとって都合のいいほうに考えてもいいの？」

「それ……は」

　どうしよう、ドキドキしすぎて声がうまく出ない。好きなのに、好きって言葉が出てこない。

　たまらず瞼を閉じると、佐々木君は甘い声で囁いた。

「ダメだよ、佐野。このタイミングで目を閉じたら、男は皆勘違いする」

　彼のセリフに瞼を開けると、佐々木君の端正な顔が目と鼻の先にあり、熱い瞳を向けられていた。

　少しでも動いたら唇が触れてしまいそうな距離に、心臓が止まりそうになる。

　佐々木君になら勘違いされてもいい。だって私は、佐々木君のことが好きだから。

　声にならない代わりに態度で示すように、再びそっと瞼を閉じた時、彼のスマホが鳴った。

　静かな室内に響いた着信音に、思わず首をすくめる。そのまま目を開けると、佐々木君もびっくりしていた。

　そして目が合うと、恥ずかしそうに逸らして立ち上がった。

「悪い、病院かもしれない」

「あ、うん……」

　机の上に置いてあるスマホを手に取り、彼は電話に出る。どうやら病院からのようで、専門用語を使って話す彼の声を聞きながら、先ほどのやり取りを思い出す。

　何やっているのよ、私。ダメじゃない、まずはちゃんと好きって伝えなきゃ。それを通り越して、このままキスされてもいいと思ったよね？

　胸に手を当てると、壊れてしまいそうなほど心臓が速く動いている。

　ダメだ、落ち着け自分。それに佐々木君に気持ちを伝える前に、やるべきことがあるじゃない。まずは彩音に謝って、両親と向き合うのが先だよ。

　次第に落ち着きを取り戻してきた頃、電話を終えた佐々木君が、気まずそうに私の隣に腰掛けた。

「悪い、病院からだった」

「そっか、大変だね、家に帰ってきても電話がかかってくるなんて」

「まぁな。でももう慣れたから」

　会話が続かなくなり、気まずい空気が流れる。ふと彼を見ると目が合い、お互い顔を真っ赤にさせた。

「えっと……その、さっきは悪かった」

「ううん、そんな」

　チラチラとふたりして互いの様子を窺っていると、それがなんだかおかしくて、顔を見合わせて笑ってしまった。

　ひとしきり笑ったあと、佐々木君は真面目な顔で言う。

「本当にさっきはごめん。……佐野が俺のことを好きって言ってくれるまで、その……あぁいうことは絶対にしないから」

　それはつまり、キスをってことだよね？　理解できるとまた恥ずかしくて顔が熱くなる。

　でもこういう誠実なところも好き。ダメだな、私。だいぶ佐々木君のことが好きみたい。

　一度自覚した気持ちは、限界を知らないかのように溢れて止まらなくなる。

　ふと部屋の壁にある時計を見ると、二十二時半になろうとしていた。

「あ、そろそろ帰るね」

　いつまでもいたら迷惑だよね。

　立ち上がると、佐々木君も「大丈夫か？」と心配そうに私を見ながら腰を上げる。

　最初はあんなに家に帰りたくなかったのに、今は不思議とその気持ちがない。むしろ早く彩音と会って、話をしたいと思っている。それはきっと佐々木君のおかげ。

「うん、大丈夫。……家に連れてきて、話を聞いてくれてありがとう」

　笑顔で伝えると、佐々木君は安心したのか笑みをこぼした。

「そうか。……頑張って。大丈夫、佐野の気持ちをちゃんとわかってくれるよ」

「……ありがとう」

　彼からのエールに、私も笑みがこぼれる。自然と勇気が湧いてくるよ。

　その後、佐々木君は私を自宅まで送り届けてくれた。最後にもう一度「頑張って」と言って。

　車が見えなくなるまで見送っていると、今までの時間が夢のように思える。

　だってあの佐々木君の家に行って、ご両親とも会って。……すごく楽しい時間だった。それに――。思い出してしまうのは、彼の部屋での出来事。

　今も佐々木君の手の温もりや、至近距離で見た彼の表情を、全部鮮明に覚えている。

「ダメだ、今はこんなことを思い出している場合じゃない」

　少しだけ火照った頰を手で押さえながら、自宅を見つめる。もし彩音が起きていたら謝りたい。

　時刻は二十三時過ぎ。おばあちゃんは眠っている時間。彩音はどうだろうか。玄関は防犯のため、いつも電気を点けっぱなしにしているから、起きているかわからない。

　ドキドキしながら玄関のドアを静かに開けるものの、建て付けの悪い横開きのドアは、どんなに静かに開けてもガラガラと音がした。

　肩をすくめながら靴を脱いだ時、奥からこちらに駆け寄ってくる足音が、聞こえてきた。

「お姉ちゃん!?」

「彩音……」

　泣きそうな顔で玄関に来た彩音に、どうやって話を切りだそうかと迷いが生じる。本当はすぐに謝りたいのに。

　すると彩音は、私の顔を見るなり抱きついてきた。

「お姉ちゃん、ごめんなさい！　私、無神経なことばかり言っちゃって……」

「ちょ、ちょっと彩音？」

　どうして彩音が謝るの？　悪いのは私なのに。

「謝らないで。彩音は悪くないでしょ？　……さっきはごめんね」

　すると彩音は顔を上げ、真っ赤に染まった目で私を見つめた。

「え……お姉ちゃん、怒っていないの？」

　目を瞬かせる彼女を安心させるように、笑顔で言った。

「怒っていないよ。むしろ彩音が怒るべきじゃない？　だって私が急に家を飛び出したわけだし」

「それは私が、勝手にお姉ちゃんと佐々木先生お似合い！って盛り上がって、くっつけるために三人で出かけようって言ったからじゃないの？」

　佐々木君の言う通りだ。彩音は私のためを思って出かけようって言ってくれたんだ。

「違うよ」

　すぐに否定し、佐々木君のことが好きだと伝えようと思ったけれど、恋愛の話をするなんて初めてだし、躊躇してしまう。

　それにここは玄関先。おばあちゃんが起きちゃうかもしれない。

「彩音、まだ寝なくても大丈夫だったら、私の部屋で話をしない？」

　声を潜めて言うと、彩音は「する!!」と言いながら、何度も首を縦に振った。その姿が可愛くて口元が緩む。

「じゃあ先に行ってて。何か温かい飲み物を持っていくから」

「ありがとう」

　そう言うと彩音は、スキップをしながら私の部屋へと向かっていく。その後ろ姿に和みながら台所へ向かい、ミルクたっぷりのココアを作って部屋へと向かった。

　今度こそちゃんと、彩音としっかり向き合うために。










向き合う強さ




「お姉ちゃんが淹れてくれたココア、美味しい」

「本当？　それはよかった」

　いざ謝ろうとしても、なかなか自分から切りだせずにいた。すると彩音は「フフフ」と笑う。

「懐かしいな。昔もよくお姉ちゃん、私のためにココアを淹れてくれたよね。ミルクたっぷりで甘くて美味しかった」

　私も覚えている。お義母さんに淹れてと言いづらくて、いつもお義母さんの目を盗んで自分で作っていたら、必ずと言っていいほど彩音が来たんだよね。

『私にもちょうだい！』ってせがまれて、よく彩音の分も作っていた。

「よく覚えているね」

　彩音はまだ小さかったはずなのに。

「もちろん覚えているよ。だって私、ずっとお姉ちゃんのことが大好きだもん」

　笑顔で『大好き』と言われ、一瞬ココアを吹き出しそうになってしまった。

「ずっとね、お姉ちゃんって存在に憧れていたの。だからお母さんが再婚して、お姉ちゃんができるって聞いた時は本当に嬉しかった」

「彩音……」

　大人になってから彼女の本音に触れ、チクリと胸が痛む。

　それなのに私は、彩音に心を開こうとしなかった。どこかで一線を引いていたから。だからこそもう逃げたりせず、ちゃんと彩音と話したい。

　カップをテーブルの上に置き、彩音と向かい合った。

「彩音。……気分を悪くさせちゃう話かもしれないけど、私の話を最後まで聞いてくれるかな」

　私にとって亡くなったお母さんが、かけがえのない存在であるように、彩音にとってもお義母さんは、そんな存在のはず。

　だからこそ、嫌な気持ちになるかもしれない。それでも彩音には聞いてほしい。

　すると彩音は笑顔で頷いた。

「もちろんだよ。お姉ちゃんの話、ちゃんと聞きたい」

　そう言ってくれた彼女に、私は亡くなったお母さんのこと、二年後すぐに再婚したお父さんに感じた思い、すべてを打ち明けた。

「お父さんの転勤が決まってホッとしたの。できるならしばらく会いたくないと思った。だから、お正月もお盆も会いに行かなかったの」

　彩音は最後まで口を挟むことなく、話を聞いてくれた。彼女が話を聞いてどう思っているかわからず、身体中が緊張で強張っている。

　彩音の様子を窺っていると、彼女は深いため息を吐いた。

「もう、お姉ちゃんもお義父さんも不器用すぎる」

「えっ？」

　そう言うと彩音は、私の隣にピタリと寄り添った。

「お姉ちゃん、お義父さんがお母さんにしたプロポーズの言葉って知っている？」

　そんなの知るわけがない。首を横に振ると、彩音は話してくれた。

「『娘の母親になってくれませんか？　その代わり、僕があなたのお嬢さんの父親になります。家族になってほしいんです』だって。……お義父さんはね、お母さんに『一番は亡くなった妻だ』って堂々と言っちゃうくらい、お姉ちゃんのお母さんのことが好きだったんだよ」

「……嘘」

　信じられない話に目を見開く。

「嘘じゃないよ！　今だって私とお母さんの前で、同じことを言っちゃうんだよ？　……でもそれを言ったらお母さんも同じ。まだ亡くなったお父さんのことをずっと想っている」

　お義母さんも……？

　お父さんからは、お義母さんも元旦那さんを、彩音が生まれてすぐに、不慮の事故で亡くしたと聞いている。

「ふたりとも、私とお姉ちゃんのためを思って再婚したんだよ。もちろん好きって感情もあったと思う。……でもそれ以上に、片親しかいない私たちに、家族を作ってあげたいって思ったんだって」

　そんな、まさか。だってお父さん、そんなことひと言も言っていなかったのに。

　私はずっと、亡くなったお母さんのことを忘れて、あっさり再婚したとばかり思っていた。そうじゃなくて、私のためだったなんて――。

　初めて知るお父さんの思いに、涙がこぼれそうになる。

「お母さんがね、いつも言っていたの。お姉ちゃんと同じ境遇になったら、お母さんもすぐには受け入れられない。……いつかお姉ちゃんに〝お母さん〟として認めてもらえるのを待っているって」

　彩音の話に、こらえ切れず涙がこぼれ落ちた。

　私……今まで本当に何をやっていたんだろう。どうしてもっと早く、家族と向き合おうとしなかったんだろう。逃げてばかりいた日々が悔やまれる。

「もう、お姉ちゃんてば、泣かないでよ」

　彩音にティッシュの箱を渡され、数枚取って涙を拭った。

「だって、彩音が泣かせるようなことを言うから……」

「私は真実を言っただけだよ？　……私に話してくれたように、お義父さんとお母さんにも、お姉ちゃんが今まで思っていたことを話してあげて」

「う……ん」

　涙を拭いながら返事をすると、彩音は満足そうに笑った。

　今度会ったら、彩音に話したように、ふたりにこれまで私が抱いていた思いを全部伝えよう。

「あ、そうだ！　どうして今日、お姉ちゃんは急に家を出ていったの？　私が佐々木先生とくっつけようとしたことを怒ったわけじゃないんでしょ？　だったらなんで？」

　思い出したように聞かれて一瞬戸惑ったものの、素直に打ち明けた。

「それはその……彩音が佐々木君のことを気に入ったと思ったの。だから私に仲を取り持ってもらうために、三人で出かけようって言ったのかと思って……」

　すると彩音は目を丸くさせたあと、大きく首を横に振った。

「えぇー！　そんなわけないじゃない！　だって私、付き合って二年になる彼氏がいるもん!!」

「え。そうなの!?」

　彩音に彼氏がいたなんて。……ひとりで勝手に勘違いしてバカみたいだ。

「ごめんね、彩音」

　申し訳なくてもう一度謝ると、彩音は声をあげて笑った。

「ううん、お姉ちゃんもヤキモチ焼くんだってことがわかってラッキーだよ。でもそっかー、お姉ちゃん、佐々木先生のことが好きなんだ。うんうん、お似合いの美男美女カップルだよ」

「そんなっ……！　もう、からかわないで」

「えぇー、だって本当のことだもん。ねぇねぇ、どうして好きになったの？　私に教えてよ」

　私の腕にしがみつき、可愛くおねだりしてくる彩音。そんな彩音に頰が緩んだ。

「じゃあ彩音も教えてよ。彼氏ってどんな人なの？　どうやって付き合い始めたの？　告白はどっちから？」

「やだ、お姉ちゃんってば、一気に質問しすぎ」

「だって気になるから」

　この日の夜、私と彩音は初めてたくさん話をした。恋愛の話はもちろん、学生時代の話や亡くなった親のこと。

　夢中で語り通して、気づけば夜が明けていた。




　その後、彩音を迎えに来た両親と久しぶりに会い、おばあちゃんと彩音が気遣ってくれて、初めて両親と私の三人だけで話をした。

　最初はぎこちなかったけれど、勇気を出して自分の思いを伝えると、お父さんもお義母さんも、私以上に涙を流した。

　また、初めてふたりの口から私と彩音への思いを聞き、つられるように泣いてしまったんだ。

「なんかおかしいね、親子揃って泣くとか」

「そうだな」

　涙も落ち着いてきた頃、今度はおかしくなって笑ってしまう。

「それにしてもお父さん、どうして再婚する時にちゃんと言ってくれなかったの？　言ってくれたら私、こんなにずっと悩まずに済んだのに」

　昔のようにお父さんに対して怒りながら言うと、お父さんはタジタジになる。

「いや、それはすべて、環奈のためを思ってだな……！」

「だったらなおさら言ってほしかった。……そうすれば私、もっと早く皆と本当の家族になれていたのに」

　唇を尖らせながら言うと、ふたりは信じられないというように顔を見合わせた。

「ほ、本当だからね！　……最初からふたりの気持ちを知っていたら、あんなに可愛げない態度を取らなかったと思う」

「環奈……」

　そりゃ最初は反発したかもしれない。『私にとってお母さんは、たったひとりしかいない』って。でもお父さんの気持ちを聞いていたら、少しずつでも歩み寄ろうとしていたと思う。だって、今の私がそうだから。

「ねぇ、お父さん。……お義母さん。今年のお盆とお正月は会いに行くから、ご馳走用意して待っていてくれる？」

　すぐに本当の家族みたいになるのは無理だと思う。でも少しずつでもいい。彩音やお父さん、お義母さんと、本物の家族になっていきたい。

　けれどやっぱり素直に言えない私は、これが精いっぱい。それでも私の気持ちはふたりに伝わったようで、両親はまた涙目になる。

「あぁ、美味しいご馳走を、食べ切れないほど用意して待っているから、いつでもおいで」

「環奈ちゃん、北海道の食べ物って本当に美味しいのよ。……環奈ちゃんの家なんだから、いつでも帰ってきてね」

　ふたりに優しい言葉をかけられると、私までまた泣いてしまいそうになり、奥歯をギュッと噛みしめた。

「はい、ありがとうございます」

　だいぶ遅くなったけど、きっとこれから本当の家族になれるよね。……ううん、なるんだ。それが亡くなったお母さんの願いでもあると信じたい。

　この日はお父さんたちもおばあちゃんの家に泊まり、次の日は家族四人で東京観光へ繰り出して、ぎこちないながらも楽しい時間を過ごした。




「行っちゃった……」

　空港で三人が乗った飛行機を見送ったあと、空を見つめながらポツリと漏れた声。

　楽しい時間を過ごせたからこそ、寂しくなる。でも、家に帰ればおばあちゃんがいるもの。それにこれからは、会いたくなったら、いつでも会いに行けばいい。そうやって距離を縮めていけばいいんだ。

　私、頑張ったよね？　これまでの私より、少しは強くなれたよね？

　バッグから取り出したのはスマホ。一度勇気を出すことができたんだもの、佐々木君に対してだってできるはず。今度こそ、好きってちゃんと伝えられるはず。

　思い切って自分からメッセージを送った。

【今度、ふたりで会えないかな？】と。










十年分の時間を埋めるように……




　たくさんある可愛い服の中から数着厳選し、試着室に持ち込んだ。そして早速袖を通しては、鏡の前でくるくる回って確認していく。

「砂羽、これはどうかな？　私的には一番お気に入りなんだけど」

　カーテンを開けて、外で待っている砂羽に聞くと、彼女は私の頭のてっぺんからつま先までまじまじと眺めたあと、グーサインを出した。

「うん、私もやっぱりこれが一番いいと思う！」

「本当？　じゃあこれにしよう」

　試着しているのは、白の生地に花柄がプリントされたワンピース。一目見て気に入った。それからサンダルにバッグ、アクセサリーも砂羽に一緒に選んでもらいながら、一式購入した。




「今日はありがとうね、おかげでいい買い物ができた」

「ううん、私も久しぶりに環奈に会えて、一緒に買い物して楽しかった。こっちこそ、誘ってくれてありがとう」

　時刻は十五時過ぎ。お茶をしに近くのカフェに入った。

　お互いアイスコーヒーとショートケーキを注文し、冷たいコーヒーで喉を潤し、美味しいケーキを堪能していく。

　実は明日の日曜日、佐々木君と会う約束をしていた。

　私から【ふたりで会わない？】と誘うと、せっかくだからどこかに出かけようと言われ、慌てて砂羽に声をかけて、買い物に付き合ってもらったんだ。

「きっとあの服を着た環奈を見たら、佐々木も惚れ直しちゃうと思うよ」

　ニヤニヤしながら言う砂羽に、「そうやってすぐにからかうのはやめて」と文句を言う。

「本当だって。やっと環奈が幸せになれるかと思うと嬉しいよ。……明日、好きだって伝えるんでしょ？」

「……う、ん」

　照れながらも認めると、砂羽は前のめりになって私との距離を縮めた。

「そうだよね、十年も想い続けてくれて、環奈に家族と向き合うよう、背中を押してくれたら、もうベタ惚れしちゃうよね！　私が環奈の立場でも、間違いなく佐々木のことを好きになっていたと思うな」

　声を弾ませて言う砂羽に、押されぎみの私。

「よかったね、お父さんたちと和解することができて。……ちゃんと明日、佐々木にも報告して、しっかり告白してきなさいよ？」

「……うん、そのつもり」

　背中を押してくれた佐々木君に、彩音や両親とちゃんと話せたことを、直接会って報告したい。そして今度こそ「好き」って伝えるんだ。

「頑張ってこい。いい報告を聞けるのを楽しみにしているよ」

「ありがとう」

　その後、砂羽と旦那さんのラブラブな話を聞いたりして、楽しいひと時を過ごし、夕食の準備に間に合うよう、十七時には別れて家路についた。




　帰宅後はおばあちゃんと夕食を食べてからお風呂に入り、明日に備えて寝る準備をしたものの、緊張してなかなか寝つけず、高校の卒業アルバムを見ていた。

　ページをめくると懐かしい顔ぶれが目に入る。その中には、私と佐々木君の姿もあった。

「本当……卒業式の日に告白されるまで、全然気づかなかったな」

　佐々木君に想ってもらえていたなんて、思いもしなかった。それから十年間、毎年佐々木君のことを思い出していたけれど、近年は特に気になっていたかもしれない。

　おばあちゃんの病気をきっかけに偶然再会して、約束通りまた告白された。

　自分の気持ちに気づくのに時間がかかっちゃったけど、本当は私、十年前に彼に告白された時から、ずっと意識していたんだと思う。

　でも、誰だって期待しちゃうよね。十年後……だなんて言われたら。

「明日、たくさん好きって伝えよう」

　佐々木君は何回も私に気持ちを伝えてくれた。だからこそ私も、いっぱい伝えたい。

　そう心に決め、布団に潜り込んだ。




　次の日。約束の時間は十時なのに、いつもより早く目が覚めてしまった。でも、時間はいくらあっても足りない。朝食を済ませたあと、顔を洗い、念入りにメイクを施していく。

　そして、昨日買った服に腕を通して髪をセットし、鏡の前でチェックを終える頃には、約束の時間の十五分前になっていた。

「嘘、もうこんな時間!?」

　急いでバッグを手にし、おばあちゃんに出かけることを告げて玄関から外に出ると、雲ひとつない青空が広がっていた。それだけで気分が晴れやかになる。

「……よし！」

　気合いを入れて歩道に出ると、すでにそこには一台の車が停まっていた。

　あの車、佐々木君のだよね？　以前送ってもらった時に乗っていたのも、黒のセダンだったはず。

　ドキドキしながら近づいていくと、私に気づいた佐々木君が、車から降りてきてくれた。

「おはよう、佐野」

　そして向けられた眩しい笑顔に、胸がギューッと締めつけられる。

「あ、おはよう」

　小走りで彼のもとへ向かうと、佐々木君にジッと見つめられる。

　どうしよう、すごく見られている。今日着ているワンピース、ちょっと可愛すぎたかも。もっと大人っぽい服にすればよかったかな。

　変な焦りを覚えていると、佐々木君は目を細めた。

「今日の佐野、すごく可愛い。びっくりした」

「えっ？」

「その服、佐野によく似合っている」

　立て続けに褒められ、嬉しさと恥ずかしさから「わー!!」と叫びたい衝動に駆られる。

「……ありがとう」

　お礼を言うだけで精いっぱいだ。

「どういたしまして。……どうぞ」

　そう言うと、佐々木君は紳士のふるまいで、助手席のドアを開けてくれた。

　ちょっぴりお姫様になった気分に浸りながら、車に乗り込む。すると、すかさずドアを閉めてくれて、佐々木君も運転席に乗り込んだ。

「じゃあ、出発するな」

「うん、お願いします」

　佐々木君はクスリと笑い、車を走らせた。

　見慣れている道なのに、好きな人が運転する車で通ると、また違った景色に見える。こんな小さなことでドキドキしていて、ちゃんと佐々木君に好きって言えるのかな。

　不安に襲われながらも、すぐにこの前のお礼と報告することを思い出した。

「佐々木君、あの……この間は本当にありがとう。佐々木君のおかげで、妹とも両親とも、ちゃんと話をすることができたの」

「本当に？　よかったな」

　声からも佐々木君も喜んでくれているのが伝わってきて、また私の胸は高鳴る。

「でも全部、佐野が頑張ったからだよ。……ご家族も佐野の気持ち、ちゃんとわかってくれただろ？」

「……うん」

　彩音もお父さんもお義母さんも、私の気持ちを理解してくれた。それがすごく嬉しかった。

「これから少しずつ距離を縮めていきたいと思っている。理想は佐々木君のご家族みたいに、笑いが絶えない家族になりたい」

　ちょうど信号が赤に変わり停車すると、佐々木君は優しい瞳を私に向けた。

「大丈夫、きっとすぐになれるよ。……でも、俺の家を理想にしないほうがいいと思うぞ？　迷惑していることも結構あるんだ」

　うんざり顔で言うと、信号が青に変わり再び車を発進させた。

「そうなの？　すごく素敵なご家族だと思うけど」

　優しくて面白くて、何より仲がいいんだなーて思った。けれど、どうやら佐々木君にとってはそうではないようだ。

「仲がよすぎて、いろいろと家族のイベントには付き合わされるし、親にはなんでも報告しないといけないんだ。……佐野も、うちの家族になったら苦労がわかるよ」

「……えっ!?」

　ワンテンポ遅れて反応すると、佐々木君は前を見たままクスクスと笑う。

「言っておくけど、その苦労は絶対理解してもらうからな」

　グイグイ責めてくる佐々木君に、何も言えなくなる。

　そしてまだ付き合っていないし、何より「好き」とも伝えていないのに、佐々木君との結婚生活を想像してしまった。そんな幸せな苦労なら、全然苦じゃないと。

「今日さ、映画でも観にいかない？」

「あ、うん、いいよ」

「了解。じゃあ、まずは映画館へ行こう」

　ひとりで勝手に妄想して、恥ずかしくなる。妄想の前に、まずは佐々木君に告白しなくちゃいけないというのに、何を考えているのやら……。

　それに一日はまだ始まったばかり。まずは佐々木君との初めてのデートを楽しむべきだよね。緊張するけど、それ以上にわくわくもしている。

　食事には行ったことがあるけど、こうして一日一緒に過ごすのは初めてだから。

　映画館に着くと、彼が観ようと提案してきたのは、子供から大人までファンが多くいる、有名な制作会社のアニメ映画だった。

「え、佐々木君これでいいの？」

　私は昔から好きだったし、今回の新作映画も観に行こうと思っていたから嬉しいけど、佐々木君はつまらないんじゃない？

　心配になり聞くと、彼は首を振った。

「うん、俺もこれが観たいんだ」

「そうなの？」

　だったらいいのかな、一緒に観ても。

　チケット代もドリンクやポップコーン代も、佐々木君が全部支払ってくれた。

　席に着き、映画が始まるのを待つ。

「ごめんね、何から何まで」

「何言ってるの、俺が出したいだけだから気にしないで。それより佐野、映画館でポップコーンは絶対食べるんだろ？」

「えっ、どうしてそれを？」

　急にそんなことを言われて困惑する。確か佐々木君に、その話をしたことはなかったはずだけど。

「高校の時、よく友達と休み時間に教室で話していただろ？　……この映画を製作した会社の作品が好きだってことも、映画を観る時はポップコーンを絶対食べることも。それを聞いていたんだ」

「そうだったんだ……」

　そういえば私はよく、教室で友達に映画の話をしていた気がする。それを佐々木君は覚えてくれていたんだ。

「佐野が好きだと知って、俺も観るようになってさ。そしたらすっかりハマっちゃったってわけ。だから、今回の新作も楽しみにしていたんだ」

　少しだけ照れた様子で話す彼に、また好きって気持ちが積み重なっていく。

「あ、始まる」

「う、うん」

　映画館内の照明は落とされ、予告編が始まった。会話をやめて、私と彼はスクリーンへ視線を向ける。でもいまだに、私の胸の鼓動は早鐘を打ったまま。

　些細なことで、佐々木君に本当に十年間想われていたんだと実感していく。十年分の想いを、これから返していきたい。

　映画を観ながら何度も思った。




「今回も面白かったな。ラスト、泣きそうになったよ」

「うん、私も」

　笑いあり涙ありの、最高の作品だった。またＤＶＤが出たら買わなくちゃ。

　映画の話で盛り上がりながら、映画館をあとにする。すると、次に佐々木君が行こうと提案してきたのは、映画館から徒歩で行ける範囲にある複合施設。

　商業施設はもちろん、水族館も入っていて、いつもたくさんの人で混雑しているところだった。

　映画熱が冷めず、感想を語り合いながら昼食を済ませて、水族館へと向かった。

「うわぁ、可愛い」

　都内に住んでいながら、実はここに来たのは初めてだった。それに、水族館に来たのも久しぶり。

　ちょうどペンギンのお散歩タイムの時間と重なり、たくさんのペンギンが、愛らしい姿で歩いているところを見ることができた。

「ペンギンって、どうしてあんなに可愛く歩くんだろうな」

「うん」

　一生懸命歩く姿に癒やされる。しばし眺めていると、突然佐々木君が「フフッ」と笑いだした。

「どうしたの？　急に笑ったりして」

「いや、なんかペンギンの歩き方が、どことなく佐野に似ているなって思って」

「えっ！　嘘!?」

　ペンギンの歩き方と似ているって……。もう一度まじまじとペンギンを眺める。

「私、あんな風によちよち歩いているの？」

　引きつる顔で尋ねると、佐々木君は頷いた。

「うん、なんとなく似ている」

　ガーンという効果音が頭の中で鳴る。本当に？　自分じゃわからないけど、もしそうなら恥ずかしい。今度から気をつけないと。

　すると佐々木君は急に私の顔を覗き込んできたものだから、思わずのけ反る。そして目を瞬かせる私に、ニッコリ微笑んだ。

「言っておくけど、可愛いって意味だからな？」

「なっ……！」

　もしかしてからかわれた!?　絶対そうだよね？

「もう！」

　思わず彼の肩を叩くと、佐々木君は笑いながら「ごめん」と言う。

　本当に悪いと思っているのかな？　でもこうしたやり取りが楽しい。

　そのあとも、ゆっくりと館内を見て回った。




「水族館、楽しかったな」

「うん。癒やされたね」

　水族館を出る頃には十六時半を過ぎていた。ゆっくりと歩きながら駐車場へと向かっていく。

「食事して帰ろうか」

「……うん」

　そろそろ一日が終わりを迎えようとしている。食事を終えたら、いよいよ告白するんだと思うと身体中に緊張がはしる。

　今日だけで、佐々木君のことをまた好きになった。きっとこの先、もっともっと好きになっていくと思う。そのたびに好きって気持ちを伝えていきたい。

　そんなことを考えながら歩いていると、隣を歩く彼がポツリと呟いた。

「なんか夢みたいだな」

「えっ？」

「ずっと思い描いていたんだ。休日に佐野とデートするのを。……それが十年越しでやっと叶ったからさ。正直まだ夢心地」

「佐々木君……」

　彼の想いに胸が熱くなる。

「想像していたんだ、映画館や遊園地、それに水族館にふたりで出かけたら、どんなに楽しいだろうって。その夢が今日一日でたくさん叶って嬉しいよ」

　何それ。そんなことを言われたら、胸が苦しいほどドキドキしちゃうじゃない。

　思わず足が止まる。

　嬉しいのは私のほうだよ。それに私だって、今日が楽しみで仕方がなかった。この日のために洋服からバッグ、アクセサリーまで全部一式新調してしまうほどに。

「佐野？」

　突然足を止めた私に気づき、不思議そうに私を見つめてきた。

　嬉しい、楽しいって思っているのは佐々木君だけじゃないってわかってほしい。

「夢じゃないよ？」

「――え？」

　驚く彼に、自分の想いを伝えていく。

「またふたりで出かけよう。……私も今日、ドキドキしたけどすごく楽しかった。もっと佐々木君といろいろなところに出かけたい」

「佐野……」

　そして叶うのなら、これから先の人生も、ずっとそばにいたい。

　驚く彼を前に、大きく深呼吸をする。

「あのね、佐々木君」

　伝えるんだ、彼が私に何度も伝えてくれたように、好きって気持ちを全力で。

「私……」

　バクバクと高鳴る心臓を抑えて、勇気を振り絞った時、急に辺りが騒がしくなる。

「キャー、誰か！」

「大丈夫ですか!?」

　叫び声と助けを求める声に、私の声はかき消された。すぐに周囲を見回すと、人だかりの隙間から男性が倒れているのが見えた。

「悪い、佐野。ちょっと待ってて」

「う、うん」

　すぐに医者の顔になった彼は、一目散に駆けつける。私も心配であとを追った。

「すみません、通してください、医師です。どうされましたか？」

　人をかき分けて男性のもとへ向かうと、一緒にいた女性が泣きながら説明した。

「主人が突然倒れて……！　お願いします、助けてください！」

　懇願する女性に頷き、佐々木君は男性の容体を確認する。

「マズいな、心肺停止している」

　すぐさま心臓マッサージを始めた佐々木君は、周囲を見回した。

「近くにＡＥＤを設置している場所があるはずです。誰か急いで持ってきてください！　それと救急車も呼んでください」

　佐々木君の声に周囲にいた数人が「持ってきます」と言って走りだす。

　その後、ひとりが持ってきたＡＥＤで素早く心肺蘇そ生せいを行い、男性は無事に息を吹き返した。

　ちょうど救急車も到着し、佐々木君は駆けつけた救急隊員に、どこかに電話をかけながら状況を説明していく。

　突然の出来事に、私はただ呆然と見守ることしかできなかった。

　次第に佐々木君はお医者さんなんだって実感させられていく。動じずに素早く対応し、人の命を救っちゃう人なんだ。

　さっきの佐々木君、本当にカッコよかった。私と同じように静観していた人たちからは拍手と歓声が起こる。私も一緒になって佐々木君に拍手を送った。

　電話を終えた佐々木君は恥ずかしそうに小さく一礼し、人混みの中で私を見つけると、慌てた様子で駆け寄ってきた。

「佐野、ごめん。うちの病院に搬送してもらおうと思って。このままあの男性について病院に戻ることにするよ。……ごめんな、途中で」

　申し訳なさそうに謝る佐々木君に、すぐさま首を左右に振る。

「ううん、気にしないで。……それより大丈夫？　お休みなのに」

　ましてや今日は朝から付き合わせてしまった。疲れていないか心配になる。

「大丈夫、楽しかったから仕事も頑張れるよ。……また連絡するから」

「うん、頑張って」

　救急隊員に「お願いします」と呼ばれ、佐々木君は足早に去っていく。そして彼を乗せた救急車は、サイレンを鳴らして走っていった。

「行っちゃった……」

　でもあの男性が一命を取り留めたようでよかった。それに告白なら、また今度すればいいよね。

　そう自分に言い聞かせ、最寄り駅に向かうものの、足取りは重くなる。

　本当は今日、好きって伝えたかった。今度っていっても、いつになるのかな。今日だって、やっと会えたのに。

　私は基本土日が休みだけど、佐々木君はそうはいかない。不規則だし、何より今みたいに急患が入ったとなれば、呼ばれることもある。だから今日、どうしても言いたかったな。

　このままずっと、佐々木君に気持ちを伝えられないってことはないよね？

　不安に襲われながらも最寄り駅に着き、改札口を抜けようとした時、懐かしい声が私の名前を呼んだ。「……もしかして、佐野か？」って。




「いやー、本当にびっくりした。どことなく似ているなとは思ったが、まさか本当に佐野だとは」

　騒がしい店内で陽気な声で話しかけてくる人物を目の前にしても、いまだに信じられないでいる。

「それは私のセリフです。……まさか浅野先生に会うとは、夢にも思いませんでした」

　駅で私に声をかけてきたのは、十年ぶりに会う初恋の人、浅野先生だった。

「でも偶然会えて嬉しいよ。こうして教え子と酒を飲むのが夢だったんだ」

　先生は目尻に皺を刻んで笑う。

　十年経って皺は増えたけれど、屈託のない笑顔は変わらない。

　先生とやってきたのは、駅中にある居酒屋。ビール二杯とおつまみを注文し、早速乾杯した。

「最高だな、教え子と飲むビールは」

「もう、先生ったら。オヤジみたいですよ」

　勢いよくビールを飲む姿に笑ってしまう。

「もう立派なオヤジだよ。俺もそろそろ四十歳になるんだから」

　そっか、先生はもう四十歳になるのか。そういえば、私が先生と出会った頃、先生は二十八歳だった。……今の私と同い年なんだ。

　そう思うと感慨深い。きっと先生にとって私は、ただの生徒でしかなかったんだろうな。だって、今の私が男子高校生相手に恋愛感情を抱けるかって聞かれたら、無理だもの。子供としか思えないから。

　ふと先生の左手が視界に入る。薬指には指輪がはめられていた。

「先生、ご結婚されたんですね」

　すると先生は照れくさそうに、右手で左手の薬指を撫でた。

「あぁ、五年前にな」

　五年前……。そう、だよね。先生の年齢なら結婚していて当たり前だよね。

「子供もひとりいるんだ。もう少しでふたり目も生まれる」

「え、すごい。おめでとうございます」

「サンキュ。……見るか？」

　そう言うと先生は嬉しそうにスマホを取り出し、二歳くらいの男の子とお腹の大きな奥さんが写った写真を見せてくれた。

「可愛い。……それに奥さん、綺麗な方ですね」

「まぁな、先生にはもったいない人だ」

　そう話す先生に笑ってしまった。

　突然の再会にびっくりしちゃったけど、やっぱり私にとって、先生は初恋の人なんだ。でも、もう過去の思い出になっている。だって、先生から奥さんや子供の話を聞いても、嫌な気持ちにならないから。

　昔好きだった人の幸せそうな姿を見たら、どう感じるんだろうって思っていたけれど、意外と平気なんだね。むしろ先生が幸せそうに奥さんや子供の話をすると、私まで嬉しくなるから不思議だ。

　昔話に花を咲かせていると、ふと先生が尋ねてきた。

「佐野、ご家族とはどうなんだ？　あれからうまくいっているのか？」

　心配そうに私を見る先生は、何も変わっていない。いつもこうして気にかけてくれていたよね。昔から心配かけてきた先生を安心させるように、笑顔で伝えた。

「はい、おかげさまで。……といっても、つい最近なんです。……ある人のおかげで家族と向き合うことができました。今は頑張って、距離を縮めているところです」

　私が家族と向き合う勇気を出せたのは、佐々木君のおかげ。

「そっか。……よかったよ、佐野が幸せそうで」

　安心したように言うと、先生は顔を綻ばせた。

「そのある人は、お前にとって大切な人なんだろうな。今の佐野、いい顔をしている」

　大切な人――。うん、そうなのかも。私にとって佐々木君は、もう大切な人なのかもしれない。

　こんなに好きって思えたのは、佐々木君が初めてだから。先生にも抱いたことのない醜い感情を持ったのも、全部初めて。

「だったら言いたいことはちゃんと言えよ？　佐野は昔から我慢するところがあるからな。今もまだそうじゃないのか？　……時にはワガママを言ったっていいんだ」

「先生……」

　先生も気づいてくれていたんだね、私のダメなところを。

　たくさん教え子がいるはずなのに、今でも覚えてくれていたのがすごく嬉しい。それだけで高校三年間、先生のことを想ってきた私の気持ちが報われた気がした。

「まぁ、そこが佐野のいいところでもあるんだけどな。……でもな、佐野」

　そう言うと、先生はまっすぐ私を見つめた。

「大切な相手だからこそ、思ったこと、感じたことには素直に言わないと。あとからじゃ遅いんだ。伝えたい時に伝えないと届かない」

　先生の言葉が、胸の奥深くに突き刺さる。まるで今の私に言われているようだから。

　佐々木君に今日想いを伝えようと思っていた。

　でもそれは叶わず、次の機会に……って思っていたけど、それじゃ遅いんじゃないかな。今、伝えないとダメな気がする。このまま言えなくなりそう。

　そう思うと、居てもたってもいられなかった。

「先生、ごめんなさい。……今から後悔しないように、大切な人に想いを伝えに行ってもいいですか？」

　勢いよく立ち上がると、先生は目を見開いた。けれどすぐに目尻に皺をたくさん作って笑った。

「おう、行ってこい。ここは俺が出しておく。……同窓会で会った時に、いい報告を聞けるのを楽しみにしている」

「……はい！」

　ありがとうございます、と言いながら大きく一礼し、居酒屋をあとにして夜の街を駆け抜けていく。

　伝えたい時に言わないと、気持ちは伝わらない。私、早く佐々木君に好きって気持ちを届けたい。

　その一心で、佐々木総合病院へと急いだ。










十年越しの両想い




【佐々木君にどうしても伝えたいことがあるの。病院前の公園で待っています】

　向かう途中で彼に送ったメッセージに、まだ既読マークはついていない。きっと忙しいんだよね。

　佐々木総合病院前にある大きな公園。前に一度、佐々木君と訪れたことがあったけれど、ひとりで来るとちょっぴり怖いかも。

　街灯はついていて明るいけど、誰もいない静かな公園は、不気味さを感じさせる。でも病院前は車通りが激しいし、危なくはないよね。

　そう自分に言い聞かせ、街灯の下にあるベンチに腰掛けた。そしてもう一度スマホを確認してみるものの、まだ既読マークはついていない。

　勢いでここまで来ちゃったけど、佐々木君、もしかして朝まで仕事ってことはないかな。

　自分の無鉄砲な行動に、少しだけ後悔する。――でもやっぱり早く伝えたい。

　時刻は二十一時になろうとしていた。日付が変わる頃まで返信がなかったら、諦めて帰ろう。そう決めて待つこと十分。

「佐野っ!?」

　遠くから聞こえてきた私を呼ぶ声に、思わず立ち上がる。そして周囲を見回していると、灯りの先に彼の姿を捕らえた。

「佐々木君！」

　気づいたら、勝手に佐々木君に向かって走りだしていた。早く会いたい、伝えたい一心で。

　小高い丘がある芝生の前でお互い足を止め、見つめ合う。

　佐々木君は白衣を身に纏ったままで、走ってきてくれたのか髪は乱れ呼吸も荒い。

「佐々木君……」

　別れて間もないのに、会えただけで涙が溢れそうになるのはなぜだろうか。すぐに好きって伝えようとしたけど、先手を打たれてしまった。

「何やってるんだよ、こんな時間に夜の公園にひとりでいるなんて。危ないだろ!?　俺がメッセージに気づかず、もし何かあったらどうするんだ!?」

　いつになく声を荒らげる彼に身体がすくむ。けれど佐々木君は心配して怒ってくれているんだとわかるので、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「ごめんなさい。でもどうしても、佐々木君に会いたかったの」

「だったら人が多い場所か、家で待っていて。そうしたら俺から会いに行くから。……佐野に何かあったらと思って、気が気じゃなかった」

　切羽つまった顔で言うと、彼は私を引き寄せた。そして私の存在を確かめるように大きな手が背中を行き来している。

「もし公園にいなかったら、どうしようかと思ったよ。……よかった、何もなくて」

「佐々木君……」

　さらに強い力で抱きしめられ、胸が締めつけられていく。

　白衣についた消毒液の匂いが鼻を掠め、ツンとなる。

　胸がいっぱいで、ただもっと佐々木君の温もりを身体中で感じたくて、彼の広い背中に腕を伸ばした。

「ごめんね。……だけどやっぱり今日、佐々木君に好きって伝えたかったの」

　想いは溢れ出し、あれほど言えずにいた二文字の言葉が、いとも簡単に口をついて出た。

「――え」

　すぐさま彼は私の身体を離し、瞬きせずに凝視してくる。

「佐野……今、なんて言った？」

　信じられないと言うように私を見つめる佐々木君に、素直な想いを吐露した。

「佐々木君のことが好きなの。……気づくの、遅くなってごめんね」

　なかなか認められずにいた想いだったから。

「卒業式の日、佐々木君に告白されてから、毎年桜の季節になるたびに佐々木君のことを思い出していたの。それは、約束の十年が近づくたびに増えていった。もしかしたら私は、もうずっと佐々木君のことが好きだったのかもしれない」

「佐野……」

　驚き固まる彼に、十年分の想いを伝えていく。

「私ね、浅野先生のことをずっと好きでいる自信があったの。……自分はお父さんとは違う、たったひとりの人を一生好きでいるって、変な見栄を張っていたのかもしれない。でも実際は、会わなくなると少しずつ気持ちは消えていった。結局変わらない想いなんてないんだって悲観的になっていた」

　それからは、恋愛することに臆病になるばかりだった。

「でも佐々木君は違った。こうして再会して、十年分の気持ちを伝えてくれた。正直、最初は半信半疑だったの。この十年間で私はきっと変わったはずだから。昔と同じように好きだなんて、あり得ないって」

「……そっか」

　私の正直な気持ちに、佐々木君はボソッと呟いた。

「でもそうだよな。普通は信じられないよな」

　悲観的な言葉を口にする佐々木君に、すぐさま言葉を被せた。

「でも、今はそう思っていないよ？　変わらない気持ちもあるんだってわかったから。……それを教えてくれたのは、佐々木君なの」

　力強い声で伝えると、佐々木君は目を丸くさせた。

「佐々木君と再会してから私、自分でも驚くほど変われたの。家族と向き合えたのも、佐々木君のおかげ。……佐々木君がそばにいてくれたら、私は強くなれて、今よりもっと自分のことを好きになれると思う」

　一度溢れた想いは止まらず、彼に届いてほしくて必死に伝えた。

「優しいところも、仕事に対する真摯な思いも、今の佐々木君のことを見て知って、すごく好きになった。佐々木君の一番そばにいたい。……佐々木君に対する気持ちだけは変わらないって自信がある。この先の十年も二十年も、ずっとずっと。それほど佐々木君が好きなの」

　再会した時から、私の佐々木君に対する気持ちは大きくなっていたんだと思う。臆病になって、それに気づけなかっただけなんだ。

　伝えたいことは全部伝えることができた。……私の想いは、佐々木君に届いただろうか。

　チラッと彼を見ると、佐々木君は放心状態。

「……佐々木君？」

　恐る恐る呼ぶと、佐々木君は再び苦しいほど私の身体を抱きしめると、吐息交じりに呟いた。

「……夢みたいだ」

　また私の身体を離し、今度は両手で私の頰をキュッと摘つまんだ。

「いたっ……！　ひょっと佐々木ふん!?」

　つねられたままの頰で、うまく話せない。そんな私を見て、佐々木君は嬉しそうに笑った。

「よかった、夢じゃないみたいだな」

　すぐに頰から手を離してくれたけれど、私はジロリと睨んでみせた。

「ひどいじゃない、私の頰を摘んで確かめるとか」

「悪い、佐野も偽物だったらどうしようかと思ったからさ」

　そう言いながら彼は私の腰に両手を回し、グッと私の身体を引き寄せた。

「だってそうだろ？　十年以上片想いしていたんだ。再会してから、もっと好きになった。大人になった佐野は綺麗になっていて、だけど優しいところは変わっていなかったから。そんな佐野と気持ちが通じ合えたなんて、すぐには信じられないよ」

　佐々木君……。

　そうだ、彼はずっとずっと私のことを想ってくれていた。どうやったら信じてくれる？　十年分の気持ちを埋めることができる？

　必死に頭を働かせて考え、心臓が壊れてしまいそうなほどドキドキしながら、私は思いっきり背伸びをした。そして、そっと彼の頰にキスを落とす。

　頰にとはいえ、自分からキスをするなんて、かなり大胆なことをしたと思う。でも、佐々木君が今まで伝えてきてくれたように、私も気持ちを伝えたかったの。

　恥ずかしさでいっぱいな気持ちを隠して、驚き固まっている佐々木君を見上げた。

「これで信じてくれる？　……両想いだって」

　私はキスしたくなるほど、佐々木君のことが好きだって。

　すると次の瞬間、彼の大きな手が私の頰を包み込んだ。

「全然足りない」

「――え、んっ」

　一瞬にして奪われた唇。私の頰に触れるだけのキスとは比べものにならないほど熱くて甘いキスに、次第に心も身体もトロトロに融とかされていく。

　触れては離れてを繰り返し、徐々に深くなっていく口づけ。どれくらいの時間、キスを交わしていただろうか。

　最後にリップ音をたてて離れた頃には、お互いの息は上がっていた。

「ごめん、がっつきすぎた」

　額をくっつけてそんなことを言う佐々木君に、かぁっと顔が熱くなる。でも全然嫌じゃなかった。

　だから首を左右に小さく振ると、彼は嬉しそうに微笑み、もう一度触れるだけのキスを落とす。

　そして力いっぱい私の身体を抱きしめると、佐々木君はクスクスと笑った。

「……どうしたの？」

　気になって抱きしめられたまま聞くと、頭上から答えが返ってきた。

「いや、つくづく俺と父さんは親子だなって思って。……実は父さんと母さんも、この公園で両想いになったんだ」

「そうなの？」

　びっくりして顔を上げて彼を見ると、すかさず唇を奪われる。

「んっ……もう、佐々木君!?」

　話が聞きたいのに。キスの合間に抗議すると「ごめん」なんて謝るけど、全然悪いと思っていない顔をしている。

「だからなんか嬉しい。……両親と同じように、ここで佐野と両想いになれて」

「……うん、私も」

　素敵。佐々木君のご両親と同じ場所で、気持ちを通じ合わせることができて。

　自分から彼に抱きつくと、すぐに佐々木君は私を抱きしめ返す。

「あー……どうしよう。このまま佐野のことを帰したくないんだけど」

　ドキッとするようなセリフに顔を上げると、街灯に照らされた彼の頰は赤く染まっていた。

「いや、もちろん今夜はちゃんと家まで送るよ。……だけどいつか、朝まで一緒に過ごしたい」

　彼の言葉の意味がわからないほど、子供じゃない。両想いになった今、私も同じ気持ちだから。

「うん、私も」

　再び彼に抱きつき、佐々木君の温もりを感じて幸せな気持ちで満たされていく。どれくらいの時間、抱きしめ合っていただろうか。

　どちらからともなく離れると、次第に照れくさくなった。

「家まで送るから、一度病院に戻ってもいいか？」

「う、うん。ありがとう」

　ぎこちなく手を繋いで病院へと向かっていく。

　キスしちゃったあとなのに、手を握られるだけでドキドキしてしまう。けれどそれ以上に、幸せで自然と頰が緩んでしまう。

　これから佐々木君とこんな幸せな毎日を過ごしていくんだよね？　だって私たちには、十年以上の時間があるのだから。










両想いのその先へ




「環奈先輩～！　また街角イケメンに関する問い合わせがきていますよ！　すごいですね!!　今までで一番の大反響です！」

　打ち合わせから戻ると、薫ちゃんが興奮しながら駆け寄ってきた。

「でも、問い合わせしたくなる気持ちもわかりますよねー。佐々木先生、本当にイケメンですから」

　佐々木君の記事が掲載されている最新号を眺めてうっとりする薫ちゃんに、笠井君はわざと機材が入っているバッグをぶつけた。

「おい、だらしない顔をしている暇があったら手伝え。そろそろ撮影に行かないといけない時間なのに、気づかないのか？」

「ちょっと笠井君!?　その前に私に謝らなくちゃだよね!?」

「気持ち悪い顔をして突っ立っていたお前が悪い」

「何よそれ！　ひどい!!」

　相変わらずなふたりに、私をはじめ同僚は皆声をあげて笑った。

　佐々木君の記事が掲載された最新号は、大反響を呼んだ。無料で配布しているものだけど、問い合わせが殺到して異例の重版がかかったほど。

　編集長は上機嫌だ。編集者としては嬉しい限りだけど、彼女としては面白くない。

　だって佐々木君は、この辺りでは今やアイドル並みの人気者だ。佐々木君見たさで、患者でもないのに、病院に通い詰めているファンもいるとか……。

　そんな彼とは今度の休日、久しぶりに会う約束をしていた。




「あ、佐々木君、これなんかどうかな」

「いいんじゃないか。これなら男の子でも女の子でも着られそうだし」

「そうだよね。あー、でもこっちも可愛い」

　子供服売り場をウロウロしながら、気になった商品を手に取っては迷いに迷う。そんな私を見て、佐々木君は笑うばかり。

「いいじゃん、まだたくさん迷って。今日は下見なんだし」

「そうだけど、ある程度目星はつけておきたいでしょ？」

「そうはいっても半年後だろ？　宮本の出産予定日は」

　そうなのだ、砂羽は今妊娠している。この前、『社会復帰は先になっちゃった』って嬉しそうに報告された時は、思わず泣いてしまった。

　だって砂羽がママになるなんて、感動しないわけがない。だからこんなにも早く、出産祝いの下見に訪れていた。

　その後、彼が予約してくれたホテルのレストランで食事をした。

「今日はありがとう。久しぶりに会えたのに、買い物に付き合ってくれて」

「いや、俺も宮本のことはよく知っているし、一緒に選びたかったから。……それに、いつか俺たちにも必要なものだろ？」

　ホテルのエレベーターの中で肩を抱かれ囁かれた甘い言葉に、心臓が飛び跳ねる。

「今日は何があっても帰さないから」

　そう言って、旋毛つむじに落とされたキス。

　私も今日は佐々木君と離れたくない。朝までずっと一緒にいたい。

　エレベーターのドアが開くと、私は自ら彼の腕にしがみついた。

「何それ。可愛くてここで押し倒したくなる」

「えっ!?」

　びっくりして咄嗟に離れると、彼はクククッと喉を鳴らして笑う。

「冗談だよ。……ちゃんとベッドの上で抱かせて」

　そう言って佐々木君は私の腰に腕を回すと、足早に部屋へと向かっていく。

　今から佐々木君とするんだって思うと、心臓が口から飛び出てしまいそうなほど緊張する。でも、本当の意味で彼と早く愛し合いたい。

　真っ暗な部屋の中に入ると、彼とドアの間に挟まれた。

「ごめん、キスだけさせて」

　次の瞬間、荒々しく塞がれた唇。何回か佐々木君とキスを交わしているけど、こんなに余裕のないキスは初めてでドキドキする。

　私も彼の首に腕を回して背伸びし、必死に応えていく。

「悪い、俺……余裕ない」

　キスの合間に掠れた声で囁くと、素早く私の身体を抱き上げた。

「キャッ」

　咄嗟に彼の首にしがみつく。佐々木君は器用に私のパンプスを脱がせて部屋の奥へ進むと、あっという間に私をベッドの上へ運んでしまった。

　カーテンの隙間から漏れる月明かりに照らされた佐々木君は、いつになく妖艶で胸が苦しくなる。

「環奈……」

　初めて下の名前で呼ばれてドキッとしたのも束の間、キスで唇を塞がれた。

　一瞬下着は大丈夫だよねって心配になるものの、気にする余裕もなくなる。

「環奈……平気？」

「……ん」

　お互い呼吸が乱れたまま、手をギュッと握りしめ何度もキスを交わしていく。

　好きな人と身も心も結ばれて、涙がこぼれ落ちた。

「悪い、つらいか？」

　涙を拭いながら心配そうに瞳を揺らす佐々木君に、首を横に振った。

「ううん、違うの。幸せで胸がいっぱいで……」

　佐々木君と両想いになれただけでも幸せだったのに、もっと幸せな気持ちになれるなんて、思いもしなかった。

「俺も同じ。……これからもずっと、ふたりで幸せを感じていこう」

「……うん」

　十年先も、二十年先も、そのずっと先も、佐々木君の隣で幸せを感じていきたい。

　長く同じ時間をともに過ごしていけば、毎日が幸せなわけではないかもしれない。時には、砂羽たちのように喧嘩もするだろう。

　でもそのたびに、もっとお互いのことを知ることができるよね。そして、もっともっと好きになることができるはず。

　そうやって変わらない気持ちは作られていくんだよね。

　佐々木君に対する好きって気持ちを、時間をかけて確かなものにしていきたい。

　彼の背中に腕を回して温もりを感じながら、強く強く、そう願った。
















書き下ろし番外編










キミに誓う永遠の愛　真太郎ＳＩＤＥ




　街を歩けば、桜の木の蕾がそろそろ開こうとしている。環奈と再会し、もうすぐ一年が経とうとしていた。

　高校生の時から変わることがなかった彼女への想い。会えない十年もの長い月日を、俺は彼女に振り向いてもらえるような、しっかりと自立した大人の男になるために努力してきた。

　いくら当時の環奈が想いを寄せていた浅野先生と同い年になれても、見た目とともに中身も大人になっていなければ意味がない。彼女に振り向いてもらえるような、器の大きい男になっていないと。

　その一方で、不安も募っていた。環奈が俺との約束を覚えてくれているとは限らないし、むしろ十年も前の話となれば、忘れられていてもおかしくない。

　俺の存在など忘れて、結婚して子供がいるかもしれない。約束の十年目が近づくにつれて怖くなっていた。

　だけど思いがけず再会した彼女は、結婚はおろか恋人もおらず、俺との約束も覚えてくれていた。それに、十年前と比べて綺麗になっていた。

　そして何より、俺が好きになった頃と変わらず、笑顔が可愛くて、人の痛みに寄り添える優しい彼女のままだった。

　そんな彼女と気持ちが通じ合えた時は、どんなに嬉しかったか。十年越しに想いが実ったことが、しばらく信じられなかったほど。

　お互い苗字で呼び合っていたのが、自然と下の名前で呼び合うようになり、付き合い始めてからも、新たな環奈の一面を知る機会があって、ますます彼女に対する好きという気持ちが積み重なっていった。

　彼女もまた、付き合い始めはどこかよそよそしいところがあったが、今ではなんでも話してくれて、いろいろな表情を見せてくれるようになった。

　笑ったり喜んだり怒ったり。泣ける映画を一緒に観ては思いっきり泣いたりと、コロコロと変わる表情が愛らしくて、いつも心を奪われていた。

　ふたりで過ごす時間は心地よくて、このままずっと一緒にいたいと何度願ったか。

　親密な関係を築きながら、今年もまた、桜の季節がやってきたんだ。




　都内の桜も満開を迎えたある春の日の夜。俺は緊張しながら、環奈との時間を過ごしていた。

「んー、最高！　美味しいものを食べると幸せな気持ちになれるよね、真太郎」

「そうだな」

　六ろっ本ぽん木ぎヒルズ内にあるイタリアンレストランで食事を楽しんでいると、あまりに環奈が嬉しそうに食べるものだから、思わず笑ってしまう。自然と緊張が解けていく。

　今夜俺は、都内でも有名な桜のスポット、六本木ヒルズの毛もう利り庭園で、彼女にプロポーズしようとしていた。

　レストランで食事をして、初めて告白した時のように、満開の桜の下でロマンティックにプロポーズする流れだ。

　コース料理を堪能し、最後に運ばれてきたコーヒーを飲みながら、何度もプロポーズの言葉を心の中で繰り返す。

「真太郎、ごちそうさまでした。すごく美味しかった」

「それはよかった」

　会計を済ませてエレベーターに乗る。

　このあとは、さりげなく散策しないかと持ちかけて、桜の木の下に向かって……。

　これからの段取りを考えている間に一階に着き、扉が開いた。

「ねぇ、真太郎。外の桜が満開だし、少し散歩しない？」

「あ、あぁ。そうだな」

　彼女のほうから桜を見ようと言われ、拍子抜けする。だけど、おかげで自然な流れでプロポーズできそうだ。

　桜がライトアップもされており、毛利庭園は見物客で溢れていた。これは少々想定外だ。

　二十二時を過ぎているし、もっと人が少ないと思っていたが……どうしたものだろう。こんなにたくさんの人がいる中で、一生に一度のプロポーズをするべきだろうか。

　思い悩んでいると、夜風に揺れる髪を押さえながら、環奈はライトアップされた満開の桜を眺め、しみじみ言う。

「真太郎に告白された日から、私にとって桜って特別なものになったの」

「えっ？」

　目が合うと、環奈はふわりと笑った。

「桜が咲くたびに、真太郎のことを思い出していたから。……私の中で、桜イコール真太郎になっちゃっていたんだよね」

　おどけて話す彼女に、愛しさが込み上がる。

　俺も同じだった。桜が咲くたびに、より強く環奈のことを想っていた。校舎裏の桜が、ずっと忘れられなかった。

　そう、だよな。俺と環奈は校舎裏の桜の木の下から始まったんだ。プロポーズするのは、桜の木の下ならどこだっていいと思っていたけど、全然よくない。

　俺たちにとって思い出の桜は、あの校舎裏の桜だけだ。

「ごめん、環奈。一ヵ所、付き合ってほしいところがあるんだ。今からそこに行ってもいいか？」

「……うん、いいけど」

　小首を傾げる彼女を連れて、車で向かった先は、俺たちの母校。

　閉まっている校門前に車を停めて、呆然と校舎を眺める環奈の隣に立つ。そして、昨年と同じように「行こう」と告げ、俺は閉まっている校門を登った。

　そして驚いている彼女に手を差し伸べると、環奈は頰を緩ませて、しっかりと俺の手を握る。

「こんなことして大丈夫なの？」

　俺の助けを借りて門を登りながら、聞いてきた彼女に言う。

「大丈夫。校舎内には入らないから」

「……それならいっか」

　先に地面に下りて、彼女を受け止める。そのまま去年と同様、手を繋いで向かう先は校舎裏。

「うわぁ、綺麗……」

　そこには満開の桜が咲き乱れていた。月明かりに照らされて、よりいっそう幻想的に見え、あまりの美しさに息を呑む。

　手を繋いだまま魅入っていたものの、ポケットに入っている婚約指輪の存在を思い出すと、再び緊張感に襲われる。

　環奈も俺と同じ気持ちでいてくれていると思う。それでも結婚を申し込むとなると、不安になる。もし、断られたらどうしようかと。でも――。

　桜を眺める環奈の横顔を盗み見ると、目をキラキラさせていた。

　環奈はどうして俺がここに連れてきたか、理解しているだろうか。……いや、気づいていないよな。まさかプロポーズするためだとは。

　言葉にしないと何ひとつ相手に伝わらない。だからこそ俺は、フラれるとわかっていても彼女に告白したんだ。環奈との関係を前に進めるために。

「環奈……」

　そっと名前を呼ぶと、彼女は「ん？　何？」と言いながら俺を見る。

　繋いでいた手を離して、俺はポケットの中から婚約指輪が入った箱を取り出した。

　それを差し出すと、環奈は目を大きく見開いて、俺と箱を交互に見る。

　予想以上の驚きように、笑みがこぼれた。

　散々プロポーズの言葉を思い悩んで、緊張しっぱなしだったのにな。環奈を前にしたら、伝えたい言葉はたったひとつだけだった。

　箱を開けて愛の言葉を囁いた。

「今よりこの先の未来のほうが、ずっと環奈を好きになる自信がある。……生涯かけて幸せにする。俺と結婚してくれませんか？」

　シンプルでありきたりなプロポーズの言葉とともに、環奈の左手薬指に指輪をそっとはめた。

　本当はもっと、これまでの想いを伝えるべきだったのかもしれない。

　だけど環奈とは、これから先の長い人生をともにしていきたいと思っている。そんな彼女に、俺の気持ちはこれからも大きくなっていくことを伝えられれば充分。

　俺の想いは環奈に届いただろうか。

　薬指にはめられた指輪を見つめる彼女の答えを待っていると、環奈は大きな瞳からポロポロと涙をこぼした。

「え、環奈？」

　泣かれるとは予想外で動揺してしまう。ハンカチがあることも忘れ、指で彼女の涙を拭うと、環奈は俺の手を握った。

　そして、目に涙をいっぱいためて、不安げに聞いてきた。

「本当に私でいいの……？」

　私でいいかって……環奈は何を言っているんだ？

　すぐに彼女の手を強く握りしめた。

「当たり前だろ？　環奈以外、考えられないから」

　力強く伝えると、環奈は俺に抱きつき、細い腕を俺の背中に回した。

「私も、真太郎以外、考えられない」

　掠れた声で嬉しいことを言ってくれる環奈が、愛しくてたまらない。

　思いっきり抱きしめたい衝動に駆られるが、まだ環奈から、肝心のプロポーズの返事を聞いていない。

　顔を上げて俺を見る彼女の頰を優しく包み込み、もう一度尋ねた。

「環奈、俺と結婚してくれる？」

　すると環奈は、また目を潤ませながらも、何度も首を縦に振った。

「……はい！」

　そしてやっと聞けた返事が嬉しくて、力いっぱい彼女を抱きしめた。

「もう、何があっても離さないから」

「……私も、真太郎から離れないからね？」

　抱きしめ合いながら愛の言葉を囁き、顔を見合わせて笑ってしまう。

　幸せな気持ちで満たされていると、彼女の鼻に桜の花びらが落ちてきた。俺はそっと取って自分の手のひらに乗せると、環奈はそれを愛しそうに見つめた。

「私……今日のこと、一生忘れない」

「……俺も」

　月明かりの下、身体を寄せ合い、夜風に吹かれて揺れる満開の桜を見つめながら、強く心に誓った。

　生涯かけて、環奈を守り幸せにすると――。










寂しさは同じ




　真太郎にプロポーズをされてから、めまぐるしく日々は過ぎていった。

　まずは北海道に住む私の両親にふたりで会いに行き、そこで彼は結婚の挨拶をしてくれた。

　彩音は大喜びし、両親も真太郎を気に入り、熱烈に歓迎されていた。

　真太郎と付き合い始めたことを伝えた時から、ずっと私たちが結婚することを望んでいたおばあちゃんは、結婚の報告をするなり泣いてしまった。

『私の花嫁姿を見るまで死ねない』と言っていたけど、今度は『曾ひ孫まごを見るまで死ねないから、元気でいないと』と嬉しいことを言ってくれている。

　それから真太郎のご両親にも結婚することを伝え、両家顔合わせのもと、結納を済ませた。

　プロポーズから半年後、私はめでたく佐々木環奈となり、佐々木総合病院の近くのマンションで、新生活をスタートさせた。




「……ん、美味しくできた」

　煮物の味付けを確認すると、満足できる美味しさにひとり頷く。

　真太郎と結婚して三ヵ月が過ぎた。結婚後も私は仕事を続けていて、家事と両立しながら、忙しくも幸せな日々を過ごしている。――と、言いたいところだけど……。

　夕食の準備を終えると、スマホに新着メッセージが届く。手を拭きながらタップして確認すると、ガックリ項垂れた。

【ごめん、環奈。今夜も帰れそうにない】

　それは真太郎から届いたメッセージだった。どうやら今日も、家に帰ってこられないようだ。真太郎ともう三日も会えていない。

　薫ちゃんたち会社の皆には、「新婚で毎日が楽しくて、仕方ないんじゃないですか？」ってからかわれるけれど、実際は違う。

　医者という仕事が、どれほど大変なものかは覚悟していたつもりだった。だけど、一緒に暮らしてみると、彼の多忙ぶりは想像以上だった。

　連日病院に泊まり込むこともあり、私と入れ違いに帰宅し、また呼び出され、私が帰宅する前に病院へ向かうこともしばしば。

　思うように会えない毎日に寂しさを感じつつ、彼の身体が心配になる。

「真太郎、大丈夫かな」

　病院には食堂はもちろん、コンビニだってある。だから、ちゃんと食べてはいると思うけど、やっぱり心配。

　最近作る料理は、作り置きできるものばかり。今夜も、いつ帰ってきてもすぐに食べられる煮物にした。

　ひとり分をお皿に盛って、手を合わせて食べ始めたものの、ため息がこぼれる。

　美味しくできたはずなのに、ひとりで食べてもあまり味を感じられないから。

　食事を終え、片づけをして入浴を済ませると、真太郎がいない日は決まってアルバムを引っ張り出している。

　リビングのソファに腰掛けて、結婚式や新婚旅行の写真を眺めた。

　結婚式は砂羽をはじめ、仲のいい友人や会社の同僚を招待し、盛大に行われた。

　砂羽のスピーチに泣かされて、友人たちの余興に盛り上がり。そしてなぜか、伯父さんが真太郎のタキシード姿を見るなり大泣きしたものだから、真太郎とふたりで笑い合い……。

　最後にお互いの両親に感謝の気持ちを伝えることができて、一生忘れられない一日となった。

　次の日から、私と真太郎は一週間の新婚旅行へ出かけた。

　行き先はヨーロッパ。何度も海外に行っている真太郎とは違い、私は初めての海外だったけど、真太郎のおかげで楽しい旅行となった。

　各名所で撮影した写真を眺めては、その時のことを思い出す。

「一週間、夢のような毎日だったな」

　二十四時間ずっと一緒で、楽しくて幸せな経験をしてしまったからこそ、こうして会えない時間を寂しく感じるのかもしれない。

　結婚するまでは、何日も会えないのは当たり前だったのにな。

　アルバムを閉じてテーブルに置き、そのままソファに寝転んだ。

【お疲れさま。気にしないで。無理はしないでね】

　返信したメッセージ文に既読マークはついていない。スマホを見る暇もないほど、忙しいんだよね。

　そうわかっていてもやっぱり寂しくて、真太郎とのメッセージのやり取りや、ふたりで撮った写真を見ながら、いつの間にか眠りに落ちていた。




　ゆらゆらと揺れるような心地よい振動を感じて、重い瞼をゆっくりと開けると、真太郎の顔が視界に入り目が覚める。

　そして、自分の身体が真太郎に抱かれていることにびっくりして、咄嗟に彼の首に腕を回した。

「悪い、起こしちゃったな」

　申し訳なさそうに言いながら、彼は私を抱いたまま寝室へ向かい、そっとベッドに下ろした。

「え、あれ……？　どうして真太郎がいるの？」

　部屋の中をキョロキョロと見回すとまだ真っ暗で、夜だということがわかる。

　真太郎、今夜は帰れないって言っていたよね？　それなのにどうして？

　起きたばかりでうまく頭が働かず、混乱する私の頭を彼は優しく撫でた。

「うん、帰らないつもりだったんだけど、もう三日も環奈に会っていなかったから」

「えっ？」

　ドキッとするセリフを言うと、真太郎もベッドに横になり、私の身体を抱き寄せた。

「寝顔だけ見たら戻るつもりだったんだ。……ごめんな、ひとりにさせてばかりで」

　背中や髪を撫でながら放たれた言葉に、嬉しくて泣きそうになる。

　謝らないでほしい。真太郎の仕事のことはちゃんと理解しているつもりだから。こうやって忙しい時間の合間を縫って、帰ってきてくれただけで充分だよ。

　彼の温もりをもっと感じたくて、私も真太郎の背中に腕を回した。すると、よりいっそう強い力で抱きしめられて、胸が熱くなる。

　このまま真太郎の温もりを感じながら、一緒に眠りにつきたいけれど、病院に戻らないといけないんだよね。そう思うとやっぱり寂しくて、ギューッとしがみついた。

「何？　どうしたの？　そんなに強くしがみついて」

　頭上で真太郎がクスクスと笑っている。

「うん……やっぱり寂しいなって思って」

　素直な想いを吐露すると、真太郎は苦しくなるほど抱きしめる腕の力を強めた。

「ごめん。……でも寂しいって言ってくれて嬉しい」

「えっ？」

　どうにか顔だけ上げると、すぐに触れるだけのキスが落とされた。

「んっ……」

　だけど再び唇を塞がれて、甘い声が漏れる。三日ぶりのキスに酔いしれていると、真太郎は唇と唇が触れてしまいそうな距離のまま囁いた。

「俺も寂しかったよ。環奈に会いたかったし、こうしてキスをして、たくさん触れたかった」

「真太郎……」

　真太郎も同じ気持ちなんだって思うと嬉しくて、自ら彼に口づけをした。すると、真太郎はびっくりして瞬きせず見つめてくるものだから、思わず笑ってしまう。

「私も嬉しかったの、同じ気持ちでいてくれて。……忙しいのにこうして会いに来てくれてありがとう」

　笑顔で伝えると、真太郎は目を細めて力いっぱい私を抱きしめた。

「そういう可愛いこと言わないでくれる？　戻れなくなるだろ？」

　そう言いながら甘いキスが落とされて、会えなかった時間を埋めるように何度もキスを交わした。

　始まったばかりの新婚生活。まだまだお互い伝え合わないとわからないことがある。だからこそ、こうして素直に想いを伝えて、真太郎との絆きずなを強めていけばいいよね。これから先、ふたりで過ごす時間はたくさんあるのだから。

　真太郎が病院に戻るまでの短い時間、たっぷりと甘いひと時を過ごした。










家族になるということ




　真太郎と結婚をして、半年が経った。

　お天気がよく、絶好のお出かけ日び和よりである休日。私は朝からバタバタしていた。

「ねぇ、真太郎。この服おかしくないかな？」

　出かける場所が場所だから、Ｔシャツにワイドパンツというラフな服装にしたけど、本当にこれで大丈夫なのか不安になる。

　だけど、ソファに座っている真太郎は私を見て、「可愛いから大丈夫」なんて言う。

「もう、こっちは本気で悩んでいるんだからね？　あ、髪はまとめていったほうがいいよね」

　慌てて洗面所へ向かい、高い位置でひとつにまとめていると、真太郎がやってきた。

「環奈、そんなにかまえなくて大丈夫だから」

　彼は呆れ顔でそう言うけれど……。

　鏡越しに彼を見据え、不安を口にした。

「そういうわけにはいかないよ。……いくら結婚式で会っていると言っても、お祖父さん、お祖母さん、真太郎の従兄妹たちとちゃんと会うのは初めてだもの」

　実は今日は、真太郎の祖父母宅で開かれる、ホームパーティーに招待されていた。

　そこには真太郎のご両親はもちろん、お義姉さん夫婦に伯父さん夫婦。そして、真太郎の従兄妹夫婦も来ることになっている。

　庭で皆で楽しくバーベキューをするから、ラフな服装で来るようにとお義母さんに言われてはいるけれど、果たして本当に言われるがまま、こんな服装で行っていいのかな。何より私に楽しむ余裕など、あるのだろうか。

　すると真太郎は背後から私を抱きしめ、鏡越しに見つめてくる。そして不安でいっぱいの私を安心させるように言った。

「大丈夫、祖父さんたちはもちろん、伯父さんたちだって、皆環奈のことを気に入っている。それに、従兄妹たちも気さくでいいヤツらだから。環奈ならすぐに仲良くなれるよ」

「……本当に？」

　情けない声をあげると、真太郎は顔をクシャッとさせて笑った。

「本当に！」

　そう言うと真太郎は、両手の人差し指を立てて私の唇の両端に当て、無理やりスマイルを作る。

「だからほら、笑って」

　鏡に映る自分の顔を見て、思わず笑ってしまった。

　そうだよね、真太郎の親戚だもの。いい人たちに決まっている。

　戸締まりを済ませ、真太郎が運転する車で、近くの祖父母宅へと向かった。




　約束の時間の十五分前には着いたのに、私たち以外皆来ていて、すでに準備が始まっていた。

　真太郎とともに祖父母や伯父さんたちに挨拶を済ませたあと、すっかり出遅れた私は、すぐさま野菜を切っているお義母さんのもとへと駆け寄った。

「すみません、手伝います」

「何言ってるの、今日は環奈ちゃんのためのパーティーなんだからいいのよ。それより皆と話していらっしゃい」

　え、でもいいのかな。お義母さんに伯お母ばさん、お祖母さんだって準備しているのに。

　迷っていると、真太郎に「環奈、こっち」と呼ばれた。

「ほら、皆とお話ししておいで」

「すみません、ありがとうございます」

　頭を下げて真太郎のもとへ向かうと、彼は改めて、お義姉さん夫婦や従兄妹たちを紹介してくれた。

　お義姉さんの愛あい里りさん夫婦とは、何度か会っているから打ち解けている。

　愛里さんとは結婚後に、ふたりでランチにも行ったりしていて、「環奈ちゃん」と呼ばれるくらい仲良くしてもらっている。問題は彼の従兄妹ふたりだ。会うのは結婚式以来で緊張する。

　真太郎さんより五歳年上の従兄、和かず幸ゆきさんは、伯父さんが経営している会社で副社長として働いていて、彼の秘書を務めていた菜な穂ほ美みさんと結婚した。今は幸ゆき也や君という三歳になる男の子がいる。

　そして和幸さんの妹の美み和わ子こさんも、私たちが結婚する一年前に結婚している。

　仲良くなれるか不安だったけど、愛里さんが間に入ってくれて、お義父さんたちが焼いてくれたお肉や野菜を食べながら、すっかり打ち解けることができた。そして何より……。

「あ、こら幸也。環奈さんに迷惑でしょ？」

　なぜか幸也君に懐かれてしまったようで、彼は私の膝の上に座り、美味しそうにとうもろこしを食べている。

「すみません、環奈さん。幸也、環奈さんのことを好きになっちゃったようで……。重いですよね？」

　申し訳なさそうに謝る菜穂美さんに、私は手を左右に振った。

「全然大丈夫です。それに幸也君、とっても可愛いので」

　思わず頭を撫でると、幸也君はウインナーをフォークに刺して、私にあーんしてくれた。

　な、何、この可愛すぎる生き物は……！

「ありがとう」

　私がパクッと食べると、幸也君は嬉しそうに笑う。

　本当に可愛いなぁ。一緒にいるだけで癒やされる。

「あ、こら健太郎！　お前、人に焼くのを任せてビールを飲むとは何事だ！」

「お義兄さんが、『焼くのは俺に任せろ』と言ったからでしょう。ほら、早くその肉ひっくり返さないと焦げますよ」

「それを早く言え！」

　そして、相変わらずなお義父さんと伯父さんのやり取りに、皆で笑ってしまった。

　来るまでは緊張と不安でいっぱいだったのに、真太郎の家族に温かく迎えられて、楽しい時間を過ごすことができた。




　自宅マンションに帰ってきたのは十七時過ぎ。急いで干していった洗濯物を取り込み終えると、真太郎がコーヒーを淹れてくれていた。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　並んでソファに座り、美味しいコーヒーを飲んでホッとしていると、真太郎はぴったりと私に寄り添う。そして私の肩に頭を乗せた。

「どうしたの？」

　いつになく甘えモードの真太郎にドキドキする。すると彼は、自分のカップと私が手にしていたカップをテーブルに置き、肩に腕を回して引き寄せた。

「いや、今日はずっと、幸也に環奈を取られっぱなしだったからさ」

「えっ？」

　幸也君にって……えっ!?　やだ、これってもしかしてヤキモチ？　相手は三歳の男の子なのに？

　真太郎が可愛く見えて笑ってしまうと、彼は面白くなさそうな表情で、私の顔を覗き込んだ。

「悪いけど俺、三歳の男の子に嫉妬するほど独占欲強いから」

　彼の意外な一面に、普段とのギャップを感じて愛しさが込み上げる。

「じゃあもし、私たちの間に男の子が生まれて、その子が私にべったりだったらどうするの？　自分の子供にも嫉妬しちゃう？」

　彼に抱きつき、クスクスと笑いながら質問すると、真太郎は真剣に考え込む。

「うーん……どうだろう。実際にその状況になってみないとわからないな」

　そう言うと真太郎は、私の肩をつかみ、ソファに押し倒した。

「きゃっ」

　悲鳴にも似た声をあげた私の上に覆い被さると、彼は優しく私の頰を撫でる。

「幸也に嫉妬したけど、それと同時に想像もした。……俺たちの子供が生まれたら、あんな感じなのかと」

「真太郎……」

　実は私も幸也君を膝に抱いて、想像してしまった。子供ができたらこんな気持ちになるのかなって。

「だからさ、そろそろ俺たちも子供……作ろうか」

「えっ？」

　すると真太郎は、意地悪な顔を見せた。

「なんなら今からでも」

　そのまま彼は私の首に顔を埋める。

「え、あっ、ちょっと真太郎!?」

　やんわり抵抗するものの、甘い刺激に抗あらがうことはできなくなる。

　それに嬉しかった。真太郎が子供を作ろうかって言ってくれて。

　以前、彼の勤め先の小児科のプレイルームにお邪魔して以来、私はそこに何度か足を運んでいた。

　ボランティアとして子供たちの遊び相手をしているうちに、私も早く子供が欲しいと思うようになっていたのだ。

　何度もキスを落とされたあと、真太郎は私の身体を抱き上げ寝室に向かうと、いつも以上に優しく触れて、私は身も心もとことん甘く融かされた。

「環奈は最初、男の子と女の子、どっちが欲しい？」

　ベッドの中で腕枕をしてもらいながら、聞かれた質問に考え込む。

「うーん、どっちだろう。……最初は女の子がいいかな。いや、やっぱり男の子かな」

　迷いに迷っていると、真太郎は笑った。

「俺も同じ。……だからさ、最低ふたりは欲しいよな」

「うん、そうだね」

　未来の話をして笑い合って、幸せな気持ちで満たされる。

　好きな人と結婚するということは、彼の家族の一員になるということ。そして新たな命を育み、家族の繋がりを増やしていくことだよね。

　彼との出会いと縁を、この先もずっと繋いでいきたい。近い将来生まれてくる、新しい命に託して――。
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あとがき




　このたびは『溺愛診察室～一途な外科医に甘く迫られています～』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　片想いをテーマに、一途なヒーローを書きたい！という思いから生まれたのが真太郎でした。

　多くの人は誰かを好きになっても、気持ちは変わると思います。私もそうでした。でも、真太郎のように一途にたったひとりの相手を想う人もいます。そんな人と巡り合えたら、どれだけ幸せでしょうか。

　環奈でなくても、正直最初は疑ってしまいますよね。十年もの長い間、自分だけを想ってくれていたなんて、すぐには信じることができないと思います。

　だからこそ読んでくださった皆様に、環奈と一緒に真太郎の想いにドキドキしたり、一途に環奈を想う真太郎の姿に、少しでも幸せな気持ちになっていただけたら嬉しいです。

　また、本作は『イジワル婚約者と花嫁契約』のスピンオフ作品でもありました。こんな家族がいたらいいなぁと思いながら、番外編で最後に懐かしい面々を書くことができて楽しかったです。読者の皆様のおかげで、愛しいキャラたちがたくさん増えました。本当にありがとうございました。

　真太郎の両親や伯父夫婦、従兄妹夫婦たちを描いた作品のほうも、それぞれベリーズ文庫、マカロン文庫から発売中です。併せてお楽しみいただけましたら幸いです。




　今作でも大変お世話になった説話社の加藤様、三好様、スターツ出版の皆様。編集に携わってくださった皆様。

　素敵なカバーイラストを描いてくださったカトーナオ様。そしていつも作品を読んでくださる読者の皆様、本当に本当にありがとうございました！

　たくさんの方々のお力で、こうして作品をお届けできることに感謝して、大好きな恋愛小説を書きながら、これからも日々精進していきたいと思います。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。
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